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 人手不足が深刻になり、今や大学生の就職戦線は完全に売り手市場となった。当然若者

は、地方の中小企業よりも、東京の大企業を目指し、学ぶのに困難な理系よりも、学ぶに容

易な文系を目指すようになった。つい昨日まで鳴り物入りで推奨され、それなりに増えてき

た「リケジョ」になろうとする人は減り、各大学で文系の入試倍率が上がった。 

 結局、この国で「リケジョ」を増やすことがいかに困難な課題であるのかが、改めて浮き

彫りになったのがこの春であった。 

 「金」や「就職」で釣っても「リケジョ」は増えない。やはりそれを増やそうとすれば、

余程地に足のついた、教育そのものの改革が必要である。そのことに改めて気付かされたの

が、今春の大学入試であった。そして考えてみれば、本機構の課題はそのための教育改革に

ついて、その方法を考え、試し、提案することである。ではこの一年、そのことに関して如

何程のことができたのか、それを取りまとめたのが、本報告書である。我々が果たして我々

の課題を果たし得ているかどうか、味読の上ご批評賜れば幸いである。 

 さてこの一年我々が最も力を注いだのは、二つのことであった。一つは、多くの女性に理

系への進学と、理系女性リーダーとしての成長を目指してもらうために、女性にとって魅力

的な理数教育のあり方を模索、検討すること。今一つは、それを目指す女性に、適切なロー

ルモデルを提供することであった。 

 そして前者のために、春、「理数教育における魅力の創造」と題するシンポジウムを二度

にわたって開催し、さらには『女性のための「物理教科書」』と題するテキスト作成の試み

を行った。 

 また後者のためには、秋、お茶の水女子大学と合同で「リケジョ−未来 合同シンポジウ

ム サイエンスの学びから将来の夢へ」と題するシンポジウムを開催した。両大学の理学部

に学び、現在理系女性リーダーとして多岐にわたる活躍をされている三人の方々に、自らの

体験を語っていただくとともに、三人の高校生（両大学附属高校・奈良市立一条高校）にも

登壇していただき、理系進学の夢を語っていただいた。 

 ただこうした取り組みをしているうちに、聞こえてきたのが、そもそも「リケジョ」（理

系女性）という表現を用い続けることがいいのかとの疑問であった。高校の早い段階から理

系、文系を分けて教育すること自体が、女性の理系進学を阻害していると口では言いなが

ら、平気で理系、文系という言葉を多用している我々大人に対して、上記の取り組みに参加

してくれた高校生や大学生から疑問の声が寄せられたからである。 

 考えるべきことが、また一つ増えた。  
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シンポジウム 理数教育における魅力の創造 Part 2 

᪥ 2017 ᖺ 4 ᭶ 15 ᪥㸦ᅵ㸧14ࠊ 㹼17  30 ศ 

会ሙ ዉⰋ女Ꮚ大学ᩥ学㒊㹑Ჷ S235 教ᐊ 

ദ ዉⰋ女Ꮚ大学࣭おⲔのỈ女Ꮚ大学理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ 

 

開会ᣵᣜ ዉⰋ女Ꮚ大学学㛗 ᒸ樹 

     ዉⰋ女Ꮚ大学理事࣭学㛗 小㊰⏣Ὀ┤ 

「3 ᭶のシンポジウム Part 2 の報告」 14:10㹼14:50 

 ྜྷ⏣ಙஓ教ᤵ㸦ዉⰋ女Ꮚ大学学共㏻㸧 

「講₇㸸ࡐ࡞理系に㐍ࡴ女性ࡣᑡ࡞いのか㸽」 14:50㹼15:50 

 大㝮Ꮚ教ᤵ㸦ᮾ大学大学㝔་学系研究科㸧 

「ᮾ大学サイエンスエンジ࢙ルのⓎ⾲」 16:00㹼16:20 

「ዉⰋ女Ꮚ大学学生࣭㝔生のⓎ⾲」 16:20㹼16:40 

 16:40㹼17:40 「スカッションࢹ」

㛢会ᣵᣜ ዉⰋ女Ꮚ大学理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ ᶵᵓ㛗 小㊰⏣Ὀ┤ 

 

2017 ᖺ 4 ᭶ 15 ᪥㸦ᅵ㸧ࠊዉⰋ女Ꮚ大学

理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓദ「理数教

育における魅力の創造 Part 2」シンポジウ

ム14ࠊࡀ ࡾࡼᮏ学ᩥ学㒊㹑Ჷ S235 教ᐊ

で開ദࢀࡉましたࠋ 

ᒸ学㛗ࠊ小㊰⏣学㛗㸦理系女性教育

開Ⓨ共同ᶵᵓᶵᵓ㛗㸧のᣵᣜのᚋࠊま

3」ࡀ同ᶵᵓ教ᤵのྜྷ⏣ಙஓඛ生ࠊࡎ ᭶の

シンポジウム Part 1 の報告」とのタイトル

で⣙ 40 ศ㛫講₇ࢀࡉましたࠋ 

   

講₇ࠊࡣᖺᗘの 3 ᭶にዉⰋ女で開ദࢀࡉた「理数教育における魅力の創造 Part 1」のෆ

ᐜをࢥンࣃクトにまとࡵたࡶのでࠊձྜྷ⏣ඛ生にࡼる⏨女㧗校生⣙༓数ⓒྡにᑐする「㧗校

生の⪃࠼᪉࣭ឤࡌ᪉」アンケートㄪᰝの⤖ᯝのまとࠊࡵղྜྷ⏣ඛ生にࡼる「ストーリーのあ

る数学教育」の講₇ෆᐜのまとࠊࡵճዉⰋ女附属୰➼教育学校の女性物理学教ဨである⸨㔝

ᬛ⨾ඛ生の「女生ᚐを意㆑した物理アプローࢳ」のまと࡞ࠊࡵでしたྜྷࠋ⏣ඛ生ࡣ講₇の

୰で「学校教育の┠ⓗの୍ࡼࠊࡣࡘきᕷẸを育てるたࡵの教育を行ࡇ࠺とࠋࡔ女生ᚐのከࡃ

物理学教࡞࠺ࡼ㧗まるࡀ女性との関ᚰࠋࡔとࡇ࡞ṧᛕࡣとࡇ数学を㑊けているࡸ物理学ࠊࡀ

ᮦの開Ⓨࠊ࡞女生ᚐの学意欲を育てる࡞࠺ࡼ理数系教育のたࡵにࡉまࡊま࡞ᕤኵをして

いࡃᚲせࡀある」と力ᙉࡃᙇࢀࡉましたࠋ 

 

⥆いてࠊᮾ大学大学㝔་学系研究科教ᤵの大㝮Ꮚඛ生ࡐ࡞」ࡀ理系に㐍ࡴ女性ࡣᑡ࡞

いのか㸽」とのタイトルで⣙ 1 㛫講₇ࢀࡉましたࠋ 

 

〔東北大学から来て下さった大隅先生とサイエンス・

エンジェルのメンバー２名〕 

1



まࠊࡎ大㝮ඛ生ࡈࡀ⮬ศの⤒Ṕにࡘいて⮬ᕫ⤂ࢀࡉましたࠋ大㝮ඛ生ࡣṑ科大学を༞業

のࡑࠊトしࣇⓎ生のศ㔝にシ⤒⚄ࠊている୰でࢀࡉṑ科の研究として㢦㠃Ⓨ生を᥈ồࠊࢀࡉ

ᚋᮾ大学の་学㒊に⛣ࠊࢀࡽ⬻のၥ㢟に࣑ࢥࡃ῝ࡾࡼットࢀࡉる࠺ࡼに࡞ったとのࡇと

でしたࡈࠋ⮬㌟のࡈ୧ぶࡶ研究⪅でࠊẕぶࡣ㓝ẕ⳦の研究⪅ࠊ∗ぶࡣ㪒科の研究⪅でࠊ⮬↛

と研究⪅の㐨をṌまࢀてきたといࡇ࠺とでしたࠋ

大㝮ඛ生ࡈࡣ⮬㌟ࡀᮾ大学་学㒊教ᤵに࡞った女性➨୍ྕであると㏙ࠊࢀࡽ「ᮾ大

学ࠊࡣᖇ国大学௦に᪥ᮏでึࡵて女Ꮚ学生に㛛ᡞを開いたすࡽࡤしい大学であるࠊࡀ᪥

のᮾ大学ࡣ 9 ࡀ理系の学ၥで༨ࢀࡽࡵているたࡵにࠊ女Ꮚ学㒊生の合ࡀ㢌ᡴࡕに࡞

っている」とㄝ᫂ࢀࡉましたࠋまた「᪥ᮏࡣ㡑国と୪ࢇで女性研究⪅ࡸ女性教ᤵの合ࡀᑡ

女性のࠊࡃ࡞ࡣけでࡔい࡞ COE ࢲከᵝ性㸦ࡃ࡞ࡣけでࡔ学ၥࠊࢀࡉ♧いとの㈨ᩱを࡞ᑡࡶ

イバーシࢸ㸧を大きࡃするࡇとࡀ社会のたࡵにࡼࡶい」とᙇࢀࡉましたࡑࠋしてࠊ「⏨

女の㑇ఏᏊࣀࢤムの㐪いࡎࢃࡣか 0.3 トのプロトࣄ生物Ⓨ生学ⓗにࠋい࡞ࡂントにすࢭーࣃ

タイプࡣ女性であるࡐ࡞ࠋ女性研究⪅ࠊとࢃࡾけ理系女性研究⪅ࡀᑡ࡞いのかࠊロールࣔࢹ

ルのᙳ㡪ࡶᙉࡃあるࠋ⏨女すてࡀ同ࡌでࡃ࡞とࡼࡶいࢀࡒࢀࡑࠊࡀのከᵝ性をࡶっとチᐜ

しࡑࠊのከᵝ性をᴦし࡞࠺ࡼࡴ社会ࡀ生まࢀるࡇとを㢪࠺」とい࠺メッࢭージで⥾ࡽࡃࡃࡵ

ࠋたᴦしい講₇でしたࢀᣳまࡃ数ከࡶࢻスࣛイࡔࢇーࣔアにᐩࣘࠋましたࢀ

16 かࠊࡣࡽᮾ大学サイエンス࣭ 

エンジ࢙ルのメンバーࠊࡀ┿のたࢇࡉࡃ

ධったプレࢮンを行ってࢀࡃましたࠋ⮬ศ

ったの࡞に࠺ࡼ理系の研究を┠ᣦすࡐ࡞ࡀ

かࠊ⌧ᅾの࡞࠺ࡼ研究を行っているのかࠊ

またサイエンス࣭エンジ࢙ルࡣの࡞࠺ࡼ

活動をしているのかࠊといࡇ࠺とを生き生

きとᴦし࠺ࡑにⓎ⾲してࢀࡃましたࠋⓎ⾲

の୰でࠊサイエンス࣭エンジ࢙ルࡀ小୰学生 

の女Ꮚのࡼいロールࣔࢹルに࡞っているのと同ᵝにࢀࡑࠊとࡣ㏫の❧ሙでᙼ女たࡶࡕかࡘ

てサイエンス࣭エンジ࢙ルとして活動を行っていたඛ㍮の女性たࡕをロールࣔࢹルにして

いるࠊとヰしてࢀࡃましたࠋ

〔東北大学サイエンス・エンジェルの発表〕
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16  25 ศかࠊࡣࡽዉⰋ女Ꮚ大学のすᮧࢇࡉ

㸦B1㸧と⸨ᕳࢇࡉ㸦B4㸧ࠊࡀ⮬ศたࡐ࡞ࡀࡕ理系

に㐍ࡔࢇのかにࡘいてⓎ⾲してࢀࡃました2ࠋ ே

ᮏᶵᵓദのアメリカ学生研修旅行ࡣ SEASoN

にཧຍしࡇࠊの 3 ᭶に 10 ᪥㛫アメリカ研修旅

行に行った学生ですࠋシリࢥンバレーࡸスタン

ศのᑗ来タィにᑐす⮬ࠊ大学をゼၥしࢻー࢛ࣇ

る⪃ࡀ࠼大きࡃኚࢃったとヰしてࢀࡃましたࠋ

16  45 ศ㡭かࡽ 17  30 ศ㡭までࣇࠊロアーとの㉁࡞の意ぢ交ࡀ行ࢀࢃましたࠋ

ዉⰋ女Ꮚ大学附属୰➼教育学校かࡽཧຍしてࢀࡃた㧗校 3 ᖺ生の女Ꮚ学生 2 ேࡀ᭷意⩏࡞

ࠋけ༳㇟ⓗでしたࢃࡾとࡀとࡇたࢀࡃឤを㏙ࡸメントࢥ

〔奈良女子大学学生の発表〕

〔ディスカッション中の会場。フロアーの皆さんからも熱心な質疑がありました〕
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リケジョ - 未来 合同シンポジウム

サイエンスの学ࡧかࡽᑗ来のክ

᪥ 2017 ᖺ 11 ᭶ 11 ᪥㸦ᅵ㸧13 㹼16  30 ศ

会ሙ ዉⰋ女Ꮚ大学グᛕ㤋 

ദ ዉⰋ女Ꮚ大学࣭おⲔのỈ女Ꮚ大学理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ 

ᚋ援 ዉⰋ┴教育ጤဨ会ࠊዉⰋᕷ教育ጤဨ会ࠊ国❧女性教育会㤋 

開会ᣵᣜ ዉⰋ女Ꮚ大学学㛗 ᒸ樹 

「୕ྡの理系出㌟社会ேの講₇」 13:05㹼14:35
  㯮⏣᭷ᙬࠗࢇࡉタレントとして͆理系ࡽし͇ࡉを活かすࡇと࠘ 

  大ᒣ႐෪ࠗࢇࡉ社会にᚲせとࢀࡉるே㈈に࡞るたࡵに㹼ᕼᑡ౯್のすすࡵ㹼࠘ 

  ᒣ⦩῟Ꮚࠗࢇࡉዲきࡇ࡞とを⥆ける力࠘ 

「୕ྡの㧗校生のⓎ⾲͆⚾たࡕのいまと未来͇」 14:45㹼15:50
㛗⨾⣖ࢇࡉ 㸦ዉⰋ女Ꮚ大学附属୰➼教育学校 5 ᖺ㸧

➉⏣⳯㞮ࢇࡉ 㸦ዉⰋᕷ❧୍᮲㧗➼学校 2 ᖺ㸧

ᅵ⍠⍵ࢇࡉ㸦おⲔのỈ女Ꮚ大学附属㧗➼学校 2 ᖺ㸧

15:15㹼15:50「スカッションࢹルࢿࣃ」
㛢会ᣵᣜ おⲔのỈ女Ꮚ大学理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ ᶵᵓ㛗 ຍ⸨⨾◁Ꮚ 

「リケジョ - 未来 合同シンポジウム」のཧຍ

⣙ࠊࡣ⪅ 50 ྡ㸦ෆࠊ୰㧗生 13 ྡ㸧」でしたࠋ௨

ୗの㸺講₇ᴫせ㸼ࠊࡣዉⰋ女Ꮚ大学理系女性教育

開Ⓨ共同ᶵᵓの㯞生ࡀᙜ᪥メࣔしたෆᐜをࡶとに

まとࡵたࡶのですࡑࠋのままの㏿グ㘓で࡞ࡣいࡇ

とをࡈゎࡉࡔࡃいࠋ 

㸺୕ྡの理系出㌟社会ேの講₇㸼 

㯮⏣᭷ᙬࠗࢇࡉタレントとして͆理系ࡽし͇ࡉを活かすࡇと࠘(13:10-13:37)
  㸺講₇ᴫせ㸼  㯮⏣ࡣࢇࡉ 1987 ᖺ生まࢀでࠊおⲔのỈ女Ꮚ大学で物理学をᑓᨷࠊࢀࡉ

物理学を学ࡇࡔࢇとを活かࢀࡉてࠊ⌧ᅾࠊᏱᐂ㣕行ኈを┠ᣦすタレントとして活動ࢀࡉて

いますࠋᏱᐂ㣕行ኈを┠ᣦࢀࡉる࠺ࡼに࡞ったきっかけࠊࡣ୰学のにᛂເしたసᩥ᭱ࡀ

ඃ秀㈹でࡑࠊの㈹として㹌㸿㹑㸿に㐃ࢀて行ってࡽࡶったࡇと࠺ࡑࡔですࠋ

ࡪ物理学を学ࡽ࡞とをຮᙉするࡇᏱᐂのࠊࡾ࡞に࠺ࡼる࠼⪄たいとࡾࢃᏱᐂに関ࡽかࢀࡑ

ᚲせࡀあると⪃ࠊ࠼物理学をᑓᨷࢀࡉるࡇとに࡞った࠺ࡑですࠋまた㧗校でࢲࡣンス㒊に

ධࡇࡑࠊࡾでの活動ࡶとてࡶᴦしࡶࢀࡑࠊࡃ活かしたいといࡇ࠺とでࠊ学⪅でࡃ࡞ࡣ理系

タレントとして᪂た࡞㐍㊰を開ᣅࢀࡉてきましたࠋᙜ大学生ࡔった 2008 ᖺにࡣᏱᐂ㣕行

ኈのࢸストに㥏┠ඖでᛂເࢀࡉたとのࡇとですࠋᏱᐂ㣕行ኈのᒣᓮࢇࡉかࡶࡽエールをࡶ

ᨺ㏦大学「ึṌかࠊࡸ㹈㸿㹖㸿における事ࠊるክを㏣って࡞Ᏹᐂ㣕行ኈにࡶᅾ⌧ࠊいࡽ

ࡼ理系に㐍学してࠋていますࢀࡉ活㌍ࡃᖜᗈ࡞るࢀࡉのᏱᐂの科学」で⪺きᡭをᢸᙜࡽ

かったࡇととしてࠊ「⪃࠼る⩦័」ࠊ「ၥ㢟ゎỴ⬟力」ࠊ「あき࡞ࡵࡽい㞟୰力」ࠊ「᪂

しいၥ㢟ࠊㄢ㢟をぢࡘける力」ࡀ࡞㌟にࡘけࢀࡽるࡇとをあࠊࢀࡽࡆ理系に㐍学する女
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性̿とࢃࡾけ物理学をᑓᨷする女性ࡣᑡ࡞いのでࠊ社会にとってᕼᑡ౯್ࡀあࠊࡾ女Ꮚ学

生のࡀࢇࡉ࡞ࡳ理系に㐍ࡴのࡣとてࡶおᚓですとヰࢀࡉましたࠋまたࠊ「知ࡾたい」ࠊ「ఏ

とࡶとࡶࠊࡀたࢀ生まࡀ学ၥ࡞ࠎศしてᵝࡀのᛮい࡞「たいࡾ࡞かに㇏」ࠊ「たい࠼

のே㢮のᛮいࡘ୍ࡣであるࡇとࠊࡀᵝ࡞ࠎ⌧㇟を⤫୍するࡇとを┠ᣦしている物理学を学

ࠋましたࢀࡽ理ゎできたと語ࡃࡼࠊでࡆおかࡔࢇ

大ᒣ႐෪ࠗࢇࡉ社会にᚲせとࢀࡉるே㈈に࡞るたࡵに㹼ᕼᑡ౯್のすす(13:38-13:58)࠘ࡵ
㸺講₇ᴫせ㸼 大ᒣࠊࡣࢇࡉおⲔのỈ女Ꮚ大学の「報科学」の大学㝔を修ᚋࠊฝ∧

༳ๅᰴᘧ会社のᢏ⾡⪅として᥇⏝ࠊࢀࡉWEB サーࣅスの⏬開Ⓨをᢸᙜࠋ会社ෆのᵝ࡞ࠎ

業✀のேたࡕとゐࢀた⤖ᯝࠊ␗動をᕼᮃしࠊ⌧ᅾᩥࡣ系Ⴀ業⫋として活㌍ࢀࡉていますࠋ

⌧ᅾࡣ大ᡭカメࣛ会社のᢸᙜをࢀࡉてࠊᐇにᵝ࡞ࠎクリエイ࡞ࣈࢸ活動をࢀࡉていますࠋ

ᢸᙜメーカーの〇ရࣄࡾࡼࡀットするたࡵに࠺ࡣすࡤࢀいいのか㸽と⪃࠼る᪥࠺ࡑࡔࠎ

でࠊ創意ᕤኵをᚲせとする事をᴦしࢇでおࢀࡽますࠋ㧗校を༞業しࠊ᯾国❧大学に㐍学

したࡶののࠊẕぶࡀஸ࡞ࡃって♽∗ẕのㆤのၥ㢟ࡀ࡞生1ࠊࡌ ᖺでࡑの大学を୰㏥ࡉ

1ࠊᑡしῶったᚋࡀㆤの㈇ᢸࡾ࡞ࡃஸࡀẕ♽ࠋとですࡇたとのࢀ ᖺ㛫⊛ຮᙉをࢀࡉてお

ⲔのỈ女Ꮚ大学にධ学ࢀࡉましたࠋしかしࠊ♽∗のㆤのたࡵにࠊ大学 1㹼2 ᖺの㛫ࡣ㟼ᒸ

かࡽ大学に㏻いࠊまた大学を 1 ᖺఇ学ࢀࡉるとい࠺ⱞປをࢀࡉていますࡇࠋのࣁ࡞࠺ࡼン

大学ࠊのある୰でࢹ 4 ᖺのึࡵての学会Ⓨ⾲で「学生ዡບ㈹」をཷ㈹ࢀࡉましたࠋ大

学㝔を修してᑵ⫋活動をࢀࡉたときࡣ 27 ṓに࡞っていた࠺ࡑですࠊࡀ業ࡣ理系女性に

ඃしかったとのࡇとですࠋ理系に㐍学してࡼかった࡞とᛮ࠺のࠊࡣ「数学にᑐするᣄྰ

ᛂ࡞ࡀい」ࠊ「ㄽ理ⓗᛮ⪃ࡀᚓ意に࡞る」ࠊ「IT リࣛࢸシࡀ㧗い」ࡇとࡔ࡞といࡇ࠺

とですࠋ会社のᩥ系のேたࡕに「ࢥࢯࣃンࡀศか࡞ࡽかったࡽ大ᒣに⪺け」と言ࢀࢃる

ᡤ属しているႠ業ᮏ㒊ࠊࡾておࢀࡉ理系女性として㔜ᐆ 130 ேの୰に女性ࡣ 13 ேࡑࠊの

୰で理系ࡣ大ᒣ࢜ࡀࢇࡉンリー࣭࣡ン࡞の࠺ࡑࡔですࠋ 

ᒣ⦩῟Ꮚࠗࢇࡉዲきࡇ࡞とを⥆ける力࠘(13:59-14:26)
 㸺講₇ᴫせ㸼 ᒣ⦩ࢻࣁࠊࡣࢇࡉロンཎᏊ᰾理ㄽをᑓ㛛とする物理学研究⪅ですࠋ⌧ᅾ

ி㒔⏘業大学の‽教ᤵをࢀࡉていますࡃࡼࠋேに「小ࡉい㡭かࠊࡽおຮᙉࡀዲきࡔったの

です࡞「ࡡと言ࢀࢃるࡇとࡀあるࠊࡀỴしてࡑのࡇ࡞࠺ࡼと࡞ࡣい࠺ࡑですࠋ⌧ᅾの᪥

ᮏ社会でࠊࡣ女性ࡀ⤖፧ࡸ育ඣ࡞のࣁンࢹを㉺࠼て研究⪅の㐨を⥆けるのࡣỴして⡆

༢ࡇ࡞とで࡞ࡣいとᛮいますࠊࡀᒣ⦩ࡣࢇࡉ「ዲきࡇ࡞とを⥆ける」ࡇとでࠊ研究⪅の㐨

をṌࢇでࢀࡽࡇた࠺ࡑですࠋ理系に㐍ࡔࢇのࠊࡣⱥ語ࡀⱞᡭでࠊ数学ࡀዲきࡔったかࡽで

すࠋまた学ࡣⱞᡭでࠊ生物ࡣᬯグࡀᚲせࡔったたࡵに㑊けࠊ物理を㑅ࡔࢇとのࡇとですࠋ

ᑗ来のࣅジョンࡾ࡞ࠊࡃ࡞ࡣ࡞たいࡶのࠊࡃ࡞ࡶ「⮬ศのዲきࡇ࡞とをぢࡘけ࠺ࡼ㸟」

とのᛮいでࠊዉⰋ女Ꮚ大学の理学㒊の「物理」を㑅ᢥした࠺ࡑですࠋ㌿ᶵࡀゼࢀたの3ࠊࡣ
ᅇ生のときでࠊ「ඖ⣲のㄌ生に㏕る」の࢜ࢹࣅをぢて⾪ᧁをཷけࣅࠊックバンかࡽのࡼ

ࡑࠋです࠺ࡑいたࡘࡀークにᑐするዲወᚰにⅆ࢛クࡸཎᏊ᰾ࠊㄌ生したのかとࡀにඖ⣲࠺

して 4 ᅇ生でࢻࣁロンཎᏊ᰾理ㄽの研究ᐊにศ属ࠋዉⰋ女Ꮚ大学で 9 ᖺ㛫ຮᙉしࠊ༤ኈྕ

をྲྀᚓしたࡶのの⫋ࡀあࡾまࠋࢇࡏポスࢻクでி大のᇶ♏物理学研究ᡤࠊࡸス࣌インのࣃ

レンシア大学行きましたࡑࠋしてポスࢻク 3 ᖺ┠で出⏘しましたࠊࡀ育ඣఇᬤࠊࡃ࡞ࡣ

出⏘と同にポスࢻクの⫋をኻいましたࠋ出⏘で 1 ᖺ㛫のࣛࣈンクࡀ生ࡌますࡑࠋのᚋࠊ
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教⫋ࠊࡸ理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓの≉௵ຓ教ࠊ国❧㧗ᑓの教ဨ࡞を⤒てࠊᖾ㐠にࡶ⌧

ᅾのி㒔⏘業大学の⫋をᚓたとのࡇとですࠋኵࡶ研究⫋でูࠊᒃࡀ 2 ᖺ༙に࡞る࠺ࡑです

ࡶᏊࠊで「たい୍ᚰࡾࡸとをࡇ࡞ዲき」ࠊࡀ 2 ேとࡤࢇࡀっておࢀࡽますࠋ「ୡ㛫で୍

⯡ⓗとᛮ࡞ࢀࢃいࡇと㸦ͤ女性研究教育⫋㸧」をࡸるのࡣしࢇいࡇとࠊࡀࡔ「ዲきࡇ࡞

と」ࡔかࢀࡤࢇࡀࡑࡇࡽるࠋ「ዲきࡇ࡞とを⥆ける力」を㠀ࡶって欲しいとい࠺のࡀⱝ

い女Ꮚ学生たࡕのᒣ⦩ࢇࡉのメッࢭージでしたࠋ

㸺୕ྡの㧗校生のⓎ⾲͆⚾たࡕのいまと未来͇㸼 (14:45-15:14)
㛗⨾⣖ࢇࡉ㸦ዉⰋ女Ꮚ大学附属୰➼教育学校 5 ᖺ㸧

㸺Ⓨ⾲ᴫせ㸼 㛗ࠊࡣࢇࡉ小学校のかࡽ理科ࡸ⟬数ࡀዲきࡔったのでࠊᑗ来メࢹ

アᢏ⾡か理ㄽのࡇとを学ࡧたいと⪃ࠊ࠼理系を㑅ᢥした࠺ࡑですࠋしかしࡇࠊのศ㔝ࠊࡣ

大学にࡼってᩥࡣ系のとࡶࢁࡇあࡾますࠋ理系とᩥ系の୰㛫の学ၥですࠋ㛗ᩥࡣࢇࡉ学

にࡶ関ᚰࡀあった࠺ࡑですࠊࡀ理系を学ࢇでおࡃとᙺ❧ࡘと⪃ࠊ࠼理系を㑅ᢥしたとのࡇ

とですࡑࠋの࠺ࡼに⪃࠼たࡇとࡶあってࠊ୰学のあいࡔにᩥ系か理系を㑅ᢥするのࠊࡣ⮬

ศのຮᙉࡀᑗ来にࡃࡘࡧ⤖࠺かศか࡞ࡽいのでࡶࠊっと⫋業と⤖ࡘࡧいたᤵ業ࡀあࡤࢀ

ࡇる࡞ࡃⱞしࡀ㦂ཷࠊࡾࢃኚࡃ大きࡶ┠理系かᩥ系かでཷ㦂科ࠋいのにと語っていますࡼ

とࡶあࡾますࠋ㛗ࠊࡣࢇࡉでࡶᑡし㏞࠺Ẽᣢࡶࡕあࡾますࡶࠊࡀしᩥࠊ系を㑅ࡔࢇと

してཷࠊࡶ㦂ࢃ⤊ࡀったᚋにࠊࡣ物理のຮᙉࡶしたいと⪃࠼ている࠺ࡑですࠋ 

➉⏣⳯㞮ࢇࡉ㸦ዉⰋᕷ❧୍᮲㧗➼学校 2 ᖺ㸧

 㸺Ⓨ⾲ᴫせ㸼 ➉⏣୍ࡣࢇࡉ᮲㧗校の数理科学科に㏻っていますࠋ㧗校のྲྀࡳ⤌ࡾでࠊ

᭱㏆ࠊ大㜰大学の研究をぢるࡇとࡀできた࠺ࡑですࠋ理系を㑅ึ᭱ࡔࢇの理⏤ࠊࡣ⋇་に

っ࡞ࡃ࡞ࡀࡕたいẼᣢࡾ࡞་に⋇ࠊにࡕ࠺理系のຮᙉをしているࠊࡀでしたࡵたいたࡾ࡞

てきたと言いますࡶࠋとࡶと生物ࡀዲきࡔったのですࠊࡀ理系を㑅ᢥしࠊ物理ࡸ学ࡶ㧗

校で学࠺ࡼࡪにࡽࢀࡑࠊࡾ࡞と⤖ࡘࡧけ࡞けࡤࢀ生物ࡶ理ゎでき࡞いとᛮ࠺ࡼ࠺に࡞って

きた࠺ࡑですࠋ生物ࡣᬯグࡔけでࠊࡃ࡞ࡣ物理学と⤖ࡘࡧいたศ㔝とᛮ࠺ࡼ࠺に࡞った

のですࠋ㧗校 2 ᖺ生に࡞ったときࠊ生物でࡃ࡞ࡣ物理を㑅ᢥしましたࠋまたࠊ⤮⏬㒊にࡶ

ධࡾましたࢀࡇࠋまで㑊けてきたࡇとࠊࡶᛮいษってࡸってࠊࡤࢀࡳᐇにᴦしいࡇとࡀศ

かったのですࠋࡾࡸࡣたいࡇとࡀከすࡂてࠊ理系に㐍ࢇでྲྀࡾṧ࡞ࢀࡉいかࡀᚰ㓄ࡑࡔ

とࠊいのかࡼࡤけࡘの⫋業にࠊたいのかࡧ学ࡃ῝いてࡘいったいఱにࡀศ⮬ࠋです࠺

してศか࡞ࡃ࡞ࡽるࡇとࡀあると言いますࠋ㛗୍ࠊࡣࢇࡉ␒大ษ࡞のࠊࡣ⮬ศࡀఱを

したいのかࡣࠊっきࡾとしたᛮいをࡇࡘࡶとࡔと語ࡾましたࡑࠋのたࡵにࠊࡣたࢇࡉࡃの

࠺ࡑているࡌとឤࡤࢀけ࡞とを᫂☜にしていかࡇたいࡾࡸศの⮬ࠊャレンジしてࢳとにࡇ

ですࠋ 

ᅵ⍠⍵ࢇࡉ㸦おⲔのỈ女Ꮚ大学附属㧗➼学校 2 ᖺ㸧

 㸺Ⓨ⾲ᴫせ㸼  ᅵࢇࡉの⤂にࠊࡤࢀࡼおⲔのỈ女Ꮚ大学附属㧗➼学校ࠊࡣ㹑㹅㹆㸦ス

ーࣃー࣭グローバル࣭ࣁイスクール㸧ᣦᐃの⮬⮬ᚊをࣔットーにしている⮬⏤࡞㞺ᅖẼ

の㧗校࠺ࡑࡔですࠋ㧗大㐃ᦠプログࣛムࡶあࡾますࢀࡇࠋまでᅵࠊࡣࢇࡉ⮬ศを理系ࡔ

とᛮっていましたࠊࡀࡔ࠺ࡑࡣとࡣっきࡾ言いษる⮬ಙ࡞ࡣいと言いますࠋ理⏤ࣛ࢜ࡣ

ンࢲに␃学したࡇとにある࠺ࡑですࣛ࢜ࠋンࢲでࠊࡣ理系ᩥ系とい࠼⪄࠺᪉ࢀࡉࡣておࡽ

6



ࠋです࠺ࡑᧁをཷけた⾪ࡾできる社会のᏑᅾを知ࡀຮᙉࡶてࡃ࡞理系ᩥ系の㑅ᢥをしࠊࡎ

またࠊすてࣛ࢜ンࢲ語で行ࢀࢃるᤵ業の୰でࠊ学ࡸ数学࡞の理系教科のෆᐜࡣ理ゎ

するࡇとࡀできたࡇとかࡀࢀࡑࠊࡽୡ⏺୰で㏻⏝する国際共㏻言語のࡶ࡞࠺ࡼのࡔとẼ࡙

きましたࠋୡ⏺ྛ国のேとࢽ࣑ࣗࢥケーションをྲྀるࡇとྍࡀ⬟である理系教科をࡶっと

ఙࡤしたいࠊとᙉࡃឤࡌた࠺ࡑですࡑࠋしてࠊᅵࡣࢇࡉグローバルする社会でᚲせ࡞

┦理ゎのたࡵにࠊ理系教科ࡔけでᩥࡃ࡞系教科ࡶ学ࡪᚲせࡀあるとᙇしましたࠋ⮬国

と┦ᡭの国のᩥࡸయไをఏ࠼合い理ゎするたࡵにࠊࡣṔྐࡸ῭⤒ࠊᩥྂࡸᨻのຮᙉࡀ

Ḟかࡏまࡑࠋࢇࡏのたࡵᙼ女ࠊࡣ理系とᩥ系の୧᪉の教科を学ࡇࡪとࡀできる⎔ቃࡀでき

てしいと言っていましたࠋࠊᵝ࡞ࠎᆅ⌫つᶍのၥ㢟ࡀᄇ出しているୡ⏺でࠊᗈい教㣴

をᣢったேᮦࡣᚲせとࢀࡉていますࠋ理系ᩥ系の㑅ᢥで⮬ศのྍ⬟性を⊃ࡵるࡇとࠊࡃ࡞

国際共㏻言語である理系教科ࡔけでࡃ࡞┦理ゎのたࡵのᩥ系教科ࡶ学ࢇでい࡞ࢇࡑࠊࡃ

「᪂しいリケジョ」を┠ᣦしてい࠺ࡑࡃですࠋ

㸺ࢿࣃルࢹスカッション㸼 (15:14-15:50)
⸨㔝ඛ生ྖ会でࠊ㯮⏣࣭ࢇࡉ大ᒣ࣭ࢇࡉᒣ⦩ࡉ

きまࡔていた࠼の㉁にᛂࡽロアーかࣇࠊにࢇ

したࠋ㉁ၥࡰࠊࡣすてࣇロアーの୰㧗生か

 ࠋのですࡶのࡽ

㧗校生㸿ࢇࡉ「大学に㏻ってຮᙉしࠊࡽࡀ࡞バ

イトして✌ࡇࡄとࠊࡀຮ学と୧❧するのかし࡞

いのかࠊヲしࡃ教࠼て欲しい」 

ᐙᗞ教ࠊ㸸レストࣛンのアルバイトࢇࡉ⏣㯮ۑ

ᖌࠊにࡶⰍࠎしましたࠋバイトをするࡇとでࡇࡑࠊでしか出会࡞࠼いᚑ業ဨの᪉ࡸおᐈ

バイトࠊとにࡇい࡞Ẽ࡙けࡣけでࡔスをཷけているࣅサーࠋできますࡀとࡇ࠺に出会ࢇࡉ

あとࠊࡀますࡾあࡶとき࡞大ኚࡀ❧୧ࠋできますࡀとࡇࡃとでẼ࡙ࡇࡴ✚社会⤒㦂を࡞

でいい⤒㦂に࡞るとᛮいますࢸࠋストࡀ㏆いかࡽおఇࡏࡉࡳてしいと言ࡇ࠺とࡶできる

のでࠊまࡣࡎ㣕ࡧ㎸ࢇでࡳてࡉࡔࡃいࠋ

㸸㐌ࢇࡉ大ᒣۑ 7 ᪥ാいてࠊバイトでお㔠を✌いࡇࡔとࡶあࡾますࠋ⮬ศで✌いでࠊ⮬⏤

に࠼るお㔠ࡀあるࡇとࡼࡣいࡇとですࠋ

㸸バイトでࢇࡉ⦩ᒣۑ 7 かࡽ 8 ✌いでいました4ࠋ ᅇ生に࡞って研究ᐊにධるとࠊຮ

ᙉと研究でバイトする㛫࡞ࡃ࡞ࢀྲྀࡀってしまいましたࠋ

㧗校生㹀ࢇࡉ「ே生のᒱ㊰でࠊ⮬ศのዲきࡇ࡞とࠊ⮬ศࡀᚓ意ࡇ࡞とࡎࡏ⮴୍ࡀにᝎࡔࢇ

 「かったですか࡞ࡣとࡇ

言ⴥを大ษにし࠺とい「できるࡀとࡇる࠼ኚࡽ未来かࠊࡣ㐣ཤの౯್」ࡣ⚾㸸ࢇࡉ⏣㯮ۑ

ていますࠋᐇࡣ᫇ࡣ㐍㊰を༨いでỴࡵたࡇとࡶあࡾました࠺ࡑࠋするとࡇࠊかでேのࡏ

いにしてしま࠺⮬ศࡀいたࢇですࠋ「ேにồࢀࡽࡵるࡇと」「⮬ศのᚓ意ࡇ࡞と」「⮬ศ

のዲきࡇ࡞と」୍ࡀࢀࡑࠊ⮴してい୍ࡤࢀ␒いいࢇですけࠋࡡいࢁいࡇ࠺㏞ࢁとᝎࡇࡴ

とࡶあࡾますࠊࡀ⮬ศをศᯒしてࠊ⮬ศでỴࡵていࡇࡃとࡀ大ษࡔとᛮっていますࠋ

ࣗࣆンࢥ大学でᑓᨷしていたࠋますࡾあࡀとࡇ㉁ၥをした࡞࠺ࡼࡌ㸸ඛ㍮に同ࢇࡉ大ᒣۑ
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ーターグࣛࣇック௨እのࡇとに⯆をᣢࠊࡕまでຮᙉしたࡇとࡀ↓㥏に࡞ってしま࠺

ので࡞ࡣいか㸽とᛮいましたࠋඛ㍮かࡣࡽ「⮬ศのࡾࡸたいࡇとࠊ⯆ࡀあるࡇとࠊዲ

ወᚰࡀあるࡇとを㑅ᢥしたࡀ࠺いい」とアࢻバイスࢀࡉましたࠋᐇ㊶してࠊᮏᙜにࡑの

㏻ࡔࡾとᛮいますࠋ㐣ཤに㌟に╔けた知㆑ࡣ⤯ᑐに↓㥏にࡾ࡞まࠋࢇࡏでࡶ CG の知㆑

開いて欲しいとᛮっࡾでษࢇ学ࢇࢇࡣとࡇたいࡾࡸࠋますࡾあࡣとࡇࡘ❧事でᙺࡀ

ていますࠋ 

ࠋていますࡵでỴࢀࡑࠊ「るかࢀࡽ㢦でい➗ࠊ」「ᴦしいかࠊ」ࡣ⚾㸸ࢇࡉᒣ⦩῟Ꮚۑ

しかしࡑࠊの࠺ࡼにỴࡵたࡣࢀࡑࠊࡽ⮬ศの㈐௵ࡔとᛮっていますࠋ 

 

㧗校生㹁ࢇࡉ「㯮⏣ࡣࢇࡉᏱᐂ㣕行ኈにᛂເࢀࡉたとのࡇとですࠊࡀᏱᐂ㣕行ኈに࡞るに

 「あるのですかࡀストࢸ࡞ࢇࠊࡣ

理ࠊࡽスしたࣃストをࢸのⱥ語のࡑࠋますࡾあࡀⱥ語のヨ㦂ࠊ書㢮ᑂᰝࡎ㸸まࢇࡉ⏣㯮ۑ

系の教科 4 科┠と数学のࢸストࡀあࡾますࢭࠋンターධヨࡾࡼᑡし㞴しいレベルのࢸスト

ですࡽࡉࠋにᗣデ᩿ࡸయ力 ᐃࠊ㠃᥋と㐍ࢇで行きますࡣ⚾ࠋⱥ語ࡀⱞᡭでࠊࡶຮᙉ

୰ですࠋᏱᐂ㣕行ኈにࡾ࡞たいのでࢳࠊャレンジしていきたいと⪃࠼ていますࠋ 

 

㧗校生㹂ࢇࡉ「」数の会社のධ社ヨ㦂に合᱁ࢀࡉた࠺ࡑですࡸ࠺ࠊࡀって会社を㑅ࡔࢇ

のですか」 

 ࠋですࡽしたかったかࡀ「ࡾࡃの࡙ࡶ」ࡣのࡔࢇฝ∧༳ๅᰴᘧ会社を㑅ࡀ⚾㸸ࢇࡉ大ᒣۑ
༳ๅ会社っていࡶ࡞ࢇࢁのసってるࢇですࠋࡼ㞧ㄅ書⡠ࠊおⳫᏊのࣃッケージࡔけ࡞ࡷࡌ

ࡸルターࣇᾮᬗのࠊてࡃ IC カーࡔࢀࡑࠋࢻけࡃ࡞ࡷࡌて✵㛫のࢨࢹインࡶするしࠊᫎീ

㸟ࡔࢀࡇࠊ࠼⪄ࠎいいのかを᪥ࡤࢀす࠺にࡵるたࢀࡀおᐈᵝの〇ရࠋますࡾってసࡔ

と⮬ศࡀ⣡ᚓしたࡶのをᥦ౪できる会社ࡔࢇ࡞とᛮったかࡽですࠋ 
 

⸨㔝ඛ生「ࠗ理系の教科ࡀⱞᡭでࠊࡶ理系のዲき࠘とい࠺Ꮚࡣいますか」 

といࡔୡ⏺のඛ➃の学ၥࡣ物理ࠊࡶࢀけࠋⱞᡭでした␒୍ࡀ物理ࡣᐇࡣ⚾㸸ࢇࡉ⏣㯮ۑ

かࡤ物理のၥ㢟をゎいているࠊࡣ㧗校のᤵ業ࡔたࠋていましたࡌ出ているとឤࡀーࣛ࢜࠺

ࠋできましたࡀとࡇのᮏ㉁を知るࡑとでࡇࡴ大学まで㐍ࠊࡀかったです࡞ࡃ㠃ⓑࡾであまࡾ

「ⱞᡭ」ࡾࡼ「知ࡾたい」ࡀࡕましたࠋࡡ 
ࡶでࠋかったとᛮいます࡞ࡣᚓ意でࡣに理系教科࡞ࢇࡑࡣ⚾ࠊࡤࡏ㸸ᛮい㏉ࢇࡉ大ᒣۑ

「理系のே」でいたࡃて㡹ᙇってຮᙉしてましたࠋ⥆けていࡤࢀⱞᡭ教科ࡶᚓ意࡞教科に

 ࠋࡼますࡾ࡞

ࡔዲきࠋます࠼⟆と「い࡞ࡣᚓ意で」ࠊるとࢀと⪺か「ᚓ意かࡀ物理」ࡣ⚾㸸ࢇࡉ⦩ᒣۑ

かࡽ物理をࡸってきたࠋしかࠊࡶᚓ意で࡞ࡣいⱥ語をっているࠋまたࠊே๓でしࡷる

のࡶⱞᡭࡔったけࠊࢀࡸ࠺ࡇってしࡷっていますࠋዲきࡇ࡞とをࡾࡸ⥆けるࡇとࡀ

大ษࡔとᛮっていますࠋ 

 

                                                         㸺௨ୖ ᩥ㈐㯞生㸼 
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㸺Ⲕヰ会㸼 (16:00-16:50)  
シンポジウム⤊ᚋࣛࡣウンジにሙᡤを⛣してⲔヰ会をᐇしましたࠋ講₇⪅ 3 ேの᪉

と㧗校生をྵࡴཧຍ⪅のⓙࡀࢇࡉཧຍࠊࢀࡉおⲔとおⳫᏊをᴦしࡳましたࠋ㧗校生ࡸ大

学生ࡀ講₇⪅ࡸ教ဨに⇕ᚰに㉁ၥしࠊ講₇⪅の᪉かࡾࡼࡣࡽ⯆῝いおヰしをしていた

 ࠋっていましたࡀୖࡾ┒にーバーする࢜Ẽあいあいと⤊㛫をࠊきࡔ
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＜背景・目的＞

 佐保川の蛍は、南都八景の一つとして古くから知られている景観です。しかし、現在は水質の悪化に

よりこの景観は失われています。古い文献にも記録されている景観であるだけに、佐保川の蛍を復活さ

せ、後世に残すことは意義のあることと考えています。よって、私たちはビオトープを作る活動を通し

て得られた知識や技術を使い、佐保川の蛍の復活に貢献できるようにすることを目指しています。

  「大和名所図会」より“蛍狩り”

  引用：奈良市 史料保存館 ならまち歳時記～６月～南都八景‐佐保川の蛍‐

http://www.city.nara.lg.jp/www/contents/1432013685734/index.html 

大学の S 棟裏にある池は長い間放置され、その池の上は木がうっそうと茂っていて日当たりが悪く、

生物が生活しにくい環境になっています。この活動はその池を改修することで、たくさんの生物が棲む

ことができる環境を作り、最終的にはホタルが棲むことができるビオトープにすることが目的です。よ

って、多くの生物が棲むことができるビオトープに近づけていくことを今年度の目的としました。

ほたる同好会 

「おたすけ」 2017年度活動報告
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＜活動内容＞

○第 1回池掃除 5月 14日(日)

ネットを外して、池の中に溜まった落ち葉を取り除きました。

○第 2回池掃除 5月 21日(日)

第 1回に引き続き、池の中に溜まった落ち葉を取り除きました。

○第 3回池掃除 6月 10日(土)

蛍の生育には水流が必要なので、試しに水路を作ってみました。

網を使って、

池の中で作業！

作業中！

池の全体像

地中には、石や植物の根がたくさんで

十分な深さがある水路を掘ることは難しいことが判明… 
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○第 4回池掃除 7月 9日(土) 

  第 3回の続きで、比較的掘りやすい場所で、水が流れやすいように水路を改良しました。 

  気軽に池まで行けるように、池までの通り道をきれいにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆7月 12日(水) 

  貯水タンクなどの物品到着！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業後にパチリ！ 

夏休み 

計画では、ここに 

貯水タンクから水の供給をおこないます 

池掃除で 

大活躍！ 

☆9月 19日(火) 

  届いた貯水タンクと雨どいを繋げました。 

この作業中、 

 池でボウフラの大量発生のため、全身刺され放題… 

   夏場のボウフラ対策について要検討！ 
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○第 5回池掃除 9月 25日(月)

  網や熊手を使って、

池の中や周りにある落ち葉・枝を集めました。

○第 6回池掃除 11月 18日(土)

  池の周りを掃除しました。

基礎データ(池の水温・池の周りの日照)の 

  調査を開始しました。

水漏れが発覚 シーリングテープで、

無事、水が貯まるようになりました！

500L 
貯まりました！

池まで

放水できました

日照を記録する

ロガーを設置！

池掃除の道具の一部は

施設企画課から

お借りしています

ありがとうございます
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○第 7回池掃除 12月 16日(土)                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

  池の中に落ち葉が入らないように、パイプ支柱とネットを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○第 8回池掃除 1月 28日(日) 

 前回設置したネットの確認と、池周辺と池までの道を整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パイプ支柱を 

設置してから… 

ネットを設置！ 

ネットが飛ばないように 

石を置きました 

池までの道が 

できました 

 
鹿と遭遇！ 
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☆2月 15日(木)

  樹木の剪定をおこなっていただきました！

＜今後の活動に向けて＞

 今年度から本格的に始めた、池の整備ですが、実際にやってみて上手くいかないことが多く、なかな

か計画通り進めることができませんでした。今年度の目的として設定した「生物が棲むことができるビ

オトープに近づけていくこと」を目に見えて達成することはできず、一気に環境の改善をおこなうこと

はできないということを改めて感じました。ですが、定期的に池掃除をおこなったことで、活動を知っ

てもらったり、周りからアドバイスをいただいたりすることができました。

 また、今年度活動してみて問題だったのは、夏におこなった池掃除の際に、ボウフラの大発生によっ

て思ったように活動ができない状態だったことでした。その問題を解決するために、来年度はまず、メ

ダカが生息できる環境にしたいと考えています。そのために水草を定着させたり、池の中の砂について

の対策をおこなったりと池の中の改善をおこなうことを考えています。メダカが生育できる環境になれ

ば、カワニナも生育できるのではないかと考えています。さらに、池に放流するためにカワニナの安定

的な供給についての方法も検討しています。先日、大仏ホタルを守る会の方にカワニナの飼育水槽を見

学させていただきました。教えていただいたノウハウを活かして、自然にカワニナが繁殖することがで

きる水槽を作成し、増えた個体を環境が改善した池に放流することができたらと考えています。

今年度は池の外についての整備をおこったので、来年度は池の中についての整備を継続しておこない、

様々な方からのアドバイスを活かした活動を段階的におこなっ

ていきたいと考えています。

 最後に、理系女性教育開発共同機構の皆様にはこのような機会

を与えていただき、感謝しています。

After Before 

明るく

なりました！

大量の落ち葉も

片付けていただきました

ありがとうございます！
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○２０１７年度あぐりぶ「おたすけ」活動報告 

 

あぐりぶは、2016年度のMana’oの活動をきっかけに開設に至り、2017年 4月に本格始

動した、農業ボランティアサークルである。前述したが、2016 年度に活動停止状態だった

Mana’oのビラを見つけた中山と山西が加わり、サークルとして変革しようということにな
った。そして後に親川も加わり、その 3人を核として、本格的なメンバー募集を開始した。

ちなみに、この３人はもともと面識があったわけではなく、お互いに学内のビラを見て集

まったメンバーだ。中山は生活環境学部、山西と親川は文学部である。それぞれ、食や農

業、自然に興味があり、自分たちで仲間を集めて活動したいという思いを持って集まった。 

 

☆あぐりぶ幹部 3人のメンバー紹介 
 
中山：幼い頃から家族でキャンプに行くなどして、自然に興味を持つ環境で育った。また、

農業体験によって、普段食べているもののバックグラウンドを知る楽しさに目覚める。ま

たそれを、誰かと一緒に共有したいと思い、あぐりぶで活動を始める。 
 
山西：高校生の時観た「いのちの食べかた」に衝撃を受ける。元々食べることや自然に触

れることが好きだったが、野菜であれ肉であれ、自分が口にするものの本来の姿を私たち

はもっと知るべきではないかと思い、あぐりぶで活動を始める。 
 
親川：ドイツでファームステイをした際にほとんど野菜しか食べなかったら、人生で一番

お肌がピカピカになった。それ以来、野菜の持つ力を実感しながら畑作業を手伝っている。 
 

 仲間の募集方法としては、学内にポスターを掲示したり、入学式でビラを配って新入生

にアプローチする方法などを採った。茶話会や体験入部の実施などにより、最終的に部員

数は 17名となった。 

 活動内容は、主に農作業の手伝いだ。活動頻度は月に 2～3回程、同じ農家さんを定期的

に訪れている。今の活動先は主に 2つで、Mana’oの代からお世話になっている田原ナチュ
ラルファームと、あぐりぶになってから行き始めた、のまはら農園だ。のまはら農園は、

大学の先生の紹介で繋がった。その他、依頼や誘いがあれば、様々な活動先へ訪れている。

嬉しいことに、近畿農政局と意見交換会の機会も頂いた。 

 あぐりぶの活動目的について、以下、「おたすけ(2017年度)」に提出した活動計画書より

抜粋したものを載せる。 

 

―「自分の体をつくっているものが何なのかを知りたい」「農業などの生産現場を知りたい」

という思いで、農業ボランティアや農作業体験を行っています。 
 大半の人が、スーパーやコンビニに既に並んでいる食材を手に取り、レジで購入してい

ると思います。この時、その食材に対して、どんな人が、どのようにして作り、どんな思

いが込められているか、このようなことを考える人が、いったいどのくらいいるでしょう
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か。そもそも、考えたくても、考えるきっかけが無いのではないでしょうか。私自身は、

今まで様々な生産現場を訪れ、その度に感動し、次にその食材を食べるとき、以前の何倍

も美味しく感じていました。この感動を知らずに食材を購入するのは、非常にもったいな

いことだと思います。 
 そこで、食の現場を全く知らない人や、もしくは私と同じように食に興味はあるけれど、

知る機会がないという人などを集めて、自分たちでその機会を探して活動する団体を作り

たいと考えました。大学生という貴重な 4 年間で様々な現場に足を運ぶことは、未来の生
活や消費活動に非常に良い効果を与えられると期待できます。― 
 

 このように、体験を通して、産業や食への理解を深めることが目的である。 

 定期的な農作業の他、農家民泊を実施したり、学園祭で出店したり、環境系の NPO 団体

のお誘いで、奈良のみかん「大和路みかん」の摘果作業や収穫体験に参加したりもしてい

る。また、Facebook や Twitter を利用して、自分たちの活動を外部に積極的に発信してい

る。 
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【図：学内に掲示したポスター】 
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【図：入学式で配布したビラ】 

 

 

 

以下に、今年度の活動報告を載せる。 
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「おたすけ」活動 （田原ナチュラルファーム） 報告書 

奈良女子大学文学部人文社会学科 
山西 悠 

 
1. 活動日 平成 29年 7月 1日 
2. 場所 田原ナチュラルファーム（奈良―田原） 
3. 参加者 文学部 人文社会学科文化メディア学コース・山田琴音 

文学部 人文社会学科・山西悠 
 

4. 活動内容 
   梅雨も明け日差しが強くなり始めるころ、田原にて茶畑の笹狩りを行った。活動は

午後から始まった。今回は大阪産業大学の男子学生三人との合同作業であったため、

総勢五人で笹狩りに励んだ。茶の木の下にはびこる雑草や笹を、鎌を使いできる限り

根元から刈っていく。腰くらいまであるお茶の木の中に入り込むように、しゃがみこ

んで刈るため、七月の暑い日ではあるが長袖を着用しての作業である。 
木の下に潜り込むと草と土の匂いが感じられ、同時に汗が噴き出た。雑草は抜くこ

とができるが、笹は硬く、鎌でしか刈り取ることができないため、苦戦。かがみ続け

ての作業では頻繁に腰が痛くなるため、定期的に立ち上がって伸びをし、一面の茶畑

とその下に広がる田畑、青々と連なる山を眺め、そしてまた作業に戻る。一度の休憩

をはさみ、日中はずっと茶畑での作業だった。広大な茶畑の管理を、我々のような手

伝いをする者がいなければ一人、ないしは二人でされているのかと思うと気が遠くな

るようであり、微力ながら出来る限り助けになるようにと励んだ。 
その日は田原ナチュラルファーム代表の福井佐和さんが主催する会合のような催し

が行われた。福井佐和さんの知人や田原ナチュラルファームの食材を使用されている

店のオーナーなど、田原ナチュラルファームや福井佐和さん自身と繋がりのある方々

で集まり、各々一品ずつ持ち寄り夕ご飯を共にするというものだ。我々は会場の設営

や、おにぎりを握るなど、手伝いをさせていただくことでその場に居合わせる権利を

得た。 
日が暮れ、辺りが真っ暗になったころ、会合に参加していた方々と共に、蛍のよく

見える場所まで連れて行っていただいた。虫の鳴き声を聞き、蛍の光に目を凝らし、

農作業での疲れも忘れ夏を感じていた。 
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かがみこんだ時に見える風景 
人一人がちょうど歩けるくらいの幅 

一面に広がる、背丈・形の揃えられた茶畑 
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「おたすけ」活動 （田原ナチュラルファーム） 報告書 

奈良女子大学生活環境学部生活文化学科

中山 穂南

1. 活動日：平成 29年 8月 5日
2. 場所：田原ナチュラルファーム
3. 参加者：生活環境学部 生活文化学科・中山穂南

 理学部 化学生命環境学科 生物科学コース・髙木美里

 生活環境学部 住環境学科・里見朋香

4. 活動内容
午前・午後ともに、茶畑の草引きのお手伝いをした。外から見ると綺麗な緑色の風景だ

が、中に入ってみると、足元や茶畑の中に雑草がたくさん生えているのである。田原ナチ

ュラルファームのお茶は、完全無農薬で栽培されているので、通常の茶畑よりも雑草の量

が多くなる。

そしてこの作業、とても大変なのである。茶畑は列を成して固まって畑を形成している

ので、列と列の間に一人ずつ入って、両サイドの茶畑を点検しつつ雑草を抜く、というス

タイルだ。

茶畑によく生えている雑草は、私の見たところ３種類ある。正しい学名はわからないの

だが、まず一番よく生えているのがシダ系の植物、二番目が花の咲く植物、三番目がツル

植物だ。シダ系の植物は、主に列の縁あたりに生えている。びっしりと。抜いても抜いて

も現れ、そこそこ抜きにくい。花が咲く植物は、列と列の間に生えている。つまり、歩き

進めていくには、その草を抜かないといけない。この雑草は比較的スポッと抜ける。そし

てツル植物だが、これらは茶園の中から生えている。目を凝らして見なければ見逃してし

まう。茶葉とは少し形の違う葉があれば、それが抜くべきツルだ。このツルは、茶の木に

巻き付いていたりするので、抜くのが非常に困難である。抜けたと思っても、根っこが残

ったままであったりする。茶葉を傷つけないように抜くのは大変だ。

列と列の間に生えている雑草は、ある程度は草刈り機で処理できる。しかし、茶の木の

付近となると、厳しくなる。しかし、この雑草取りを怠ると、刈取りの時期にスムーズに

茶葉を収穫できないのである。製品にするには、雑草が混じっていてはいけない。無農薬

栽培において、雑草引きは非常に大切な作業だ。午前・午後ともずっとこの作業であった

が、広大な面積の茶畑の中の、ほんの一区画しか終わらなかった。有機栽培の苦労を体感

することができた。

5. 感想
（１） 体験から得た思い

 毎回のことなのだが、雑草の処理はとても大変だ。しかも、田原ナチュラルファームは

無農薬栽培なので、雑草の量が尋常ではない。山の下よりマシとは言えども、夏の日差し

が照りつける中での作業は体力を奪われる。無農薬栽培は、環境にも優しいし、また、出

来た作物は安心して口に入れることができる。しかし、その工程の中には、生産者の並々
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ならぬ苦労があることを知った。

 いつも休憩時間にお茶をたくさん飲ませていただくが、大切に味わって飲まなければい

けないと感じた。そんなこと意識せずとも、とても美味しいから自然と味わって飲んでし

まうが。実際の生産現場を見てから飲むお茶は格別で、しかも、すぐに生産者に思いを聞

くことができるなんて、とても贅沢なことだ。非常に有意義な体験をすることができた。

（２） あぐりぶの活動として

 前回の活動もそうだが、今回も作業の人手不足に貢献できたのではないかと感じた。今

回は３人のメンバーの参加で、それぞれが黙々と作業をした。たった一日だけだが、一区

画分は終わらせることができた。普段は、他のボランティアの方々（社会人など）も手伝

いに来ているそうだ。

 参加したあぐりぶのメンバーも、大変な作業の中で、無農薬栽培の苦労や達成感を味わ

うことができたのではないだろうか。

 帰り際、生産者の佐和さんに、「また手伝いに来てくれたら助かります」というお言葉を

頂いた。また次回も、多くの参加者が集まることを願う。
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雑草抜きの様子。撮影者の通り道に大きな雑草が生

えていることがお分かり頂けるだろう。

茶畑から見下ろした景色。絶景である。

茶畑に大量発生していた蝶のような虫。白い小さい

のがそうだ。

茶畑の中にカマキリ。無農薬で安全だから、虫も

寄ってくる。
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「おたすけ」活動 （古民家民宿おもやにて農家民泊） 報告書 

奈良女子大学生活環境学部生活文化学科

中山 穂南

1. 活動日：平成 29年 9月 21日～22日

2. 場所：奈良県宇陀郡御杖村菅野２４１５番地 古民家民宿おもや

3. 移動経路：JR奈良駅→榛原駅→掛西口→車で古民家民宿おもやへ

4. 参加者：生活環境学部 生活文化学科・中山穂南

 文学部 人文社会学科・山西悠 

 文学部 人文社会学科 文化メディア学コース・山田琴音 

 理学部 化学生命環境学科 生物科学コース・上迫ひめみ 

 生活環境学部 住環境学科・里見朋香 

 理学部 化学生命環境学科 化学コース・田中未奈美 

 理学部 化学生命環境学科 生物科学コース・髙木美里 

 文学部・蔵本りん 

5. 活動内容

奈良県御杖村で一泊の合宿を行うことで、田舎の生活を体で感じるとともに、農家のも

とで体験学習及び聞き取り調査を行うことで、農業への理解を深めた。一日目は、民泊先

の方の知り合いの有機農家さんの下で、収穫体験及び聞き取りをさせて頂いた。二日目は、

民泊先の畑の耕耘を手伝い、収穫体験もさせて頂いた。細かい活動内容について、一日目

と二日目に分けて、以下に報告する。 

一日目 

10:25 JR奈良駅集合 

11:30 榛原駅着 

13:00 掛西口着→車で民泊先へ 

13:30 途中で、みつえ体験交流館や御杖小学校を案内していただく 

14:00 有機農家さんのもとで体験学習開始 

17:30 学習終了、民泊先へ 

18:30 収穫した野菜をふんだんに使用してピザ作り 

20:00 その日の振り返り＆星空観賞 

23:00 就寝 

以上が、一日目の大まかなタイムスケジュールだ。次に、印象に残ったことについて詳

しく触れていこうと思う。 

最初に案内していただいた御杖小学校だが、ここは御杖村唯一の小学校で、ドーム型の

非常に面白い造りをしている。全国的にも有名で、注目を浴びているらしい。私たちが訪

れた時間はちょうどお昼休みで、特別に中を案内していただいた。中央に体育館があり、

それを取り囲むように教室が配置されていた。また、校舎内は非常に奇麗で、改装時期に

ついては聞いていないのだが、ごく最近できたような清潔感があった。 

生徒数は非常に少なく、田舎の小学校ならではという感じであった。生徒たちは、民泊

先のご夫婦と顔見知りであるようで、とても嬉しそうに交流していた。 

今回民泊に参加したメンバーのほとんどが、生徒数の多い都市の小学校出身であったた

め、各々が物珍しそうに校舎内を見学していた。人口の少ない田舎の子供たちが、どんな
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生活を送っているのか、少しではあるが垣間見ることができ、良い刺激になったのではな

いかと思う。 

次に、この日のメインである、農業体験。この農業体験は、民泊先のご主人が近所の農

家さんに声をかけてくださったことで実現した。協力してくださった農家さんは、30 代ぐ

らいの若手農家さんで、前職は農家ではない。有機農法にこだわって作物を栽培してらっ

しゃる。有機農法にこだわる理由は農家さんによって様々だが、この方は、安全性と美味

しさに魅力を感じるからだそうだ。というのも、奥様が化学物質のアレルギーをお持ちで、

そんな人も安心して食べられる野菜を育てたいと思ったそうだ。また、有機農法で育てた

野菜の美味しさに確信を持ったともおっしゃっていた。 

体験内容についてだが、かぼちゃや空心菜、ゴマ、モロヘイヤ、生姜、オクラなど、収

穫前の状態を普段はなかなか見ることのない作物を見学したり、収穫もさせて頂いた。特

にゴマが印象的で、メンバー全員が非常に興味深く見入っていた。ゴマは、収穫前は小さ

な鞘の中にびっしり納まっていて、それを乾燥させて粒を収穫し、出荷するようだ。話で

聞いただけだがとても大変な作業だそう。「スーパーに並んでいるゴマの価格は、苦労に対

して妥当な値段なのだろうか」と疑問に持ったメンバーがいた。ゴマだけでなく、普段目

にする野菜などの生産物の価格の裏側について考える良い機会になったと感じた。 

収穫したてのスイカを食べて、その日の体験は終了した。協力して頂いた農家さんには、

感謝の気持ちでいっぱいだ。 

収穫した野菜は民泊先ご夫婦がピザにしてくれた。私たちも調理を手伝い、とても楽し

い夕食となった。その後は振り返りをし、外に出て星空を鑑賞したり、夜の空気を感じな

がら、いつもの雰囲気とは全然違う中でのトークに花を咲かせた。田舎の夜を満喫するこ

とが出来た。 
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二日目 

8:00 起床＆朝の散歩 

9:00 朝食 

10:00 耕耘のお手伝い＆栗拾い 

13:00 民泊先出発→帰路へ 

 朝は各々自由に起床し、早朝の田舎を楽しんだ。散歩に出かける者もいれば、外の椅子

に腰かけて話しこむ者もいた。この光景は、少し意外であった。布団でゆっくりする人が

大半だろうと思っていたからだ。それ程メンバーにとって、田舎で過ごす朝が貴重な体験

であったことが覗える。 

 朝ごはんは、土鍋で炊いたお米、囲炉裏に掛けたお味噌汁、昨日収穫したモロヘイヤの

お浸しなど、日本の朝ごはんの原点ともいうべき料理が並んだ。朝食後は民泊先の畑の耕

耘のお手伝いをした。耕運機を使って、畑に肥料を混ぜ込む作業だ。耕運機に触ったこと

のないメンバーもいたので、とても貴重な経験が出来た。また、その次にやった栗拾いが、

とても新鮮な体験であった。いが栗は軍手越しでも手に突き刺さり、「痛い！」という言葉

が飛び交った。しかし、とても楽しいひと時となった。 

すべての工程が終了し、13:00頃に車でバス停まで送って頂き、お別れした。 

6. 感想

今回、あぐりぶとしては初めての取り組みであった農家民泊だが、非常に有意義な時間

を過ごすことができた。田舎で一泊過ごすこともそうだが、普段のフィールド外である、

奈良県東部に訪れたことは、メンバーにとって新鮮な経験となったのではないだろうか。

この農家民泊の目的は、農業体験がメインだが、農村の暮らしを体験することも目的の一

つであった。都市で暮らす学生には、生徒が極端に少ない小学校や、真っ暗で何も見えな

い夜、囲炉裏を囲んだ朝ごはんなどは、普段なかなか体験できないことではないだろうか。

この経験は、大学での研究や、将来の進路を考える上での素材にもなり得るだろう。農業

体験は、特にそれが言える。普段の活動でも言えることだが、自分の体で体験してみるこ

とは、画像や書物で見聞きするよりもダイレクトに自分に影響を与える。また、興味も湧

きやすいと考える。ゴマの栽培を見て、価格の妥当性について興味が湧いたのが良い例だ

ろう。 

筆者自身は、有機栽培の魅力について考えることが多かったのだが、この農家さんが語

った、「アレルギーの人でも安心して食べられる野菜」というお話には、とても納得できた。

有機栽培の必要性についての、一つの解答を得ることが出来た。 

このように、一泊の体験によって、たくさんの知見を得ることが出来た。 

あぐりぶはまだ一年目のサークルで、今年一年は手探りで様々な活動を取り入れたが、

それが出来たのは「おたすけ」の資金援助があったおかげだ。活動をサポートしてくださ

った理系女性教育開発共同機構の皆様、本当にありがとうございました。 
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みつえ体験交流館。ここでは雑巾がけの

大会が行われるそう。私たちも少しだけ

体験させて頂いた。 

栽培のお話を聞いている様子。 

空心菜を収穫している様子。 

ゴマの収穫前の様子。皆興味津々だ

った。新しい発見。 
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収穫後のゴマを乾燥させている状態。鞘の中に

ぎっしり。 

生姜の収穫。 

オクラの収穫前。上向きに生えている

ことに驚き。 

収穫したてのスイカ。美味しかった。 
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夕飯のピザ生地作り。 

ネギとチーズのピザ。絶品。

早朝の散歩。各々が好きなルートで散策。 朝ごはん。囲炉裏の珍しさにメンバー興奮。 
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  耕耘のお手伝い。深く掘り起こすのがなかなか

に難しい。 

栗拾い。痛い。 

囲炉裏の前と玄関外で記念撮影。 

いただいた野菜たち。ありがたい。
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○その他の活動紹介

◎のまはら農園

 のまはら農園は、奈良市の吐山にある農園。東日本大震災で被災された男性が営農して

いる。ここには、月に 1、2回の頻度でお手伝いに行っている。大学の先生の紹介で繋がる

ことができた。 

 ここでの活動では、播種から植え付け、収穫、そして出荷まで一連の流れを体験できた

り、実際に農機具を扱わせてもらえたりする。特に農機具については、普段はなかなか体

験できないものなので、参加したメンバーは大喜びだった。ちなみに農機具の運転は、圃

場内でなら運転免許がなくても問題ないそうだ。以下に、のまはら農園での活動写真を載

せる。 

人懐っこいヤギ 

耕耘機 ジャガイモの根かき作業
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草刈り機で草刈り。後ろに注意。振り回すとかなり

危険。

雨から守る屋根の組み立て。

稲刈り。

コンバインの運転まで！
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ネギの定植。素早さが求められる。

土の中のジャガイモをトラクターで掘り起こす！運転

も部員が！

豊作。 影が映える景色。
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中腰での作業はなかなかしんどい。掘り起こされたジャガイモの回収。

播種した黒豆。すごく時間がかかる。種が入るくぼみを作る道具。
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枝豆の収穫。雨の中の作業。 商品になる枝豆の選別。全部手作業です。 

袋詰め。 道の駅の直売所に陳列。 
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黒豆を鞘から外す機械。楽しい！ 

乾燥中の黒豆。 

黒豆収穫前。 

機械の構造。 
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商品用の選別。ものすごく地道で大変。

マルチに穴あけ。スタンプみたいで楽

しいが力がいる。

 しょうが。穴の中にしょうが入れ中。
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◎学園祭

大学の学園祭にて、田原ナチュラルファームのほうじ茶葉を使ったクッキーと温かいほう

じ茶の販売をした。3日間とも完売し、盛況に終了した。以下、写真で紹介する。

田原ナチュラルファームの紹介も。 ほうじ茶クッキー。

あぐり Kitchen！ 
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おたすけ 2017 2018/02/12 

地ᇦ生、奈良県༑津川村㇂℩地区の村おこしに関する考ᐹ

- ᚨᓥ県中山間地ᇦのまち࡙くり例を参考として -

㸯㸬参加学生 

参加学生は以下のとおりである。 

所ᒓ 学⡠番ྕ 学年 名前

人間文化研究科 住環境学ᑓᨷ 16730185 2年 日高⣪ᙬ

人間文化研究科 住環境学ᑓᨷ 17730096 1年 中飯ஂ美子

生活環境学部 住環境学科 14450089 4年 川ᔱộ里

生活環境学部 住環境学科 14450153 4年 高本真ౡ

生活環境学部 住環境学科 14450185 4年 多々良理奈

㸰㸬本◊✲の┠ⓗ 

 奈良県東部南部の⏫村では少子高㱋化、過化が進行し、人口のῶ少が問㢟となってい

る。これらの問㢟を解消するために空き家を用いて移住者を誘⮴する⏫おこし、まち࡙く

りに力を入れる⏫村が全国的にቑ加しているが、実⦼をあげている⏫村は少ない。奈良県

東部南部の環境᮲௳に近い空き家生に成ຌした⏫おこし・まち࡙くりの先行例で調査

を行い、その地ᇦでしかできない手法と他の中山間地ᇦにも㐺用できる手法をᢳ出し、奈

良県東部南部の、⏫おこし・まち࡙くりに活かすことができないか検ウ・提案を行う。

 今回、どᐹ対象とする地ᇦは奈良県東部南部と同じ中山間地ᇦで実⦼を上げている先行

例の多いᚨᓥ県を考える。また、提案を行う対象地としては移住者の定住に力を入れて

いる奈良県ྜྷ野郡༑津川村㇂℩集ⴠとする。

㸱㸬◊✲᪉ἲ 

１）文献調査

→ 空き家を活用したまち࡙くりについて知識を集める。

２）例どᐹ/㋃査・ࣄアリング調査（ᚨᓥ県佐㑣Ἑ内村、上⏫、⚄山⏫）

ձ 実際にまち࡙くりが行われている⏫/村を散策し、⏫の雰囲気、現状を知る。

ղ まち࡙くりの中心人物にࣄアリングを行い、ᙼらが地ᇦ特有の強みと、中山間地

ᇦの強みをどのようにᤊえているか明らかにする。
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㸲㸬ᚨᓥ┴のྛ先行のᴫせ࣭どᐹからᚓた▱ぢ/⪃ᐹ 

１）⚄山⏫サテライトオフィスプロジ࢙クト（空き家生・移住者ಁ進業） 

ᴫ要：⏫内の空き家を活用したまち࡙くり例。東ி、大阪などの大都市に本社を置く 
   業のサテライトとして空き家を㈚し出し、地ᇦに新たな㞠用を生んでいる。 
   既Ꮡの空き家を利用したまち࡙くりであるため、地ᇦ⊂特の景観が残り᫇ながら 

の景観が残っている。 
 

㋃査⤖果： 
⚄山⏫では 2つの商店⾤の空き家を中心に空き家が活用されている。用途としてはオ

フィスが多く、他に飲食店や雑㈌屋も見られた。活用される空き家のリ࣋ࣀーシࣙン方法

としてはᘓ物の中を綺麗にし、外観は㊃きを残して活用する例が多い。⏫を歩くと商店

⾤を歩く若者の姿が見られた。ᙼらの大半は県外から帰ってきた㹓ターン者か、移り住む

㹇ターン者だと聞く。すれ違う人にᣵᣜをするとᣵᣜを返してくれるなど、地ᇦの人が外

から来る人を受け入れることに័れている印象を受けた。 
 

 アリング⤖果：グリーンバレーᰴ式会社 大南Ặࣄ

 ⚄山⏫は⏫おこしに成ຌしている例としてᣲげられる機会が多いが、他の中山間地ᇦ

の⏫と違いはなく、グリーンバレーの活動を開始し始めた 10年は大きな変化はなかった。
⏫の人口がῶ少する中で、大南Ặらは田舎の過を止めることはほぼ不ྍ⬟であると考え、

自分たちで過を理想的な数値（人口）にコントロールする「造的過」を行うことに

Ỵめ、実施している。人口のῶ少をᢚไするため、⚄山⏫では移住者の受け入れや地ᇦの

新たな㞠用࡙くりに力を入れている。 
地ᇦの新たな㞠用࡙くりについて、「࣡ーク・イン・レジデンス」では地ᇦにないの

スキルを持っている移住ᕼᮃ者を㏫ᣦ名する形で選出し、移住して来てもらうことで地ᇦ

に新たな㞠用や職種を生んでいる。⚄山⏫は田舎でありながらネット環境が実しており、

⏫のいたるところで㹕㹧-㹄㹧を使用することができる。ᚨᓥ市内から 40分程度で通える
立地、そして自然の中でもാくことができるという環境が㹇㹒業⏺のような場所を選ばず、

クリ࢚イティࣦな思考でാく業の㟂要を満たし、⏫内、⏫外問わず多くの㞠用を生み出

し、移住者をቑ加させている。 
⚄山⏫の観光資※の 1つとしてᣲげられる「アートウ࢛ーク」は「アート・イン・レジ
デンス」という業でᾏ外の㥑け出しⱁ⾡家の方にアートを作る場を提供し、生まれたア

ートをつないだ散歩道でのことである。アートの数もቑ加し、アートウ࢛ークを目的に訪

れる観光ᐈもቑ加している。 
 移住、㞠用ᨭ援の他にも、⚄山⏫は全国で初めて「アドプト・プログラム」に取り組み

全国に普及させた。「アドプト・プログラム」は道路の清ᤲを業に行ってもらい、清ᤲの

ド明として┳ᯈに業名を入れることができるというプログラムである。業名を載せら

れることで業の地ᇦへの貢献を地ᇦ住民に知ってもらうとともに、常に美しい⏫をಖつ

ことができる。 
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 最後に大南Ặに⚄山⏫の強み、༑津川村と同じ中山間地ᇦとしての強み、⏫おこしで最

も大切だと考えていることについて話を聞いた。⚄山⏫の強みでは、市内から近い地の利、

⏫内の㹕㹧-㹄㹧のᩚഛがᣲげられ、中山間地ᇦとしての強みでは、ᮡなどの木材資※の多
さと᫇ながらの田舎の原風景が残り、都会から移り住む人が非日常な生活を体験できるこ

とがᣲげられた。大南Ặは⏫おこしを行う上で最も大切なことは「物で大切なことがプ

ロࢭスや人の考え方、向き合い方であり、地ᇦの不౽な点を考えるのではなく、どうすれ

ば地ᇦに人が移り住みたいと感じるようになるか方法を考えることである。」と述べていた。 
 
まとめ： 
 ⚄山⏫では 20 年にわたりᰴ式会社グリーンバレーが⏫おこしの中心に立ち、土ተを固
めていた。これにより、住民の半分以上はまち࡙くり活動や外部の人間に័れ、外部から

訪れる人、移住者、⏫の変化にᐶ容になっている。グリーンバレーの代表取⥾ᙺの大南Ặ

の話から、⏫おこしにおいて重要なことは強みというど点ではなく、自分たちの⏫がどの

ように変われば人が移り住みたいと思う魅力的な⏫になるのかを考え実行することだと分

かった。まち࡙くりとは人࡙くりである。一部の人が中心になることはあったとしても、

࿘辺住民に自分たちの行っている活動について報を発信し、理解してもらうことも重要

である。やる気のある人がቑえることで自分たちのᣮ戦できる幅も広がり、࿘りの住民に

自分たちの活動を知ってもらうことで活動を実行できる幅が広がるのである。 
༑津川村の村おこしにおいて強みを考えることも重要であると考えるが、強みを考える

以前に༑津川村がどのような場所になったら人が移り住みたいと思う魅力的な移住地にな

るのかというど点を持ち、考えることが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1㸬総合的過レクチャー（大南）  図 2. サテライトオフィスツアー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 3. サテライトオフィスツアー     図 4. サテライトオフィスツアー 
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２）佐㑣Ἑ内村 古民家生例（空き家生・移住者ಁ進業） 
ᴫ要：佐㑣Ἑ内村では⚄山⏫や上⏫のように目に見えるまち࡙くり活動が行われている 

わけではないが何組かの移住者が住み、中には空き家を改ಟしている移住者の姿も 
   見られる。 

今回、実際に佐㑣Ἑ内村に移住し、古民家の改ಟを行い家族で住んでいる、ᚨᓥ 
大学の田口先生にお話をఛう機会を得ることができたため、ࣄアリングとおᏯの見 
学をさせていただいた。 

 
㋃査⤖果： 
 佐㑣Ἑ内村で古民家を改ಟし移住生活を送っているᚨᓥ大学の田口先生の自Ꮿを中心に

佐㑣Ἑ内村を歩き、環境や雰囲気を観ᐹした。࿘辺環境は田園、畑、綺麗なỈが流れる川、

囲む山々と自然が豊ᐩで、民家が日のよく当たる山のᩳ面にἢって集まってᘓてられてい

た。現ᅾቑえているࣁウスメーカーのようなᘓ物は非常に少なく、᫇ながらの風あるᘓ

物が多く残っている一方、田口先生に話をఛったところ大半が空き家になっていることが

分かった。 
 
 アリング⤖果：ᚨᓥ大学 田口先生（佐㑣Ἑ内村移住者ව空き家改ಟ者）ࣄ
 近年中山間地ᇦで空き家を活用した⏫おこし、村おこし例がቑえているが、定期的に

移住者を誘⮴できている例はあまり多くはない。地ᇦに空き家は多くあっても、空き家

を㈚してくれる人が少ない現状が問㢟となっている。このような問㢟の解消方法として、

空き家を所有している地ᇦの人に都会から田舎へ移り住みたいと考える人が多いという㟂

要を正しく理解してもらうとともに、移住者とᅾ住者が定期的に交流を持てる場࡙くりや

システム࡙くりが重要となる。外から来る人ばかりに村の魅力を発信するのではなく、地

ᇦの人に村の魅力を知ってもらわなければ外の人に魅力を伝えることなどできない。地に

足の着いた村おこしの大切さを学ぶことができた。 
 佐㑣Ἑ内村の魅力では、ᚨᓥ市内から車で⣙ 30 分というアクࢭス面の良さ、市内に通
しながら田舎暮らしを体験できること、各コ࣑ュニティーで常会が開かれており地ᇦコ

ュニティーの団⤖力が高いことがᣲげられた。中山間地ᇦの強みとしては、豊かな自然࣑

環境や田舎の原風景がᣲげられている。 
 
まとめ： 
 地に足の着いた村おこしの大切さを中心に話をఛった。⚄山⏫の大南Ặの話にもあった

が、まち࡙くりはᅾ住者との関ಀ࡙くりが非常に大切である。まち࡙くりの報発信は外

部の移住ᕼᮃ者だけでなく、地ᇦ住民にも発信していくことが必要で、地ᇦが一となっ

て移住者を受け入れるスタンスをᩚえなければならない。佐㑣Ἑ内村の場合、地ᇦコ࣑ュ

ニティーごとの常会が現ᅾも開かれており、常会が地ᇦの人をつなぐ場となっている。༑

津川村に移住者を受け入れるためには移住者の移住後の生活もど野に入れ、元から住む住

民と移住者が出会い、コ࣑ュニケーシࣙンを取れる場を作る必要がある。 
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図 5. 田口先生Ꮿ 見学 図 6. 佐㑣Ἑ内村 ㋃査 

３）上⏫ ᙬ業・ࢮロウ࢙スト（移住者ಁ進・ࢯフト面でのまちおこし成ຌ例）

ᴫ要：上⏫では地ᇦ住民が主体となり、地ᇦにあるものを活用するࢯフト面の強いまち

࡙くりが行われている。有名なᙬ業の葉っぱビジネスは力に向かない高㱋者

や女性、子どもでも取り組みやすく、地ᇦに以前からある自然を利用したビジネス

である。このような地ᇦ資※を活用し、⏫おこしを成ຌさせた例として今回取

り上げている。

㋃査⤖果：

 ⏫を歩いている人が多く、道端でㄯ➗している住民の姿も見られた。私たちが昼食をと

ったカフ࢙は㹓ターン者の奥さんと㹇ターン者の᪦㑣さんが経営しており、⪁若男女問わ

ず様々な年代の住民が集い、コ࣑ュニケーシࣙンを取り合う場となっているという話をパ

ンࢤアの職員から聞いた。上⏫が取り組むゴ࣑の分別では、60種類以上の㡯目にゴ࣑の
分別が分かれ、常にスタッフがᅾ中しているようだ。このゴ࣑ステーシࣙンは住民が報

を交換し合う場となっており、移住者とᅾ住者をつなげている。

アࢤアリング⤖果：パンࣄ

上⏫ではᙬ業（葉っぱビジネス）とࢮロ・ウ࢙ストの 2本の業を中心に⏫おこし
が行われている。

ᙬ業（葉っぱビジネス）について、ᙬ業は地ᇦにある資※を活かし、力に向か

ない高㱋者や女性が取り組める新たなとして生まれた。普段からパࢯコンやタࣈレッ

トなどの㟁子機ჾのᢅいを苦手とする高㱋者でも使用しやすいように地ᇦ⊂自のシステム

（サイト、アプリ）を⏫が開発し、農家はこのサイトやアプリを使用して受注から出荷ま

での管理を行っている。ᰴ式会社いろどりでは、市場調査で得られた報をいち早くサイ

ト、アプリに流し、農家に報をᒆけるをしている。

を࣑ストは⏫から出るゴ࢙ロ・ウࢮ 2020 年までにࢮロにしようという運動で、上⏫
のゴ࣑ステーシࣙンでは 60 種別以上の分別が行われている。この運動により、上⏫の
リサイクル⋡は 79㸣と日本のリサイクル⋡（29㸣）を大幅に上回っている。生ごみは各家
ᗞで持っている機ჾで微生物分解処理を行い、たい肥として利用しているため、ゴ࣑ステ

ーシࣙンには持ち込まれない。このためゴ࣑ステーシࣙンでは␗⮯が発生せず、地ᇦ住民

の報交流の場として人が集う場となっている。体が不自由などの理由でゴ࣑を自力で運
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べない高㱋者のために 2か月に 1度、アカデ࣑ーが車を出し、ゴ࣑の回収を行っている。 
上⏫の強みとしては、ᙬ業、ࢮロ・ウ࢙ストの 2大┳ᯈ業があるため同じ理念を

持つ移住者が集まりやすいこと、地ᇦとして外の人を受け入れる体ไがᩚっていること、

ᐮᬮ差が激しく、⣚葉が美しくなるためᙬ業に向いた気ೃであることがᣲげられた。

 中山間地ᇦとしての強みでは、住民が中山間地ᇦ特有の山奥感と人口のᛴ激なῶ少を感

じ、ᜍᛧ感を持つことで活発な⏫おこし活動につながっていることがᣲげられた。

まとめ：

 上⏫のまち࡙くりは空き家を活用したࣁード面の強いまち࡙くりではなく、地ᇦに住

む高㱋者や女性の体に㈇ᢸが少なく、地ᇦにあるものを利用して何かビジネスができない

かというど点から入ったࢯフト面の強い⏫おこしである。住民が主体となり、自分たちの

暮らしをより豊かにするために行う⏫おこしであることが重要なポイントであると考え、

今回私たちは上⏫の⏫おこし例をどᐹすることにした。

上⏫では元気なお年寄りがാくことのできる機会と場を得て、はつらつとした生活を

送っている。住人が元気に暮らす⏫は⏫自体に活気があふれ、移住を考えて訪れる人々に

も良い印象を与える。外から来る移住者のことを重どした政策を行うのではなく、地ᇦ自

体の住環境を高めて地ᇦ住民の生活を実させていくことが⤖果的に移住者の移住したい

⏫につながっている。

図 7. ᙬ業ㄝ明 図 8. 上⏫ ㋃査 

図 9. ゴ࣑ステーシࣙンㄝ明  図 10. ゴ࣑の分類 
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㸳㸬༑ὠᕝᮧのᥦ 

 以上の㋃査とࣄアリング調査を㋃まえ、༑津川村で村おこしを行うためには「移住者を

受け入れる土ተ࡙くり（人࡙くり）」と「༑津川村でできる移住したいと思える村の姿検ウ」

を行う必要があることが分かった。 

「移住者を受け入れる土ተ࡙くり（人࡙くり）」ۍ

移住者を受け入れる土ተ࡙くりとして、まずは地ᇦの魅力や移住地としての㟂要が高い

ことを地ᇦ住民が正しく理解することが必要である。主な移住者の受け─となる空き家は

地ᇦに多くあるにもかかわらず、㈚し出し手が少ないために移住者が移り住めないという

問㢟が多発している。空き家の㈚し出しに意ḧ的になってもらうことや移住者の受け入れ

が移住者、地ᇦの┦互に利┈があることを知ってもらうことが大切である。また、地ᇦ住

民にどういう人が地ᇦに移り住みたいと思ってくれているのか、または移り住んだ人がど

のような人なのか知ってもらうために地ᇦ住民と移住者（移住ᕼᮃ者）が交流を持てる場

࡙くりが必要である。 

「༑津川村に移住したいと思える村の姿検ウ」ۍ

移住ᕼᮃ者が移り住みたいと感じるような地ᇦ࡙くりが大切である。そのためには、地

ᇦ住民が村のコンプレックスを受け入れ、自分たちの地ᇦでは何ができるか、どうすれば

人が移り住みたいと感じるのか、今後なるべき地ᇦの姿を地ᇦ住民が考え持つ必要がある。

そして具体的にどうすれば実現できるのか方法を考え、実行していくことが大切である。 

本研究の対象地としてᣲげている༑津川村㇂℩集ⴠでは、すでにある程度「移住者を受

け入れる土ተ࡙くり（人࡙くり）」ができ、実際に移住者が 3組ほどいる。ᙼらは᫇ながら

の田舎らしい暮らし方や集ⴠの人の温かさを魅力とᤊえているようだ。「移住したいと思え

る村の姿検ウ」での㇂℩地区への提案については地ᇦ住人が自分たちの村に向き合って考

え、どのような村にしていきたいか提案することが重要であり、学生ができることは➨ 3

者としての村の魅力発掘や住人の考えた地ᇦ࡙くり活動のお手伝いだと考える。༑津川村

は奈良市内から3時間半、五ᲄ市から1時間半とアクࢭス面では非常に不౽な地であるが、

都市部から㞳れているからこそ᫇ながらの暮らしや温かな人のコ࣑ュニティーが残ってい

る。1つの提案として、「᫇ながらの田舎暮らしを真に行いたい移住者を対象とし、移住

者が地ᇦに㥆ᰁめるよう住民でバックアップする組みがᩚう村」のような、アクࢭス面

の利౽性ではなく田舎暮らしや人の質をᢲす形で村おこしを行う提案があるのではないか

と考える。現ᅾの㇂℩集ⴠでは、一部の人が地ᇦ࡙くり活動を㡹ᙇっているが、のᛁ

しさや体の不調から参加できていない人も多くいる。移住者の受け─である空き家の確ಖ

や移住者の受け入れ態勢をᩚえるためにも、地ᇦ内に村の魅力や移住の㟂要、受け入れ体

ไ࡙くりへの理解など、他の住民にも正しく理解し協力してもらえるようびかけていく

ことが大切になるだろう。 
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�

➨Ϫᮇ SSHࡢ◊✲㛤Ⓨࠊ࡚࠸࠾㺀ࢫ࢚ࣥࢧ㺃ࢬ࣮ࣗࢩ㺁ࡓࡋ⛠ 4, 5ᖺ⏕㸦㧗ᰯ 1, 2ᖺ㸧࡛ࡢ

ᩘᏛ⛉ࡢ⛉⌮㐃ᦠᤵᴗࢆ࣒࡚ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࠸ࡘ㛤Ⓨࡋᐇࢆࡇࡿࡍィ⏬ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡋ➨ 1ᖺ

ḟ㸦2015ᖺᗘ㸧ࡽ㝃ᒓ୰➼ᩍ⫱Ꮫᰯࡢ SSHዉⰋዪᏊᏛ⌮⣔ዪᛶᩍ⫱㛤Ⓨඹྠᶵᵓࡀ୰ᚰ࡞

ࡢᤵᴗྜ⼥ᩘ⌮ࠊࡋ⨨タࢆ✲◊ᩘ⌮ࡓࡋⓗ┠ࢆᨵ㠉ࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᩘ⌮ࡿࡅ࠾⫱୰➼ᩍࠊ࡚ࡗ

㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ

⌮ᩘ◊✲࡛ࠊࡣዉⰋዪᏊᏛᩍဨࡢᣦᑟ࣭ຓゝᩘ⛉⌮ࠊࡘࡘࡅཷࢆᏛࡢ⼥ྜᤵᴗྍࡢ⬟ᛶࡘ

ࢆ㛤Ⓨࡢᤵᴗྜ⼥ᩘ⌮ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡣᖺᗘࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ⓗ⥆⥅࡚ࢀศ࣐࣮ࢸࡢᩘ「࡚࠸

㐍ࡇࡿࡵຍ࡛ࡲࢀࡇࠊ࠼タィࡓࡋ⌮ᩘ⼥ྜᤵᴗࢆᖺ㛫ᣦᑟィ⏬ࡢ୰⨨࡙ࡅᐇ㊶ࢆࡇࡿࡍ

┠ᣦࡀࣉ࣮ࣝࢢྛࠊ࡚ࡋ㆟ㄽࠋࡓࡗ⾜ࢆ

࣐࣮ࢸ✲◊ࡿࡅ࠾✲◊ᩘ⌮ڦ

� ௨ୗࡢ⛉⌮ࠊ࠺ࡼࡢᩍဨᩘᏛ⛉ࡢᩍဨࡽᡂࢆࣉ࣮ࣝࢢࡿసࢆ࣐࣮ࢸࠊࡾỴ࡚ࡵᤵᴗ◊✲ࡸᩍ

ᮦ㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ⌮ᩘ◊✲࡛ࠊࡣ⌮ᩘ⼥ྜᤵᴗࢆ୰ᚰࠊ✲◊㆟ㄽࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⌮⛉࣭ᩘᏛ⛉

ሙྜࡓࡋタᐃᰂ㌾ࢆ࣐࣮ࢸ࡞ィ⏬ୖᚲせ✲◊ࡢSSHࠊ࡞ഛ‽ࡓࡅྥㄢ㢟◊✲㛤ጞࡸ✲◊ᤵᴗࡢ

ࠋࡿ࠶ࡶ

� 2015ᖺᗘ

� 2016ᖺᗘ

� 2017ᖺᗘ

ᩍ⛉ ࣐࣮ࢸ

ᩘᏛ㺃⏕≀ ಶయࡢቑṪᩘࢆᏛⓗゎࡁ᫂ࡍᤵᴗ࠙බ㛤ᤵᴗࠚ

Ꮫ࣭ᩘᏛ ᏛᩘᏛ 㸫≀㉁ࡢᵓ㐀ᩘࡴ₯Ꮫⓗᛶ㉁㸫

ᩘᏛ࣭ Ꮫ㸦ሗ㸧 ⏕ᚐࡢᛮ⪃ࢆຓࡢࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡿࡅᤵᴗ

ᩘᏛ ࡋ┤ぢࡢᤵᴗࡓࡋ㔜どࢆ⫱ᩍࢶ࣮ࣝࣛ࣋ࣜ

≀⌮࣭ᩘᏛ ᩘ⌮⛉Ꮫࠊࡧ

⏕≀࣭ᩘᏛ ࡿࡍ㏣ồࢆ⨨㓄࡞㐺ษࡢࡧᏛࡢ࣮ࣝࢶᏛⓗᴫᛕ࣭ᩘᏛⓗᩘࡿࡅ࠾ᩘ⌮

ᩍ⛉ ࣐࣮ࢸ

≀⌮࣭⨾⾡ ୰➼ᩍ⫱ࡿࡅ࠾᪂ࡢࢺࢫ࢟ࢸ⌮≀࠸ࡋసᡂ

ᩘᏛ࣭≀⌮ ࠚ㊰ၥ㢟࠙බ㛤ᤵᴗ⤒▷᭱⌮ཎࡢ࣮࣐࢙ࣝࣇ

⏕≀࣭Ꮫ࣭ᩘᏛ ᤵᴗྜ⼥ࡢᏛᩘ≀⏕

ᩘᏛ㸦ሗ㸧 㸧ࣉ࣭ࣥࣕ࢟ࢫ࣮࣋ᩍ⫱㸦ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ

⏕≀࣭ᩘᏛ ㄢ㢟◊✲ࡢᅾࡾ᪉ホ౯㸫SSㄢ㢟◊✲࡚ࡅྥ

ᩍ⛉ ࣐࣮ࢸ

≀⌮࣭ᩘᏛ ᤵᴗྜ⼥ࡢᏛᩘᆅᏛࡿࡍ㛵ᙧࡢࢺࢼࣔࣥ

ᩘᏛ࣭Ꮫ ศᏊࡢᙧ㛵ࡿࡍᏛᩘᏛࡢ⼥ྜᤵᴗ࠙බ㛤ᤵᴗࠚ

⏕≀࣭ᩘᏛ t-᳨ᐃࡾྲྀࢆධᩘ≀⏕ࡓࢀᏛࡢ⼥ྜᤵᴗ

ᩘᏛ࣭ሗ࣭≀⌮ 㸧ࣉ࣭ࣥࣕ࢟ࢫ࣮࣋ᩍ⫱㸦ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ
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㆟ㄽࡿࡄࡵࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ڦ

� Ꮫࠊࡽࡀ࡞ࡾ࠶ࡀ㒊ศࡿࡍඹ㏻ࡀᏛ⩦ෆᐜࡢᏛᩘ⛉⌮ࠊࡣ࡚࠸ࡘᤵᴗࡢᏛᩘ⛉⌮ࡢ࡛ࡲࢀࡇ

⩦ᮇࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡎࡀ⤫ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࠊࡎࡁ࡛ࡀ┦ᩍ⛉ࡢᯟෆࡢෆᐜ࠺ᢅࢆࡀከࡑࠋࡓࡗ

ࠊຊᏛࡓ࠸⏝ࢆᚤ✚ศࠊࡽ༢ඖࡢ௦ᩘ࣭ᗄఱ㸧ࠊᏛ㸦ゎᯒᩘ㸧≀⏕ࡸ⌮≀㸦⛉⌮ࡢ5ᖺ ,4ࠊ࡛ࡇ

㟁☢ẼᏛࡸຊᏛࠊࣝࢺࢡ࣋ࡿࡅ࠾Ἴ୕ゅ㛵ᩘᩘ⛉⌮࡞Ꮫ࡛ྠྜࡀᩍᮦࡸᐇ㦂ࢆᵓᡂࡇࡿࡍ

ࡢㄢ㢟✲◊ࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᤵᴗྜ⼥ᩘ⌮ࠊ࡚ࡋࡳヨ࠺࠸࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀ ࠋࡓࡋࡘ1

ࡿࡍᑐᴫᛕࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡁ࡛⩦Ꮫⓗྜ⼥ࡀᏛⓗ▱㆑ᩘᏛⓗ▱㆑⛉ࠊࡾࡼ㐃ᦠᤵᴗ࡞࠺ࡼࡢࡇ

࡚࠼ᤊⓗྜ「ࡽᏛⓗどⅬ⛉ࢆㅖㄢ㢟ࡢᐇ⌧ࠊࡶࡿࡁᮇᚅ࡛ࡿࢀࡽᚓࡀゎ⌮࠸῝ᒙ୍ࡾࡼ

⪃ᐹࠋࡿ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍ

� ࠊ୰ࡢࠖᩘ⌮ࠕ⛉ᩍࠊࡣ࡚࠸࠾ḟᮇᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊࡽࡉ

ᵝ࡞ࠎ㇟ᑐ࡚ࡋ▱ⓗዲወᚰࢆᣢࠊࡶࡘᩍ⛉࣭⛉┠ࡢᯟ࠸࡞ࢀࢃࡽከゅⓗࠊ」ྜⓗ࡞

どⅬ࡛㇟ࢆᤊᩘࠕࠊ࠼Ꮫⓗ࡞ぢ᪉࣭⪃࠼᪉ ᪉࠼⪄ぢ᪉࣭ࡢ⛉⌮ࠕࠖࡸ ࠊࡾࡓࡋ⏝Ⓨ࡛ά࡞㇏ࠖࢆ

ᣮࡃᙉࡾ⢓࡚ࡅྥ㐀ࡢ౯್࡞ࡓ᪂ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆࡇ࠺⾜ࢆ⩦Ꮫ࡞᥈✲ⓗࠊࡽࡀ࡞ࡋࡾࡓࡏࢃྜࡳ⤌

ᡓࡿࡍຊࡢᇶ♏ࢆᇵ࠺�

⼥ᩘ⌮ࡶ࡚ࡋࡽⅬࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ⨨タࡀࠖ✲᥈ᩘ⌮ࠕ┠⛉᪂ࡿࡍ⌮ᇶᮏཎࢆࡇ

ྜᤵᴗࡾྲྀࢆධࡢࡇࡿࢀព⩏ࡣࠋࡓ࠼⪄࠸ࡁᙜึᩘ⛉⌮ࡣᏛࡢᏛ⩦ෆᐜࠊ࡚ࡋ⌮ᩚࢆ⌮ᩘ⼥

Ꮫᩘ⛉⌮ࠊࡋᑛ㔜ࢆ⨨㓄ࡢ㢟ᮦ⏬Ꮫ⩦ィࡢ⛉ᩍྛࠊࡀࡓࡗ⾜ࡶ㆟ㄽࡢ᪉ྥࡿࡍ⨨タࢆ┠⛉᪂ࡢྜ

ࠋࡓࡋࡇࡿࡍ⨨㓄ࢆᤵᴗྜ⼥ᩘ⌮࡚ࡋࢡࢵࣆࢺࠊ࡚࠸࠾༢ඖࡢᤵᴗࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨タࡽᚑ᮶

ḟ⠇ࢆ⤂ࠋࡿࡍ

බ㛤ᤵᴗڦ

1ᖺḟ㸦2015ᖺᗘ㸧

�ᤵᴗྜ⼥ࡢᏛᩘ≀⏕ Ꮫ≀⏕⌮ᩘࠕ 㸫ಶయࡢቑṪᩘࢆᏛⓗゎࡁ᫂ࡍᤵᴗ㸫ࠖ

� ࣭ᤵᴗ⪅㸸Ḉ� 㸦⌮⛉࣭⏕≀㸧ࠊἙྜ� ኈ㑻㸦ᩘᏛ⛉㸧

� ࣭ᑐ㇟㸸5ᖺ⌮⣔⏕≀㑅ᢥ⪅� � � ࣭༢ඖ㸸⏕≀⎔ቃ㸫ಶయ⩌⏕≀⩌㞟㸫

࣭ᤵᴗᴫせ㸸

� 㧗➼Ꮫᰯࠕࠊࡣ࡛ࠖ≀⏕ࠕಶయ⩌⏕≀⩌㞟ࠖ࠺࠸༢ඖࠋࡿ࠶ࡀಶయ⩌ࡿࡅ࠾ಶయᩘࡢቑ

ຍ⋡ࠊࡣಶయ⩌ࡾྲྀࢆᅖࡴ⎔ቃせᅉ࡚ࡗࡼไ㝈ࠊࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡃࡼ࡛ࡇࡇࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡅཷࢆ

ᡂ㛗᭤⥺࠺࠸ಶయ⩌ࡢᡂ㛗ࠋࡿ࠶࡛ࣇࣛࢢࡍ⾲ࢆᶓ㍈ࢆ㛫ࠊ⦪㍈ࢆಶయᩘࠊࡢࡁࡓࡋಶ

య⩌ࡢᡂ㛗ࢆ⣔ิ࡛⾲ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ

ࣛࢢࢆ⥺ᡂ㛗᭤ࠊࡾࡼࡇࡿࡍࢺࣥ࢘࢝ᐇ㝿ࢆಶయᩘࡢࢩ࣒ࣜ࢘ࢰࠊࡣᤵᴗ࡛ࡢ㐃୍ࡢࡇ

ࡁ࡛⌧⾲࡛ࣝࢹᘧࣔᩘࢆࣇࣛࢢࠊࡏࡉ┠╔㛵ಀࡢಶయᩘ⋠ቑຍࠊ᪉୍ࠋࡓࡋࢺࢵࣟࣉୖࣇ

ࠋࡓࡳヨࢆ࠺ࡿࡁ࡛ ணࡾࡼᏛⓗゎᯒᩘࠊࡀᵝᏊࡢቑຍࡢ⩌ಶయࡢᐇ㝿ࠊࡋᐹ⪄࠸࡞

�
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2ᖺḟ㸦2016ᖺᗘ㸧

� ᤵᴗྜ⼥ࡢᏛᩘ⌮≀

㸽ࡢࡿࢃࡀࢺ࣮ࣝࡁࡴ㐍ࡣගࠕ 㸫ᩘᏛࢆ㏻ࡓࡋ⛉Ꮫᴫᛕࡢᮏ㉁ⓗ⌮ゎࢆ┠ᣦ࡚ࡋ㸫ࠖ

� ࣭ᤵᴗ⪅㸸Ᏺᮏ� ᐶ㸦⌮⛉࣭≀⌮㸧ࠊ⏣୰� ⥤ᜨ㸦ᩘᏛ⛉㸧

� ࣭ᑐ㇟㸸5ᖺ⌮⣔≀⌮㑅ᢥ⪅� � � ࣭༢ඖ㸸Ἴື㸫ගἼ㸫

࣭ᴫせ㸸

ගࡢᒅᢡ⤒㊰࠸ࡋ⨾ࡣつ๎ᛶ࡛ࡿࡲࠊࡾ࠶ࡀගࡀ㐍ࡴ๓ࡢࡑࡽ⤒㊰ࡾ▱ࢆᚓ࠺ࡼࡢࡿ

ឤࠋࡿࢀࡽࡌᡃ┠ࡢࠎᫎࡢࡇࡿ⤒㊰ࠊࡣගࡀ㐍ࡿࡵࡓࡴ㛫ࠕࡿ࡞▷᭱ࡀග᭱ࡢᑠస

࣮ࢣࢫ࡞㛫ⓗࢆ㇟⌧࠺࠸ᒅᢡࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ▱ㄆࡃᗈ࡚ࡋཎ⌮㸧ࠖࡢ࣮࣐࢙ࣝࣇཎ⌮㸦ࡢ⏝

࡛ࣝᤊࢆ㇟⌧ࠊࡣࡵࡓࡿ࠼ᗄఱᏛⓗࣝࢹࣔࠊࡋ㛫ᚤศ࡚ࡗࡼᴟ್ࢆồᩘ࠺࠸ࡿࡵᏛ

ⓗ࡞ゎ㔘ࡀᚲせ୍ࡢࡇࠋࡿ࡞㐃ࡢᤵᴗࠊ࡚࠸࠾ICT ࠊࡾࡼࡇ࠺⾜ࢆ᥈✲άືࡓࡋ⏝ࢆ

⏕ᚐࣝࢹࣔࠕࡣࠖࠕࡸᚤศࠖ࠺࠸」㞧ᩘ࡞Ꮫࡢᡭἲ⌧ᐇࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢయឤᩘࡿࡍᏛࢧ

⌮≀ࡢࡇࠋࡃ࠸࡚ࡗࡀᗈࡀ⏺ୡࡢ⌮≀⣲⢏Ꮚࡸ㇟⌧ຊᏛࠊࡣඛࡢゎ⌮ࡢࡇࠋࡓࡋయ㦂ࢆࣝࢡ

ᩘᏛࡢ⼥ྜᤵᴗࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ⏕ᚐࡀᏛၥࡢᮏ㉁ࢆ᥈✲ࡿࡍయ㦂ࠋࡿ࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡀ

�

࡚࠸ࡘ㆟ㄽࡿࡅ࠾ࣝࣈ࣮ࢸࢻࣥ࢘ࣛڦ

� ཧຍ⪅ࡢⓙᵝࣉ࣮ࣝࢢࡾࡼࢀࡇࠊࡣศࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࢀ⌮ᩘ⼥ྜᤵᴗ㛵㐃ࡓࡋពぢࡋࢆ

ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ࡀᮏᰯᩍဨࡣ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࡢࣉ࣮ࣝࢢྛࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚

᪉ࡵ㐍ࠐ

� ձ⮬ᕫ⤂ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋࢆ

� ղဨࡢ⮬ᕫ⤂ࡀ⤊࡛ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡽࡓࡋ┦ㄯࢆ࣐࣮ࢸ࡚ࡋタᐃࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ㸦࡛ࡲࡇࡇ 5 ศ㸧 

� ճࡀ࣐࣮ࢸỴᐃࢆ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡽࡓࡋ୰ᚰ㆟ㄽࢆ㐍ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵ㸦40 ศ㸧
� մࡽࣉ࣮ࣝࢢ௦⾲ࡢඛ⏕ࢆ㑅࣐࣮ࢸࠊࡧ㆟ㄽࡢෆᐜࢆ 1 ศ⛬ᗘ࡛ሗ࿌ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㸦10 ศ㸧

࣐࣮ࢸࠐ

� � ࣭⌮ᩘ⼥ྜᤵᴗࢆ㐍ᰯ࡞࠺ࡼࡢࠊ࡛࠼࠺ࡿࡵෆయไࡀồࡢࡿࢀࡽࡵ㸽

� � 㸽ࡢ࠸ࡼࡤࢀࡍゎỴ࠺ࡼࡢࢆࡽࢀࡑࠋఱࡣၥ㢟Ⅼࡢ࡛࠼࠺ࡿࡵ㐍ࢆྜ⼥ࡢᏛᩘ⛉⌮࣭

� � ࣭᪂⛉┠ࠕ⌮ᩘ᥈✲ࠖ࠺ࡼࡢࢆᒎ㛤ࡢ࠸ࡼࡤࢀࡍ㸽

� � 㸽ࡿ࠶ᤵᴗ࡛࡞࠺ࡼࡢࡣᤵᴗࡿࢀࡽࡵồᩘ⌮ࡢࡽࢀࡇ࣭

� � 㸽ࡢ࠸ࡼࡽࡓࡋゎᾘ࠺ࡼࡢࢆࣞࢬࡢᏛ⩦ᮇࡢᏛᩘ⛉⌮࣭

� ࠋࢇࡏࡲ࠸ᵓ࡚࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋタᐃ⏤⮬ࡶࡢࡽࢀࡇ
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≀ไసࡢ⌜ྛڦ

1⌜ ືయ᳨▱᳨ࢆ⊧࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢧࣥࢭฟࢆࣝ࣋ࠊࡋ㬆࡚ࡋࡽ㏣࠸ᡶ࠺⨨

2⌜  ᗘ࣭‵ᗘࡀ࣮ࢧࣥࢭᛂࠊࡋ⮬ືⓗ㉳ືࡿࡍᡪ㢼ᶵ

3⌜ 㡢࣮ࢧࣥࢭỈࠊ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢧࣥࢭṆࡢࡿࡵⱞປࡿࡍ┠ぬࡋࡲィ

4⌜ ග࡛࣮ࢧࣥࢭጼໃࢆឤ▱ࠊࡋ⮬ືⓗࡀࣝ࣋㬆᳔ࡿᏊ

5⌜ ேឤࢆ࣮ࢧࣥࢭࠊ࡚ࡗ㒊ᒇࡢ๓ேࡀ᮶ࡿ㏻▱ࢫࣅ࣮ࢧࡿࢀࡉ

6⌜  ᗘࠊ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢧࣥࢭ⮬ືⓗ≀᳜Ỉࡿࡁ࡛ࡀࡾࡸ⨨

7⌜ ィࡋࡲぬ┠࠸࡞ࢀࡽࡵṆ࠸࡞ࡉᢲࢆࣥࢱ࣎ࣗࢩࢵࢲ

8⌜ ࢫࣅ࣮ࢧࡿࡁㄆ࡛☜࡛࣮࣓ࣝ࠺⬟ྍ⏝ࡀ㒊ᒇࡢࡑࠊࡍᢲࢆࣥࢱ࣎ࣗࢩࢵࢲ

ࡽࡾ㏉ࡾࡢᚐ⏕ڦ

ᚰ⪅㸧ึࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ2ᖺ⏨Ꮚ㸦ࠐ

� ࠊࡣᅇࢆࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ㏻ࡸࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚ࡋヰࡢ࠸ྜࡋ㐍ࡵ

᪉ࢆᏛࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡧᐇ㝿ࢆࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࡣ࡛ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡢ

యࡓࡋෆᐜ࡛ᴦࡃࡋ㐍࡞ࢇࡣึ᭱ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵᶵ⬟ࡶ

ศࠊࡶ࢙࢘ࢻ࣮ࣁࡸ࢙࢘ࢺࣇࢯ࠸࡞ࡽဨヰࡕ࠺ࡿ࠸࡚ࡋ⌮

ゎ࡛ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࠺ࡼࡿࡁⓎ⾲࡛ࡢ⌜ࡢࡣ㐍ࡵ᪉ࠊⓎ⾲ࡢ᪉ࡸ

⮬ศࡣ࡛ࡕࡓᛮ࠼⪄࡞࠺ࡼ࠸࡞ࡘ࠸᪉ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀࡩࡶ

ᚐ㸧⏕ࡢࡾࡤࡓࡵጞࢆάືࡢࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ2ᖺዪᏊ㸦ࠐ

� ࡗ⚾ࡣࡢࡓࡁฟ࡚ࡽࢁࡇ࡞㌟㏆ࡃࡈࡍࡀ࣐࣮ࢸࡢ✲◊ࠊࡎࡲ

ฟࢿࢱࡢ✲◊ࡢ࠸࡞ࢀࡁ࠼ᩘ࡛ࡲࡣ⚾ࠋࡓࡋ࡛ࡁ㦫㠀ᖖࡣ࡚

ࡇࡢࡑࠊࡢࡓ࠸࡚ࡗẼ࡙ࡀࡇࡓࡗ࡞࠸࡚࠸ṧᛕ࡛᪉ࡾ࠶

ࠋࢇࡏࡲ

⏝㸧ࢆ࡞࣮ࣝࢶసᡂࣇࣛࢢ࡛✲◊ࡢ5ᖺ⏨Ꮚ㸦ᬑẁࠐ

� ࣛࢢࣟࣉࡢᅇࠊࡀࡓࡗ࡞ࡣᶵࡿࢀࡩ࢙࢘ࢻ࣮ࣁࡾࡲ࠶ࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋᅾ⡠⌜Ꮫᩘࠊࡣ⚾

ࠊࡀࡓࡌឤࡔ࠺ࡑࡋ㞴ࡋᑡࡵጞࠊࡣNode-REDࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱ࢆࡉ㠃ⓑࡢࡑࠊ࡚ࡋ㏻ࢆㅮᗙࢢ࣑ࣥ

㸦୰␎㸧ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡆୖࡃ᪩ࠊ࡚ࡁ࡚ࢀ័ࡕ࠺ࡿࡳ࡚ࡗࡸ

᪂࡛ࡕࡓศ⮬ᐇ㝿ࠊࡀࡓࡋཧຍࣉࣥࣕ࢟ࢫ࣮࡛࣋⏤⌮࠺࠸ࠖࡽࡔ࠺ࡑ㠃ⓑࡃ࡞ࢇ࡞ࠕࠊࡣ⚾

ࠋࡓ࠸ࡗࡶࡀ⯆ࡿࡍ㛵ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࠊࡃ࡞࡛ࡲࢀࡇࡣឤぬ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡗసࢆࡢࡶ࠸ࡋ

ᚋᩘࡢ⚾ࠊࡣᏛ㛵ࡀࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡶ࡞✲◊ࡿࡍᛂ⏝࡛࠺ࡼࡳ࡚࠼⪄࠸࡞ࡁᛮࠋࡓࡗ

�ㄢ㢟ᒎᮃࡢḟᖺᗘ௨㝆ڦ

࣭㏆ᖺࠊ᪂ࡃࡋධ㒊ࡿࡍ⏕ᚐࠊࡸ⏕ᚐࡀ㑅ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࠊ࡚ࡋ࣐࣮ࢸ✲◊ࡪ㛵㐃ࡿࡍෆᐜࡀቑ

ࠋ࠸ࡓࡋᐇ࡚ࡋ⥆⥅ࢆㅮᗙࡶḟᖺᗘ௨㝆ࠊࡵࡓ࠸㧗ࡶせᮃࡢㅮᗙࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࠋࡿ࠸࡚࠼

࣭ᅇࠊᏛࡽㅮᖌࢆᣍ⪸ࡾࡼࠊࡋᑓ㛛ⓗ࡞ᣦᑟෆᐜࢆ⏬࡛ࠊࡣࡇࡓࡁ⏕ᚐࡧࡼ࠾ᩍဨࡗ

࡚Ꮫࡢࡧከ࠸ᶵࠋࡓࡗ࡞ḟᖺᗘ௨㝆ࡶ㐃ᦠࡽࡀ࡞࠸⾜ࢆෆᐜࢆᶍ⣴ࠋ࠸ࡓࡋ

࣭༞ᴗ⏕ࢆ୰ᚰࡓࡋ TAࡀ 㸦3㹼4ྡ㸧࣒࣮ࢳ1 1ேධࠊ࡛ࡇࡿ༠ാᆺࡢάືࠊࡃࡍࡸ࠸⾜ࢆ

ࠋࡓࡗ࠶࡛㇟༳ࡃ࠸࡚ࡋࣉࢵࣝ࣋ࣞࡀෆᐜࡘ

୍࣭᪉ࣉࣥࣕ࢟ࢫ࣮࣋ࠊ➼࡛⋓ᚓࢆࣝ࢟ࢫࡢࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࡓࡋ᪥ᖖⓗ࠺ࡼࡢ⏝࡛ࡿࡁ

ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀウ᳨ࡢάືෆᐜ࡚ࡵྵࢆ㐃ືᛶࡢάື✲◊ࡢᬑẁࠊࡾ࠾࡚ࡗṧࡶㄢ㢟ࡣ
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ᾄώἩἾπಅᴾ

�

᭶ 2ࠊࡣ࡛ࡇࡇ 17 ᪥(ᅵ)ࡢබ㛤ᤵᴗࠊ࡚࠸ࡘᅇබ㛤ࡿࡍᏛᩘᏛࡢ⼥ྜᤵᴗ࡚࠸ࡘ࠸ࡽࡡࡢ 

ㄝ᫂ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡿࡍᤵᴗࡢὶࢀ๓ࡢᏛ⩦ࡢᵝᏊࠊ࡚࠸ࡘᤵᴗࡢᵝᏊࢆᙳࡓࡋᫎീࢆ⏝ 

ࠋࡿࡍㄝ᫂ࡽ⪅ᤵᴗ࡚࠸

�

㸯㸬බ㛤ᤵᴗࡢᴫせ࠸ࡽࡡ�

࠙ᴫせࠚ

⌮ᩘ◊✲࡛ࡲࢀࡇ࡚࠸࠾㛤Ⓨࡓࡋᩍᮦࡢ୰࡛ࠕࠊศᏊࡢ⤖ྜゅ㛵ࡿࡍᗄఱⓗ࡞Ꮫ⩦ࠖ࠸ࡘ 

ࡀ㸦౯㟁Ꮚ๎ࢺࢵࢸࢡ࢜ࡪᏛᇶ♏࡛Ꮫࠊࡣ࡚ 8 ಶ࡚ࡗ࡞Ᏻᐃ࡞ศᏊࢆᙧᡂࡿࡍ㸧ࡸศᏊࡢᴟᛶࡘ 

ࠊᩘ࡚࠸ Ꮫ࡛Ꮫ୕ࡸࣝࢺࢡ࣋ࡪゅẚࡿ࠸⏝ࢆ⡆₩ࠊࡁ࡛⌧⾲⏕ᚐࡢ⌮ゎࡀࡇࡿࡲ῝ࡀ☜ㄆ࡛ࠋࡓࡁ 

ᅇࡢࡇࡣᩍᮦࢆⓎᒎࡀ๎ࢺࢵࢸࢡ࢜ࠊ࡚ࡏࡉᙜ࡚࠸࡞ࡽࡲࡣศᏊࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘศᏊᵓ㐀࠺ࡼࡢࡀ 

 ศࡸྜ⤖ࡢศᏊ࡞㞧「ࠊ࡚ࡋゎ⌮ࢆᏛⓗ⫼ᬒࠊࡘࡘࡋ⏕ࢆᏛⓗⓎຊᩘࡢᚐ⏕ࠋࡿ࠼⪄ࢆࡿ࡞

Ꮚࡢᵓ㐀࡚࠸ࡘ⪃ᐹࠋࡿࡍ

�

�ࠚ࠸ࡽࡡ࠙

ศᏊࡢᵓ㐀ࢆᏛ⩦ࡿࡍ㝿ࡣࢽࣔࣥࡸࣥࢱ࣓ࠊከ㠃యᵓ㐀࡛ࠋ࠺ᢅࢆࡇࡿ࠶ࣥࢱ࣓ࠊࡤ࠼ศ 

Ꮚࡣ୰ᚰࡿ࠶Ⅳ⣲ཎᏊࡾࢆᅖࡴ㟁ᏊᑐࡢⓎࡿࡍຊ᭱ࡀᑠ࠺ࡼࡿ࡞㓄ิࠊࡽࡇࡿࡍṇᅄ㠃 

యᵓ㐀࡛ࡿ࠶᥎ᐃ࡛ࡁ㸦ཎᏊ౯Ẇ㟁ᏊᑐⓎࣔࣝࢹ㸧ࠊH㸫C㸫H 㛫ࡢゅᗘࡀ 109.5rࢃࡀࡇࡿ࡞ 

 ᣢࢆࡾࡀᗈḟඖⓗ 3ࠊ࡞ᬗ⤖࡞ࡲࡊࡲࡉࡸ㧗ḟᵓ㐀ࡢ㧗ศᏊࠊࡎࡽ㝈ࣥ࢜ࡸศᏊࠊࡓࡲࠋࡿ

 ᤵࡢᅇࠋࡿ࠶㔜せ࡛࡚࠸࠾ᐹ⪄ࡸゎ⌮ࡢᏛࡣゎ⌮ࡿࡍ㛵యᅗᙧ❧ࠊࡾ࠶ࡶሙ㠃ࡿ࠼⪄ࢆែ≦ࡘ

ᴗࠊࡣ࡚࠸࠾ཎᏊࡢ✵㛫㓄⨨ࡿ࠼⪄ࢆ㝿3ࠊ ḟඖᗙᶆࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔศᏊෆᗙᶆ㸦Z-matrix㸧ࡿࡼᶆ 

グࢆ⏝ࠊࡾࡼࡇࡢࡇࠋࡿࡍ⤖ྜ㛗⤖ྜゅࢆ᫂♧ⓗᣦᐃࠊࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ✵㛫ᗙᶆࡸ✵ 

㛫ࢆࣝࢺࢡ࣋ά⏝࡚ࡋཎᏊ㛫ࡢゅᗘࢆ⟬ฟࡋ☜ㄆࠊࡾࡓࡋศᏊࡢᙧࢆ᥎ ࡽࡉࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࡾࡓࡋ 

 ࠸࡚࠼⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘゎ⌮ࡢΰᡂ㌶㐨ࠊᙧࡢศᏊࡸྜ⤖ࠊࡀ᪉࠼⪄ࡸぢ᪉࡞࠺ࡼࡢࡇࠊ

ࠋࡿ

�

࠙ᤵᴗ⪅ࠚ� ቑ� 㸦ᮏᰯᩍㅍ㸭⌮⛉㸦Ꮫ㸧㸧ࠊᕝཱྀ� ៅ㸦ᮏᰯᩍㅍ㸭ᩘᏛ⛉㸧�

�

࠙ᣦᑟຓゝ⪅ࠚ� ୕᪉� ⿱ྖ� ඛ⏕㸦ዉⰋዪᏊᏛ◊✲㝔ே㛫ᩥ◊✲⛉Ꮫᑓᨷ� ᩍᤵ㸧�

�

㸰㸬බ㛤ᤵᴗࡢ࡛ࡲᤵᴗ࡚࠸ࡘ�

� ᅇࡢබ㛤ᤵᴗࡣᏛᩘᏛࡢ⼥ྜᤵᴗࠊ࡚ࡋ⌮⛉㸦Ꮫ㸧4 ᅇᩘࠊᏛ㸦௦ᩘ࣭ᗄఱ㸧3 ᅇࡢᤵᴗ 

࡛ᵓᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛ⩦ᣦᑟࠊࡣ࡚࠸ࡘබ㛤ᤵᴗࢆ୰ᚰࡣ⛉⌮࡚ࡋ๓ᚋ  ࡣᏛᩘࠊࢆࡢࡶࡢศ࣐ࢥ 3

๓ࢆࡢࡶࡢᥖ㍕ࡣ࡚࠸ࡘ⛉⌮ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㡫ᩘࠊࢆᏛࡣ࡚࠸ࡘ㡫ࢆཧ↷ࠋ࠸ࡓࢀࡉ�

 ሗ࿌ࡽ⪅ᤵᴗࡽࡀ࡞࠸⏝ࢆᫎീࠊ࡚࠸ࡘᤵᴗࡢᏛᩘᏛࡿࡍᙜ┦๓ࡢබ㛤ᤵᴗࠊࡣ࡛ࡇࡇ �

�ࠋࡿࡍ

�
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᭶᪥ ⌮⛉㸦Ꮫ㸧ࡢᤵᴗ ᩘᏛ㸦௦ᩘ࣭ᗄఱ㸧ࡢᤵᴗ

2᭶ 8᪥(ᮌ) ✵㛫ࡿࡅ࠾⨨ࡢࣝࢺࢡ࣋✵㛫ᅗᙧ

ᤵᴗࡿࡍ㛵⏝ᛂࡢ

2᭶ 9᪥(㔠) 㟁Ꮚࡢ࡚࠸ࡘ࠸ᢅࡢᤵᴗ ձᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡸṇᅄ㠃యࡢ㠃ࡍ࡞ࡢ

ゅ࡞㛵ࡿࡍᤵᴗ

2᭶13᪥(ⅆ) ղ㟁Ꮚ㌶㐨ศᏊࡢᙧ㛵ࡿࡍ⩦

ᤵᴗࡿࡍ㛵⏝᪉ἲࡢ࢙࢘ࢺࣇࢯ

㸦Ꮫ⩦ᣦᑟ➨㸯㸧� ᫎീ

2᭶14᪥(Ỉ) ղ✵㛫ࢆࣝࢺࢡ࣋⏝ࡓࡋศᏊࡢᙧ

㛵ࡿࡍᤵᴗ㸦Ꮫ⩦ᣦᑟ㸧� ᫎീ

2᭶16᪥(㔠) �බ㛤ᤵᴗࣞࣉ

2᭶17᪥(ᅵ) ճබ㛤ᤵᴗࠕཎᏊࡢ㟁Ꮚᵓ㐀❧యᅗᙧ 㸦ࠖᏛ⩦ᣦᑟ➨㸰㸧�

2᭶19᪥(᭶) մᏛィ⟬ࡢᛂ⏝㛵ࡿࡍ㆟ㄽ࣭⪃ᐹ

㸦Ꮫ⩦ᣦᑟ➨㸱㸧

㸱㸬බ㛤ᤵᴗ࡚࠸ࡘ�

� ᏛᩘᏛࡢᤵᴗࡿࡅ࠾බ㛤ᤵᴗࡢ࡛ࡲᒎ㛤ࠋࡃ࠾࡚ࡋ⌮ᩚࢀࡒࢀࡑࠊࢆࢺ࣏ࣥࡢ�

�

࠙Ꮫࠚ

ձศᏊࢆᵓᡂࠕࡢࡵࡓࡿࡍඹ᭷⤖ྜࠖࠊ㟁Ẽ㝜ᛶᗘࡢᕪࡿࡌ⏕ࡽᴟᏊ࣮࣓ࣔࣥࡀࢺᏑᅾࠊࡋ

ᴟᏊ࣮࣓ࣔࣥࣝࢺࢡ࣋ࡢࢺࡀศᏊయࡢᴟᛶࠋࡿ࡞� 㸦➨ 1� ᑟධ㸧

ЍᏛᇶ♏ࡢ⩦࡛ࡶࡗࡶࠊࡀࡿ࠶ࡣ㔜せ࡞ෆᐜ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶

ղ㟁Ꮚࡢ≧ែࢆኚࡀ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠊࡣࡿࡏࡉᚲせ࡛ࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠶Ᏻᐃࡢ≧ែࡢࡁࡢᵓ㐀ࠕࢆศ

Ꮚࡢᙧࠖࠊࡾ࠾࡚ࡋศᏊࡣ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡢ㟁Ꮚࡢ≧ែ࡚ࡗࡼỴࠋࡿࡲ� 㸦➨ 1� ᒎ㛤 1㸧

ЍศᏊ࡛ࡍࡣ࡚࠸ࡘ࣮ࢠࣝࢿ࢚ྜ⤖ࡢᏛ⩦ࡽࡇࡑࠊࡀࡓࡋ㟁Ꮚࢆ୰ᚰࡿࡍぢ᪉㸦㔞Ꮚ

Ꮫ㸧ኚࡀࡢࡿ࠼Ⓨᒎⓗ࡞ෆᐜࠋࡿ࡞㔞ᏊຊᏛࡢཝᐦ࠸ᢅࡾྲྀ࡞ゐ࠸࡞ࢀ⛬ᗘࡢᒎ㛤␃

ࠋ࠸ࡓࡵ

ճศᏊయࡢ㟁Ꮚ≧ែྛࠊࡣཎᏊࡢ㟁Ꮚ≧ែࡢ㔜ࠋࡿ࠼ࡽࡏࢃྜࡡ� 㸦➨ 1� ᒎ㛤 1㸧

� � ЍศᏊ㌶㐨ࢆཎᏊ㌶㐨ࡢ⥺ᙧ⤖ྜ㸦㸧ᩘࡶࢁࡇࡿ࠼ࡽ࡚ࡋᏛ㸦ᗄఱ㸧ⓗࠊࢀࡽ࠼⪄ࡔ

ࡀ౯㟁Ꮚࠊࡣsp3ΰᡂ㌶㐨ࠊ≉ 8 ࡓࡿ࠶ᆺⓗ࡛ࡶ᭱ศᏊࡴྵࢆཎᏊࡿ࡞Ᏻᐃ࡚ࡗ࡞

ࠋ࠸ࡓࡋㄝ᫂ᑀࠊࡵ

մศᏊ࡛ࣔࢢࣥࣜࢹศᏊࡢᙧࢆᥥ⏬ࠊࡣࡿࡏࡉཎᏊࡢᗙᶆࢆධຊࡿࡍᚲせࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀ 3 ḟඖᗙ

ᶆࠊ⤖ྜ㛗⤖ྜゅࡿ࠸⏝ࢆศᏊෆᗙᶆ࡛⾲ࠋࡍ� 㸦➨ 1� ᒎ㛤 2㸧

� � ЍศᏊࡢᙧᑐ࠺ࠊ࡚ࡋᗙᶆ㍈ࢆタᐃࡣࡿࡍ௵ព࡛ᩘࢁࡋࡴࠊࡵࡓࡿ࠶Ꮫⓗឤぬࢆᚲせࡍ

ࠋࡿ࠼⪄ࡔሙ㠃ࡿ
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յ୰ᚰཎᏊࡀ sp3ΰᡂ࡛࠸࡞ࡣࠊ࡚ࡋsp2ΰᡂࡸ sp ΰᡂࡿ࡞ሙྜࠊࡽࡉࠊࡾ࠶ࡀ➨ 3 ࿘ᮇ௨

㝆ࡢ㸦MẆࡾࡼእഃ᭱ࡀእẆࡿ࡞㸧ཎᏊ࡛ࠊࡣ౯㟁Ꮚࡀ 5ಶ௨ୖࠊࡾ࠶ࡶࡇࡿ࡞ࡃࡁࡾࡼ8

�ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ៖⪄ࢆ㟁Ꮚᑐࡢ 㸦➨ 2� ᑟධ㹼ᒎ㛤 2㸧

� � � Ѝࠕ౯㟁ᏊẆ㟁ᏊᑐⓎ๎ࠖࠊࡣᏛࣝࢹࣔࡿࡅ࠾ࡽᑟࡓ࠸⤒㦂๎࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡣẚ㍑ⓗ

⡆౽ศᏊࡢᙧࢆண ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㔜せ࡛ࡢࡇࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶ෆᐜࡢᐃ╔ࠊࡀᮏᤵᴗࡢ

㢟࡛ࠋࡿ࠶

�

࠙ᩘᏛࠚ�

ձṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰ G㛵ࠊ࡚ࡋᐃ⩏ࡸᛶ㉁ࠊ⨨ࢆ࡞⌧⾲ࡿࡼࣝࢺࢡ࣋ࡾ㏉ࠋࡿ� 㸦ᑟධ㸧

Ѝ⨨ࢆࣝࢺࢡ࣋⏝ࠊ࡚ࡋṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡢᗄఱⓗᛶ㉁࡚࠸ࡘ☜ㄆࠋࡃ࠾࡚ࡋ

ղ࣓ࣥࢱศᏊ CH4ࡣ୰ᚰࡿ࠶Ⅳ⣲ཎᏊࡾࢆᅖࡴỈ⣲ཎᏊࡢඹ᭷㟁ᏊᑐࡢⓎࡿࡍຊ᭱ࡀᑠ

�ࠋࡿ࠶ṇᅄ㠃యᵓ㐀࡛ࠊࡽࡇࡿࡍ㓄ิ࠺ࡼࡿ࡞ 㸦ᒎ㛤 1㸧

ЍᏛࡢᏛ⩦ࠊࡽ㟁ᏊᑐࡢⓎࢆ⪃៖ࣥࢱ࣓ࠊ࡚ࡋศᏊࡀṇᅄ㠃యࡢᵓ㐀ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡋࢆ☜

ㄆࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊ㔜ᚰࡢ⨨Ⅳ⣲ཎᏊࠊࡾ࠶ࡀᅄ㠃యࡢ㡬Ⅼࡢ⨨ 4ಶࡢỈ⣲ཎᏊࡀ㓄⨨

ࠋࡿࡍㄆ☜ࢆࡇࡿࢀࡉ

ճ҆AGBࣥࢱ࣓ࡣศᏊࡢ H㸫C㸫Hࡢ⤖ྜゅࢆồࠋࡿ࡞ࡇࡓࡵ� 㸦ᒎ㛤 1㸧

� � Ѝձղࢆࣝࢺࢡ࣋ࠊࡽ⏝࡚҆ࡋAGBࢆồࠊ࣓ࡾࡼࡇࡿࡵ ồࢆゅྜ⤖ࡢH㸫C㸫Hࡢࣥࢱ

ࠋࡿࡵ

մ 0GA GB GC GO� � �  
JJJG JJJG JJJG JJJG G

�ࠋࡃẼ࡙ࡇ࠸࡞ࡀᴟᛶࡣศᏊࣥࢱ࣓ࠊࡽ 㸦ᒎ㛤 1㸧

� � Ѝճࡢ㐣⛬ࠊࡽ 0GA GB GC GO� � �  
JJJG JJJG JJJG JJJG G

ࠋࡿࡍᐹ⪄ࢆពࡢᘧࡢࡇࠊࡋㄆ☜ࢆࡇࡿ࠶࡛

յ࣓ࣥࢱศᏊࡣṇᅄ㠃య OABCࡢᵓ㐀ࡢࡑࠊࡾ࡞㔜ᚰ Gࡢ⨨Ⅳ⣲ཎᏊ Cྛࠊࡾ࠶ࡀ㡬ⅬỈ

⣲ཎᏊ Hࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀᑐࢽࣔࣥࠊ࡚ࡋศᏊ NH3ࡢᵓ㐀ࠋ࠺ࡼࡳ࡚࠼⪄࡚࠸ࡘ� 㸦ᒎ㛤 2㸧

� � � Ѝࠊ࡚࠸ࡘࢽࣔࣥศᏊࡢᙧࢆᏛࡢ▱㆑ࡽ☜ㄆࠊࡋ⤖ྜゅ࠺ࡼࡢࡀኚࡿࡍண

ࠋࡿࡏࡉ

�

նࢽࣔࣥศᏊࡢሙྜࡢ⤖ྜゅ H㸫N㸫Hࡢࠊࡽࡉࡁ㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐඹ᭷㟁ᏊᑐࡢⓎࡀඹ᭷

㟁ᏊᑐྠኈࡢⓎẚ࡚ᙉ್ᩘࢆࡇ࠸ⓗ☜ㄆࠋࡿࡍ� 㸦ᒎ㛤 2㸧

� � � ЍࢽࣔࣥศᏊࡢ⤖ྜゅࢆᫎࡿ࡞ࣝࢹࣔࡓࡏࡉᅄ㠃యࠊ࡚࠸⏝ࢆඹ᭷㟁Ꮚᑐ㠀ඹ᭷㟁

ᏊᑐࡢⓎࡀඹ᭷㟁Ꮚᑐྠኈࡾࡼᙉࢆࡇࡿࡲ☜ㄆࠋࡿࡍ

շ 0GA GB GC GO� � � z
JJJG JJJG JJJG JJJG G

�ࠋࡿࡍㄆ☜ࢆࡇࡿ࠶ࡀᴟᛶࡣศᏊࢽࣔࣥࠊࡾࡼ 㸦ᒎ㛤 2㸧

� � � Ѝࠊ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ࣋ศᏊࡢᙧࡸᴟᛶ㛵ࡿࡍ⪃ᐹࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀ☜ㄆࠋࡿࡍ
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2018¢ 2È 16Ä(16ĸ10�17ĸ10) 
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15,-�+*

2016 ¢ 6 È"Ķ��ĴÑã#Þâ[¿�'#²°#Đ�4·1�+"ĶĴÑã'#
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

本
日
の
ス
ト
ー
リ
ー

[1
]質
問
紙
調
査
の
分
析
の
概
要

[2
]イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果

と
分
析

[3
]テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

[4
]S
TE
M
 か
ら
 S
TE
AM
へ

1
N

a
ra

 W
o

m
en

's
 U

n
iv

er
si

ty
2

[1
]
教
科
に
関
す
る
意
識
調
査

20
16
年
6月
に
実
施
 

実
施
校
(規
模
) 

•国
立
A大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

(後
期
課
程
：
各
学
年
3ク
ラ
ス
，
計
36
0名
)

•奈
良
県
立
B高
等
学
校

(1
年
9ク
ラ
ス
，
2・
3年
10
ク
ラ
ス
，
計
1,
16
0名
)

•私
立
C高
等
学
校

(1
年
2コ
ー
ス
，
2・
3年
3コ
ー
ス
，
計
48
0名
)

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3

[1
]
教
科
に
関
す
る
意
識
調
査
：
基
本
デ
ー
タ

女
子

男
子

合
計

国
立
A大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
 

(3
学
年
×3
ク
ラ
ス
)

18
5名

17
4名

35
9名

奈
良
県
立
B高
等
学
校
 

(3
学
年
×4
ク
ラ
ス
)

26
5名

19
9名

46
4名

私
立
C高
等
学
校
 

(3
学
年
×3
ク
ラ
ス
)

13
5名

17
5名

31
0名

合
計

58
5名

54
8名

11
33
名

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

4

[1
]
質
問
票
の
内
容

[3
]
選
択
し
て
い
る
学
科
や
コ
ー
ス
の
調
査

①
文
系
中
心
の
学
科
や
コ
ー
ス

②
理
系
中
心
の
学
科
や
コ
ー
ス

③
そ
の
他
の
学
科
や
コ
ー
ス

④
学
科
や
コ
ー
ス
は
分
か
れ
て
い
な
い

女
子

男
子

合
計

①
36

%
27

%
31

%
②

29
%

43
%

36
%

③
1%

1%
1%

④
33

%
30

%
32

%
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

5

[1
]
質
問
票
の
内
容

C.
教
科
(国
語
，
社
会
，
数
学
，
物
理
，
化
学
，
生
物
，
地
学
)の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
四
択
調
査

①
と
て
も
当
て
は
ま
る

②
や
や
当
て
は
ま
る

③
あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い
 
④
　
ま
っ
た
く
当
て
は
ま
ら
な
い

[8
]実
生
活
に
役
立
つ

[9
]各
教
科
・
学
問
の
基
盤
で
あ
る

[1
0]
知
識
・
技
能
が
習
得
で
き
る
 [1
1]
思
考
力
が
育
成
さ
れ
る
 

[1
2]
論
理
的
な
力
が
育
成
さ
れ
る
 [1
3]
情
緒
的
で
あ
る
 

[1
4]
冷
や
や
か
に
感
じ
る

 
[1
5]
機
械
的
で
あ
る
 

[1
6]
学
習
す
る
の
は
易
し
い
  

[1
7]
理
解
す
る
の
は
易
し
い

る
 [1
3]
情
緒
的
で
あ
る

[1
5]
機
械
的
あ
る

れ
る キ
ー
ワ
ー
ド
の
1つ

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

6

[1
]
教
科
に
「
情
緒
」
を
感
じ
る
か
？

上
記
の
“＊
＊
”，
“＊
”は
，
χ
2 検
定
に
お
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
1％
水
準
，
5％
水
準
で
有
意
差
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

7

[1
]
質
問
票
の
内
容

J.
学
習
し
て
み
た
い
と
思
う
「
物
理
」
の
内
容
を
四
択
で
回
答

①
と
て
も
思
う

②
や
や
思
う

③
あ
ま
り
思
わ
な
い
 ④
　
ま
っ
た
く
思
わ
な
い

[7
8]
電
化
器
具
 [
79
]交
通
手
段
 [
80
]工
学
(金
属
・
材
料
な
ど
)

[8
1]
化
粧
品
  
[8
2]
衣
類

[8
3]
食
事
や
食
物

[8
4]
住
居

[8
5]
生
命

[8
6]
環
境

[8
7]
化
学

[8
8]
生
物
学
  
[8
9]
天
文
学
  
[9
0]
医
学

[9
1]
科
学
の
歴
史
や
，
法
則
・
公
式
等
が
発
見
さ
れ
た
過
程

[9
2]
先
進
的
な
科
学
技
術

[9
3]
最
先
端
の
物
理
学

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

8

[1
]
女
子
の
文
系
・
理
系
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

9

[1
]
女
子
の
文
系
・
理
系
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
0

[1
]
女
子
の
文
系
・
理
系
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
1

[1
]
女
子
の
文
系
・
理
系
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
2

[1
]
物
理
へ
の
「
情
緒
」
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

上
記
の
“＊
＊
”は
，
χ
2 検
定
に
お
い
て
，
漸
近
有
意
確
率
 (両
側
)＜
0.
01
，
1％
水
準

で
有
意
差
が
あ
る
こ
と
を
示
す
(以
下
，
同
様
)
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
3

[1
]
物
理
へ
の
「
情
緒
」
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
4

[1
]
物
理
へ
の
「
情
緒
」
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
5

[1
]
物
理
へ
の
「
情
緒
」
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
6

[1
]
女
子
の
文
系
・
理
系
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

78



N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
7

[1
]
物
理
へ
の
「
情
緒
」
と
物
理
の
学
習
内
容
の
ク
ロ
ス
集
計

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
8

[1
]
女
子
を
物
理
に
誘
う
キ
ー
ワ
ー
ド

今
回
の
質
問
紙
調
査
に
お
い
て
浮
か
ん
で
き
た
，
女
子
を
物

理
に
誘
う
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
，

化
粧
品
，
衣
類
，
食
事
・
食
物
，
住
居
，
生
命
，
天
文
学
 

こ
れ
ら
は
い
ま
ま
で
の
物
理
の
教
材
と
し
て
は
あ
ま
り
取
り

上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
 

つ
ま
り
，
従
来
の
物
理
の
内
容
・
題
材
と
し
て
は
，
男
子
が

興
味
・
関
心
を
持
つ
も
の
が
多
く
，
女
子
が
学
ぶ
気
に
な
る

よ
う
な
切
り
口
を
持
っ
た
教
材
が
少
な
か
っ
た

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

1
9

[2
]
教
科
に
お
け
る
「
情
緒
」
と
は
何
か
？

「
情
緒
」
に
関
す
る
結
果
か
ら
，
女
子
は
単
純
に
理
数
に

向
い
て
い
な
い
，
不
得
意
な
の
で
は
な
く
，
理
数
に
魅
力

を
感
じ
て
い
な
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
，
と
い
う
問
い

を
立
て
た
 

こ
の
問
い
を
深
め
る
た
め
の
次
の
課
題
 

•教
科
に
「
情
緒
」
を
感
じ
る
と
は
，
ど
う
い
う
こ
と
？

•「
情
緒
」
と
好
き
・
嫌
い
，
得
意
・
不
得
意
で
あ
る
こ

と
の
関
係
は
相
関
関
係
？
　
因
果
関
係
？
　
無
関
係
？

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
0

[2
]
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
質
問
項
目
と
回
答
の
概
要

傾
向
を
見
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
量
的
な
状
況
を
グ
ラ
フ
化
す
る
 

デ
ー
タ
数
が
24
件
と
少
な
い
こ
と
，
国
立
大
学
附
属
の
中
等
教
育
学
校
(6

年
一
貫
教
育
で
，
高
校
入
試
が
な
い
学
校
)で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
見

て
ほ
し
い
 

Q2
，
Q3
，
Q6
に
お
け
る
回
答
に
つ
い
て
，
次
の
よ
う
に
点
数
化
し
て
分

布
と
平
均
値
を
求
め
た
 

と
て
も
好
き
4点
　
好
き
3点
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
嫌
い
2点
　
嫌
い
1点
 

と
て
も
得
意
4点
　
得
意
3点
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
得
意
2点
　
不
得
意
1点
 

と
て
も
思
う
4点
　
思
う
3点
　
あ
ま
り
思
わ
な
い
2点
　
思
わ
な
い
1点
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
1

[2
]
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
・
情
緒

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
2

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
3

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
4

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
5

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
6

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
7

[2
]
各
質
問
に
お
け
る
4点
～
1点
の
分
布

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
8

[2
]
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
情
緒
の
関
係
(数
学
)
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

2
9

[2
]
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
情
緒
の
関
係
(物
理
)

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
0

[2
]
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
情
緒
の
関
係
(物
理
)

整
理
番
号
5の
女
子
生
徒
 

物
理
が
好
き
で
得
意
と
回
答
(3
)し
て
い
る
が
，
情
緒
を
全
く
感

じ
て
い
な
い
と
回
答
(1
) 

物
理
が
好
き
，
得
意
な
理
由
：
「
公
式
さ
え
覚
え
て
理
解
し
て

い
れ
ば
点
が
取
れ
て
，
解
け
た
と
き
嬉
し
い
」
 

「
学
校
物
理
」
に
お
い
て
テ
ス
ト
で
点
は
取
れ
る
が
，
物
理
の

面
白
さ
や
興
味
深
さ
を
感
じ
る
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
い
典
型

的
な
生
徒
か
 

こ
の
傾
向
は
数
学
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
1

[2
]
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
情
緒
の
関
係
(物
理
)

整
理
番
号
15
の
男
子
生
徒
 

と
て
も
好
き
(4
)で
，
と
て
も
情
緒
を
感
じ
る
(4
)と

回
答
し
て
い
る
が
，
と
て
も
不
得
意
(1
)と
も
回
答
 

物
理
が
好
き
，
不
得
意
で
あ
る
理
由

「
数
学
よ
り
現
実
に
関
係
し
，
具
体
的
で
あ
り
，
可

視
化
で
き
る
し
，
考
え
る
の
も
楽
し
い
。
し
か
し
，

公
式
を
用
い
て
問
題
を
解
く
の
は
不
得
意
だ
。
」

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
2

[2
]
情
緒
と
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
の
関
係
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
3

[2
]
情
緒
と
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
の
関
係

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
4

[2
]
情
緒
と
好
き
嫌
い
・
得
意
不
得
意
と
の
関
係

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
5

[2
]
女
子
の
具
体
的
な
回
答
の
概
要

Q6
：
「
情
緒
的
で
あ
る
」
を
自
分
の
言
葉
で
言
い
換
え

る
と
？
 

「
感
情
」
「
暖
か
み
」
「
人
に
よ
っ
て
違
う
」
「
答
え

が
変
わ
る
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
答
え
た
生
徒

→
物
理
を
「
情
緒
的
」
と
は
と
ら
え
て
い
な
い

「
刺
激
を
受
け
る
」
「
納
得
し
て
感
動
」
「
心
が
動
か

さ
れ
る
」
と
答
え
た
生
徒

→
物
理
を
「
情
緒
的
」
と
と
ら
え
て
い
る

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
6

[2
]
女
子
の
具
体
的
な
回
答
の
概
要

Q9
：
ど
う
す
れ
ば
，
数
学
・
物
理
の
学
習
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

か
？
 

い
ま
の
勉
強
が
ど
こ
に
つ
な
が
る
か
，
将
来
へ
の
つ
な
が
り
が
見
え
れ
ば

よ
い
 

小
さ
い
と
き
に
物
理
的
な
も
の
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
 

教
科
書
を
も
っ
と
噛
み
砕
い
て
柔
ら
か
く
す
る
 

日
常
や
自
分
た
ち
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
と
結
び
つ
け
て
教
え
て
欲
し
い
 

公
式
の
証
明
を
噛
み
砕
い
て
，
意
味
を
把
握
し
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

す
る
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
7

[2
]
女
子
の
具
体
的
な
回
答
の
概
要

Q9
：
ど
う
す
れ
ば
，
数
学
・
物
理
の
学
習
に
興
味
が
持
て
る
よ
う

に
な
る
か
？
 

生
活
に
使
え
る
も
の
が
よ
く
，
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
は
，
実
生
活
か

ら
離
れ
て
い
る
の
で
ダ
メ
 

証
明
し
て
，
こ
れ
で
い
い
で
す
ね
と
納
得
さ
せ
る
の
で
は
な
く
，

具
体
例
で
納
得
さ
せ
る
 

文
化
や
現
代
的
な
音
楽
(音
楽
ホ
ー
ル
の
響
き
等
)と
絡
め
る
な
ど
，

日
常
と
関
係
す
る
こ
と
を
扱
う
 

数
式
を
出
す
と
き
は
，
そ
の
応
用
例
を
出
す
，
ざ
っ
く
り
と
示
す

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
8

[2
]
女
子
の
具
体
的
な
回
答
の
概
要

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

3
9

[2
]
女
子
の
具
体
的
な
回
答
の
概
要

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

4
0

[2
]
「
情
緒
的
」
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
(女
子
文
系
)

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
と
，
情
緒
的
と
感
じ
る

問
題
を
解
く
だ
け
で
は
な
く
，
何
か
を
作
り
出
す
！
　
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
情
緒
的
と
感
じ
る

→
暖
か
み
や
感
動
が
必
要
で
あ
り
，
問
題
を
解
く
だ
け
で
は
無

機
質
で
あ
る

興
味
が
持
て
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
重
要

人
の
気
持
ち
，
精
神
の
変
化
，
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

→
理
系
科
目
や
歴
史
に
は
見
ら
れ
な
い
，
倫
理
に
は
あ
る

教
え
ら
れ
る
前
に
，
自
分
で
解
く
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N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

4
1

[2
]
「
情
緒
的
」
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
(女
子
理
系
)

葉
序
が
黄
金
比
に
関
係
す
る
こ
と
 

数
式
を
ず
ー
っ
と
計
算
し
た
結
果
が
，
簡
単
に
美
し
く

な
る
 

あ
と
で
思
い
返
す
こ
と
が
で
き
，
そ
の
と
き
も
情
緒
的

(納
得
，
感
動
の
感
覚
)だ
と
思
う
感
覚
が
繰
り
返
さ
れ

る
，
よ
み
が
え
る
 

実
験
の
後
の
考
察
で
，
上
手
く
い
っ
た
！
 

答
え
が
決
ま
ら
な
い
も
の
，
複
数
あ
る
も
の

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

4
2

[2
]
「
情
緒
的
」
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
(男
子
文
系
)

国
語
の
作
品
，
文
章
等
で
は
書
い
た
人
を
知
っ
て
い
る
と
情
緒
を
感
じ
取

れ
る
 

数
学
な
ど
の
公
式
で
は
，
発
見
し
た
人
の
こ
と
を
知
ら
な
い
(教
え
ら
れ
て

い
な
い
)の
で
，
情
緒
を
感
じ
ら
れ
な
い
 

学
ん
で
い
る
対
象
に
お
い
て
，
先
で
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
か
，
発
展

さ
せ
ら
れ
る
 

公
式
を
丸
暗
記
す
る
だ
け
で
は
な
く
，
ど
う
使
う
か
を
考
え
る
 

テ
ス
ト
の
た
め
の
勉
強
で
は
な
く
，
実
生
活
や
将
来
な
ど
に
使
え
る
武
器

に
す
る

・
解
法
を
発
信
し
，
外
部
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

N
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[2
]
「
情
緒
的
」
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
(男
子
理
系
)

映
画
，
映
像
 

世
界
を
拡
げ
る
，
創
造
す
る
 

身
近
な
物
の
中
に
共
感
す
る
も
の
を
見
つ
け
る

→
見
た
目
の
す
っ
き
り
さ
や
美
し
さ
，
複
雑
な
式
が
す
っ

き
り
し
た
式
に
な
る
 

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
つ
な
が
り
 

物
が
あ
っ
て
，
そ
の
物
に
自
分
が
ど
う
感
じ
る
か
 

具
体
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
情
緒
的
で
あ
る

N
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[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
方
向

調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
 

題
材
 

•化
粧
品
，
衣
類
，
食
事
・
食
物
，
住
居
，
生
命
，
天
文
学

•全
体
の
物
語
と
し
て
把
握
で
き
る
，
具
体
的
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る

情
緒
 

•イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る

•問
題
を
解
く
だ
け
で
は
な
く
，
何
か
を
作
り
出
す
！

→
暖
か
み
や
感
動
が
必
要
で
あ
り
，
問
題
を
解
く
だ
け
で
は
だ
め

•興
味
が
持
て
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
重
要

•人
の
気
持
ち
，
精
神
の
変
化
，
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

85
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[3
]
書
籍
の
内
容

研
究
内
容
を
書
籍
『
女
子
学
生
の
た
め
の
魅
力
あ
る
理
数
教
育
の
提
案
 -
調
査

を
基
に
学
び
た
い
テ
キ
ス
ト
を
-』
(仮
称
)と
し
て
20
18
年
3月
末
に
発
刊
予
定
 

内
容
(予
定
) 

第
1章
　
高
校
生
へ
の
「
教
科
に
関
す
る
意
識
調
査
」
 

第
2章
　
教
科
に
お
け
る
「
情
緒
的
で
あ
る
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
 

第
3章
　
新
し
い
物
理
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案
 

3-
1　
化
粧
品
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
光

3-
2　
占
星
術
と
天
文
学

3-
3　
君
は
E＝
m
c2
を
観
た
か

3-
4　
見
え
な
い
力
の
効
果
的
な
利
用
～
無
重
力
状
態
の
動
画
か
ら
始
ま
る
慣
性
力
の
概
念
形
成
～

3-
5　
ダ
イ
ソ
ン
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
魅
力
～
最
新
美
容
家
電
に
ま
つ
わ
る
物
理
～
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[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

日
焼
け
と
化
粧
で
光

を
学
習
 

紫
外
線
と
人
類
の
大

移
動
，
肌
の
色
，
ビ

タ
ミ
ン
Dの
物
語

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
光
の

研
究
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[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

虹
で
光
の
屈
折
を
学

習
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
様
子

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
虹
の

研
究
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[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
光

の
反
射
と
屈
折
を
学

習
 
ラ
ウ
ン
ド
・
ブ
リ
リ

ア
ン
カ
ッ
ト
と
数
学

と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

煌
め
き
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新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

惑
星
の
運
動
の
根
源
的
な
原
因
は，

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力
の
法
則

万
有
引
力
の
も
と
で
惑
星
が
太
陽

の
周
り
を
運
動
す
る
場
合
，
そ
の

運
動
が
ケ
プ
ラ
ー
の
3法
則
に
従

う
こ
と
を
証
明

ケ
プ
ラ
ー
が
経
験
則
と
し
て
打
ち

立
て
た
3法
則
を
，
万
有
引
力
の

仮
説
の
基
で
，
微
積
分
法
に
よ
り

演
繹

�

㸬
ᚤ
✚
ศ
ἲ

ࡼ
ࡿ
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࡢ
ド
᫂
࠙
Ⓨ
ᒎ

�ࠚ
ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡣ
㸪
ඛ

ぢ
ࡓ
ࡼ
࠺

ࠗ
ࣉ
ࣜ
ࣥ
࢟
ࣆ

࠘

࠾
࠸
࡚
ࡣ
⮬
㌟
ࡢ
స
ࡾ
ୖ

ࡆ
ࡓ
ᚤ
✚
ศ
ἲ
ࢆ
ṇ
㠃

ࡽ

⏝
ࡍ
ࡿ
ࡇ

࡞
ࡃ
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࢆ
ド
᫂
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
ࠋ

ࡇ
ࡇ
࡛
ࡣ
㸪
ᚤ
✚
ศ
Ꮫ
ࢆ
⏝
࠸
࡚
⌧
௦
ὶ

ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࢆ
ド
᫂
ࡍ
ࡿ
ࠋ
�

ࡲ
ࡎ
㸪
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎

ࡣ
ḟ
ࡢ
ࡶ
ࡢ
࡛
࠶
ࡗ
ࡓ
ࠋ
�

� �➨
�ἲ

�๎�
ᝨ
ᫍ
ࡣ
㸪
ኴ
㝧
ࢆ
ࡘ�
ࡢ
↔
Ⅼ

ࡍ
ࡿ
ᴃ

㌶
㐨
ࢆ
ᥥ
ࡃ
ࠋ
�

�➨
�ἲ

�๎�
ᝨ
ᫍ

ኴ
㝧
ࢆ
⤖
ࡪ
┤
⥺
ࡀ
༢


㛫

ᤲ
ࡃ
㠃
✚
ࡣ
㸪୍
ᐃ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ
�

�➨
	ἲ

�๎�
ᝨ
ᫍ
ࡢ
බ
㌿
࿘
ᮇ
�
ࡢ
�

㸪
㌶
㐨
ᴃ

ࡢ
༙
㛗
㍈
�
ࡢ
	
ࡢ
ẚ

ࡣ
㸪
ࡍ

࡚
ࡢ
ᝨ
ᫍ

ࡘ
࠸
࡚
➼
ࡋ
࠸
ࠋ
�

� ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮

ࡼ
ࡗ
࡚
ᖐ
⣡
ࡉ
ࢀ
ࡓ
ࡇ
ࢀ
ࡽ
ࡢ
⤒
㦂
๎

ࡼ
ࡗ
࡚
㸪
ᝨ
ᫍ
ࡢ
㐠
ື
ࡀ
୍
ᛂ

ࡣ
᫂
ᛌ

グ
㏙
ࡉ
ࢀ
ࡓ
ࠋ
ࡋ

ࡋ
㸪
ᝨ
ᫍ
ࡢ
㐠
ື

ᑐ
ࡍ
ࡿ
᭱
ࡶ
᰿
※
ⓗ
࡞
ཎ
ᅉ
ࡣ
ఱ
࡛

࠶
ࡿ

ࡢ
ゎ
᫂
ࡣ
㸪
ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡢ

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
ࡢ
Ⓨ
ぢ
ࢆ
ᚅ
ࡓ
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡽ
࡞


ࡗ
ࡓ
ࠋ
�

ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡢ

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
ࡣ
㸪
ḟ
ࡢ
ࡼ
࠺

㏙

ࡽ
ࢀ
ࡿ
ࠋ
�

�
㹙

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
㹛
�

ࡘ�
ࡢ
≀
య
ࡣ
㸪
ࡑ
ࡢ
┦

㊥
㞳
ࡢ
�


ẚ

ࡋ
㸪

ࡘ
ࡘ�
ࡢ
≀
య
ࡢ
㉁
㔞

ࡢ
✚

ẚ

ࡍ
ࡿ
ຊ
�ᘬ
ຊ
�࡛

࠸

ᘬ
ࡁ
ྜ
࠺
ࠋ
�

ࡍ
࡞
ࢃ
ࡕ
㸪
�
ࡘ
ࡢ
≀
య
ࡢ
㉁
㔞
ࢆ
�
㸪
�

ࡋ
㸪
�
≀
య
㛫
ࡢ
㊥
㞳
ࢆ
�㸪
ࡑ
ࡢ

㛫

ാ
ࡃ
ຊ
ࢆ


ࡍ
ࡿ

㸪
�

�
㸻

�
�
��
ࡣ

᭷
ᘬ
ຊ
ᐃ
ᩘ
࡛
㸪
���
�	
��
��
Ѹ �
� �

	 ��
�㺃
�� �
�

� ࡛
ࡣ
㸪

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ࡶ

࡛
ᝨ
ᫍ
ࡀ
ኴ
㝧
ࡢ
࿘
ࡾ
ࢆ
㐠
ື
ࡍ
ࡿ
ሙ
ྜ
㸪
ࡑ
ࡢ
㐠
ື
ࡀ
ࢣ

ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎

ᚑ
࠺
ࡇ

ࢆ
ド
᫂
ࡍ
ࡿ
ࠋ
ࡍ
࡞
ࢃ
ࡕ
㸪
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࡀ
⤒
㦂

๎

ࡋ
࡚
ᡴ
ࡕ
❧
࡚
ࡓ
ἲ
๎
ࢆ
㸪
᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
௬
ㄝ
ࡢ
ᇶ
࡛
₇
⧢
ࡍ
ࡿ
ࢽࠋ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡣ
㸪

ࡇ
ࡢ
ド
᫂
ࢆ
ᐇ
⾜
ࡍ
ࡿ
ࡇ


ࡼ
ࡾ
㸪

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
௬
ㄝ
ࡀ
ἲ
๎

ࡋ
࡚
ㄆ
ࡵ
ࡽ
ࢀ
ࡿ


ࡁ
ࡇ

ࢆ

ᙇ
ࡋ
ࡓ
ࡢ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ
�

�

㸬
ᚤ
✚
ศ
ἲ

ࡼ
ࡿ
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࡢ
ド
᫂
࠙
Ⓨ
ᒎ
ࠚ

ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡣ
㸪
ඛ

ぢ
ࡓ
ࡼ
࠺

ࠗ
ࣉ
ࣜ
ࣥ
࢟
ࣆ

࠘

࠾
࠸
࡚
ࡣ
⮬
㌟
ࡢ
స
ࡾ
ୖ

ࡆ
ࡓ
ᚤ
✚
ศ
ἲ
ࢆ
ṇ
㠃

ࡽ

⏝
ࡍ
ࡿ
ࡇ

࡞
ࡃ
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࢆ
ド
᫂
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
ࠋ

ࡇ
ࡇ
࡛
ࡣ
㸪
ᚤ
✚
ศ
Ꮫ
ࢆ
⏝
࠸
࡚
⌧
௦
ὶ

ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࢆ
ド
᫂
ࡍ
ࡿ
ࠋ

ࡲ
ࡎ
㸪
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎

ࡣ
ḟ
ࡢ
ࡶ
ࡢ
࡛
࠶
ࡗ
ࡓ
ࠋ

�➨
�ἲ

�๎
ᝨ
ᫍ
ࡣ
㸪
ኴ
㝧
ࢆ
ࡘ�
ࡢ
↔
Ⅼ

ࡍ
ࡿ
ᴃ

㌶
㐨
ࢆ
ᥥ
ࡃ
ࠋ

�➨
�ἲ

�๎
ᝨ
ᫍ

ኴ
㝧
ࢆ
⤖
ࡪ
┤
⥺
ࡀ
༢


㛫

ᤲ
ࡃ
㠃
✚
ࡣ
㸪୍
ᐃ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ

�➨
	ἲ

�๎
ᝨ
ᫍ
ࡢ
බ
㌿
࿘
ᮇ
�
ࡢ
�

㸪
㌶
㐨
ᴃ

ࡢ
༙
㛗
㍈
�
ࡢ
	
ࡢ
ẚ

ࡣ
㸪
ࡍ

࡚
ࡢ
ᝨ
ᫍ

ࡘ
࠸
࡚
➼
ࡋ
࠸
ࠋ

ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮

ࡼ
ࡗ
࡚
ᖐ
⣡
ࡉ
ࢀ
ࡓ
ࡇ
ࢀ
ࡽ
ࡢ
⤒
㦂
๎

ࡼ
ࡗ
࡚
㸪
ᝨ
ᫍ
ࡢ
㐠
ື
ࡀ
୍
ᛂ

ࡣ
᫂
ᛌ

グ
㏙
ࡉ
ࢀ
ࡓ
ࠋ
ࡋ

ࡋ
㸪
ᝨ
ᫍ
ࡢ
㐠
ື

ᑐ
ࡍ
ࡿ
᭱
ࡶ
᰿
※
ⓗ
࡞
ཎ
ᅉ
ࡣ
ఱ
࡛

࠶
ࡿ

ࡢ
ゎ
᫂
ࡣ
㸪
ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡢ

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
ࡢ
Ⓨ
ぢ
ࢆ
ᚅ
ࡓ
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡽ
࡞


ࡗ
ࡓ
ࠋ

ࢽ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡢ

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
ࡣ
㸪
ḟ
ࡢ
ࡼ
࠺

㏙

ࡽ
ࢀ
ࡿ
ࠋ

㹙

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ἲ
๎
㹛

ࡘ�
ࡢ
≀
య
ࡣ
㸪
ࡑ
ࡢ
┦

㊥
㞳
ࡢ
�


ẚ

ࡋ
㸪

ࡘ
ࡘ�
ࡢ
≀
య
ࡢ
㉁
㔞

ࡢ
✚

ẚ

ࡍ
ࡿ
ຊ
�ᘬ
ຊ
�࡛

࠸

ᘬ
ࡁ
ྜ
࠺
ࠋ

ࡍ
࡞
ࢃ
ࡕ
㸪
�
ࡘ
ࡢ
≀
య
ࡢ
㉁
㔞
ࢆ
�
㸪
�

ࡋ
㸪
�
≀
య
㛫
ࡢ
㊥
㞳
ࢆ
�㸪
ࡑ
ࡢ

㛫

ാ
ࡃ
ຊ
ࢆ


ࡍ
ࡿ

㸪

㸻
��

��
ࡣ

᭷
ᘬ
ຊ
ᐃ
ᩘ
࡛
㸪
���
�	
��
��
Ѹ �
� �

	 ��
�㺃
�� �

࡛
ࡣ
㸪

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
ࡶ

࡛
ᝨ
ᫍ
ࡀ
ኴ
㝧
ࡢ
࿘
ࡾ
ࢆ
㐠
ື
ࡍ
ࡿ
ሙ
ྜ
㸪
ࡑ
ࡢ
㐠
ື
ࡀ
ࢣ

ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎

ᚑ
࠺
ࡇ

ࢆ
ド
᫂
ࡍ
ࡿ
ࠋ
ࡍ
࡞
ࢃ
ࡕ
㸪
ࢣ
ࣉ
ࣛ
࣮
ࡢ
	ἲ
๎
ࡀ
⤒
㦂

๎

ࡋ
࡚
ᡴ
ࡕ
❧
࡚
ࡓ
ἲ
๎
ࢆ
㸪
᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
௬
ㄝ
ࡢ
ᇶ
࡛
₇
⧢
ࡍ
ࡿ
ࢽࠋ
ࣗ
࣮
ࢺ
ࣥ
ࡣ
㸪

ࡇ
ࡢ
ド
᫂
ࢆ
ᐇ
⾜
ࡍ
ࡿ
ࡇ


ࡼ
ࡾ
㸪

᭷
ᘬ
ຊ
ࡢ
௬
ㄝ
ࡀ
ἲ
๎

ࡋ
࡚
ㄆ
ࡵ
ࡽ
ࢀ
ࡿ


ࡁ
ࡇ

ࢆ

ᙇ
ࡋ
ࡓ
ࡢ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

5
2

[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

無
重
力
の
動
画
か
ら
始
め

る
慣
性
力
の
概
念
形
成
 

“O
K 
Go
”の
PV
，
ア
ポ

ロ
13
号
の
映
画
の
撮
影

方
法
を
考
え
る
 

無
重
力
を
教
室
で
作
り
出

す
た
め
の
種
々
の
実
験
を

考
え
る

࠙
⤖
ᯝ
ࠚ
ື
⏬
ࢆ
ࢫ
ࣟ
࣮

⏕
ࡍ
ࡿ

㸪
㟼
Ṇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
㛫
ࡣ
┠
┒
ࡾ
ࡀ
ῶ
ࡿ
㸪
ࡘ
ࡲ
ࡾ

≀
య
ࡢ
㔜
ࡉ
ࡀ
ῶ
ᑡ
ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡀ
ࢃ

ࡿ
ࠋ
࡞
࠾
㸪
ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡳ
㎸
ࡴ
㏿
ࡉ
ࢆ
㏿
ࡃ
ࡍ
ࡿ



┠
┒
ࡾ
ࡢ
ῶ
ᑡ
⋡
ࡀ
ቑ
ຍ
ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡸ
㸪
㏫

㟼
Ṇ
ࡋ
ࡓ
≧
ែ

ࡽ
ໃ
࠸
ࡼ
ࡃ
❧
ࡕ
ୖ

ࡀ
ࡿ

ࡁ
ࡣ
㸪
≀
య
ࡢ
㔜
ࡉ
ࡀ
ቑ
ຍ
ࡍ
ࡿ
᪉
ྥ

┠
┒
ࡾ
ࡀ
ኚ

ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡀ
☜
ㄆ
࡛
ࡁ

ࡿ
ࠋ
�

�
ྎ
ࡤ

ࡾ
ࢆ
ᣢ
ࡗ
ࡓ
ࡲ
ࡲ
ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡴ
�

ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡴ
๓
�

ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
㏵
୰
�

� �
�㸬
័
ᛶ
ຊ
ࡀ

࠼
ࡿ
య
㔜

ࡢ
ᙳ
㡪
�

�
ࠥ
ࢸ
ࣞ
ࣅ
␒
⤌

ᐤ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
ࠕ
࡞
ࡐ
㸽
ࠖ
ࢆ
ྲྀ
ࡾ
ୖ
ࡆ
ࡿ

�ࠥ
ᐇ
㦂
�
㛵
㐃
ࡍ
ࡿ
ෆ
ᐜ

ࡋ
࡚
㸪
��
�

ᖺ
��
᭶
㸵
᪥
ᨺ
㏦
ࡢ
ࢸ
ࣞ
ࣅ
␒
⤌
ࠕ
᥈
ഄ

ࢼ

ࢺ
ࢫ
ࢡ
࣮
ࣉ
ࠖ

࠾
࠸
࡚
ᢅ
ࢃ
ࢀ
ࡓ
ࠕ
Ἀ
⦖

⾜
ࡅ
ࡤ
య
㔜
ࡀ
ῶ
ࡿ
��ࠖ

࠸
࠺
㢟

ᮦ
ࡀ
࠶
ࡿ
ࠋ
␒
⤌

ᐤ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
౫
㢗
ࡣ
㸪
ḟ
ࡢ
ෆ
ᐜ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ
�

ࠕ
ጒ
ࡀ
㟼
ᒸ

ࡽ
ឡ


༡
ୗ
ࡍ
ࡿ

య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ

ゝ
࠺
ࠋ
ࡑ
ࢀ
࡞
ࡽ
ࡤ
㸪
᪥

ᮏ
ࡢ
᭱

➃

ࡽ
᭱
༡
➃

⛣
ື
ࡍ
ࡿ

㸪ࡉ
ࡽ

య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ
ࡢ
࡛
ࡣ
࡞
࠸

㸽
�ࠖ

ࡇ
ࡢ
ၥ
࠸
ࢆ
᳨
ド
ࡍ
ࡿ
᪉
ἲ
ࢆ
⪃
࠼
ࡼ
࠺
ࠋ
�

㹙
ၥ
�㹛
�
␒
⤌

ࡼ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
㸪
య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ
ࡇ

ࡢ
ཎ
ᅉ

ࡋ
࡚
㸪

ࡢ
ࡼ
࠺

࡞
ࡇ

ࡀ
⪃
࠼
ࡽ
ࢀ
ࡿ

㸽
��

�

ᅗ
	�
ᐇ
㦂
ࡢ�

࣓
࣮
ࢪ
ᅗ
�

࠙
⤖
ᯝ
ࠚ
ື
⏬
ࢆ
ࢫ
ࣟ
࣮

⏕
ࡍ
ࡿ

㸪
㟼
Ṇ
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
㛫
ࡣ
┠
┒
ࡾ
ࡀ
ῶ
ࡿ
㸪
ࡘ
ࡲ
ࡾ

≀
య
ࡢ
㔜
ࡉ
ࡀ
ῶ
ᑡ
ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡀ
ࢃ

ࡿ
ࠋ
࡞
࠾
㸪
ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡳ
㎸
ࡴ
㏿
ࡉ
ࢆ
㏿
ࡃ
ࡍ
ࡿ



┠
┒
ࡾ
ࡢ
ῶ
ᑡ
⋡
ࡀ
ቑ
ຍ
ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡸ
㸪
㏫

㟼
Ṇ
ࡋ
ࡓ
≧
ែ

ࡽ
ໃ
࠸
ࡼ
ࡃ
❧
ࡕ
ୖ

ࡀ
ࡿ

ࡁ
ࡣ
㸪
≀
య
ࡢ
㔜
ࡉ
ࡀ
ቑ
ຍ
ࡍ
ࡿ
᪉
ྥ

┠
┒
ࡾ
ࡀ
ኚ

ࡍ
ࡿ
ࡇ

ࡀ
☜
ㄆ
࡛
ࡁ

ࡿ
ࠋ

ྎ
ࡤ

ࡾ
ࢆ
ᣢ
ࡗ
ࡓ
ࡲ
ࡲ
ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡴ

ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࡴ
๓

ࡋ
ࡷ
ࡀ
ࢇ
࡛
࠸
ࡿ
㏵
୰

�㸬
័
ᛶ
ຊ
ࡀ

࠼
ࡿ
య
㔜

ࡢ
ᙳ
㡪

ࠥ
ࢸ
ࣞ
ࣅ
␒
⤌

ᐤ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
ࠕ
࡞
ࡐ
㸽
ࠖ
ࢆ
ྲྀ
ࡾ
ୖ
ࡆ
ࡿ
ࠥ

ᐇ
㦂
�
㛵
㐃
ࡍ
ࡿ
ෆ
ᐜ

ࡋ
࡚
㸪
��
�

ᖺ
��
᭶
㸵
᪥
ᨺ
㏦
ࡢ
ࢸ
ࣞ
ࣅ
␒
⤌
ࠕ
᥈
ഄ

ࢼ

ࢺ
ࢫ
ࢡ
࣮
ࣉ
ࠖ

࠾
࠸
࡚
ᢅ
ࢃ
ࢀ
ࡓ
ࠕ
Ἀ
⦖

⾜
ࡅ
ࡤ
య
㔜
ࡀ
ῶ
ࡿ
��ࠖ

࠸
࠺
㢟

ᮦ
ࡀ
࠶
ࡿ
ࠋ
␒
⤌

ᐤ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
౫
㢗
ࡣ
㸪
ḟ
ࡢ
ෆ
ᐜ
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ

ࠕ
ጒ
ࡀ
㟼
ᒸ

ࡽ
ឡ


༡
ୗ
ࡍ
ࡿ

య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ

ゝ
࠺
ࠋ
ࡑ
ࢀ
࡞
ࡽ
ࡤ
㸪
᪥

ᮏ
ࡢ
᭱

➃

ࡽ
᭱
༡
➃

⛣
ື
ࡍ
ࡿ

㸪ࡉ
ࡽ

య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ
ࡢ
࡛
ࡣ
࡞
࠸

㸽
ࠖ

ࡇ
ࡢ
ၥ
࠸
ࢆ
᳨
ド
ࡍ
ࡿ
᪉
ἲ
ࢆ
⪃
࠼
ࡼ
࠺
ࠋ

㹙
ၥ
�㹛

␒
⤌

ࡼ
ࡏ
ࡽ
ࢀ
ࡓ
㸪
య
㔜
ࡀ
㍍
ࡃ
࡞
ࡿ
ࡇ

ࡢ
ཎ
ᅉ

ࡋ
࡚
㸪

ࡢ
ࡼ
࠺

࡞
ࡇ

ࡀ
⪃
࠼
ࡽ
ࢀ
ࡿ

㸽

ᅗ
	
ᐇ
㦂
ࡢ�

࣓
࣮
ࢪ
ᅗ

87



N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er

si
ty

5
3

[3
]
新
し
い
テ
キ
ス
ト
・
副
読
本
の
提
案

ダイ
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ン
社
の
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イ
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と
流
体

力
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る
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大
学
入
試
あ
る
い
は
研
究
者
養
成
に
収

斂
し
て
い
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
な
く
 

文
理
の
区
別
な
く
 

生
徒
が
良
き
市
民
と
し
て
育
つ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
創
造
が
必
要

し
か
し
，
広
く
浅
く
で
は
失
敗
す
る
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『
31
文
字
の
中
の
科
学
』
松
村
由
利
子
(N
TT
出
版
) 5

5

Θ Ε ͷ  ͷ ࠷  ৽ ͠ ͖ ͱ ͜ Ζ ࡲ Γ ই ʹ

ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ळ ͷ  ͷ  ͨ Γ Λ Γ

܀  ژ ࢠ ứ Ն ͷ ͏ ͠ Ζ Ừ 	 ཧ ֶ ෦ ੜ   ཧ ֶ Պ ग़  


ࠓ  ܅ ͱ  ͕ ߹ ͍ · ͠ ͨ ࢦ ઌ ʹ

ɹ ɹ ɹ ɹ Ξ η ν ϧ ί Ϧ ϯ ͕ ͨ · Δ ؾ ͕ ͠ ͨ
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[4
]
女
子
の
感
性
に
訴
え
る
授
業

科
学
を
短
歌
で
詠
い
 

　
短
歌
で
科
学
を
考
え
る
 

　
　
そ
ん
な
科
学
の
授
業
を
創
る
夢
･･
･

5
6
5
6
5
6
5
6
5
6

･

͓ ͦ Β ͘  ࠓ  Ӊ  Λ  Γ Ώ ͘

ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ɹ ೋ ͭ ͷ ޫ ɹ ਫ Ϯ Լ α Π
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ST
EM
か
ら
ST
EA
M
へ

ST
EM

 S
ci
en
ce
,  

 T
ec
hn
ol
og
y, 
 

 E
ng
in
ee
rin
g,
 

　
an
d 
 

M
at
he
m
at
ic
s

ST
EA
M

 S
ci
en
ce
,  

 T
ec
hn
ol
og
y, 
 

 E
ng
in
ee
rin
g,
 

Ar
ts
, 

　
an
d 
 

M
at
he
m
at
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s

N
a

ra
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o
m
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's
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n
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er
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ty

58

[4
]
ST
EM
か
ら
ST
EA
M
へ

ST
E
M

A
rt
s

客
観
的

主
観
的

論
理
的

直
観
的

分
析
的

感
覚
的

再
現
可
能

個
人
に
結
び
つ
く
(独
特
)

有
用

あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
(取
る
に
足
ら
な
い
)

一
般
に
，
ST
EM
と
Ar
ts
の
関
係
は
，
下
の
表
の
よ
う
に
「
反
対
」
で

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。

N
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ra
 W

o
m
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n

iv
er
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ty

5
9

[4
]
ST
EM
か
ら
ST
EA
M
へ

芸
術
も
科
学
も
創
造
的
で
あ
る
点
で
は
同
様
 

芸
術
が
認
知
的
な
能
力
(コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
)を
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
近
年
，
脳
科
学
に
お
い
て
証
明
さ
れ
て
き
て
い
る
 

過
去
で
は
，
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

た
ち
が
，
芸
術
と
科
学
の
あ
い
だ
に
境
界
が
な
い
こ
と
を
体
現
 

芸
術
(音
楽
，
詩
，
短
歌
，
俳
句
，
演
劇
，
ダ
ン
ス
，
絵
画
な
ど
)

に
親
し
む
こ
と
は
，
観
察
力
を
鍛
え
る
，
文
脈
の
中
で
考
え
る
，

脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
伸
長
さ
せ
る
 

科
学
に
お
け
る
創
造
的
な
基
盤
を
作
る

N
a

ra
 W

o
m

en
's

 U
n

iv
er
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ty
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[4
]
ST
EM
か
ら
ST
EA
M
へ

理
数
の
授
業
に
芸
術
を
取
り
込
む
(In
te
gr
at
e)

短
歌
・
俳
句

で
学
習
内
容

を
表
現

創
作
劇
で
概

念
や
人
物
を

表
現

粘
土
で
細
胞

の
3次
元
モ

デ
ル
を
作
成

ST
EM
を
駆

使
し
た
PV

(プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
)

動
く
彫
刻
で

力
学
・
光
を

理
解
し
表
現
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ࡍ┠ὀྜ⤖ࡿࡀ࡞ࡘࡽ୰ᚰཎᏊۻ

ከ㠃యࠕࡿ ࠋࡿࡍㄆ☜ࢆࡍ࡞ࡳࠖ

㸦⌫Წࣔࣝࢹ㟁Ꮚ㞼ࣔࡢࣝࢹ࠸

ศࡅ㸧

ᴟᏊ࣮࣓ࣔࡽ࠸㐪ࡢ㟁Ẽ㝜ᛶᗘە

ࠋࡿࡏࡉฟ࠸ᛮࢆࡇࡿࡌ⏕ࡀࢺࣥ

ᶍᆺ⌮↓ࢆṍࠋࡿࡏࡲᏳᐃᵓ㐀ࡣ

ࠋࡇࡢ⨨࠸పࡀែ≦࣮ࢠࣝࢿ࢚

ࡢཎᏊ౯Ẇ㟁ᏊᑐⓎ๎㸦VSEPR㸧ە

ᇶᮏⓗ⌮ゎࠊࡵࡓࡢ㢼⯪ࢆぢࠋࡿࡏ

↓ࡀࣥࢱ࣓ۻ

ᴟᛶࢽࣔࣥࠊ

࣭ Ỉࡀᴟᛶศ

Ꮚ࡛ࡇࡿ࠶

ࠋࡿࡍゎ⌮ࢆ

㸦⼥ྜ㸧

ᒎ

㛤�

㸯�

�

�

���
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㸰㸬࣮ࢠࣝࢿ࢚ィ⟬ࡢ࡚ࡋศᏊࣔࣥࣜࢹ
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⪄ࢆศᏊ㌶㐨࡚ࡋࡾ࡞㔜ࡢཎᏊ㌶㐨ە

ࡣཎᏊ㌶㐨ࠋࡿ࠼ s㌶㐨ࠊp㌶㐨ࠊd

㌶㐨ࠋࡿ࠶ࡀ࡞C, N, OཎᏊ࡚࠸ࡘ

㸪2s, 2p3࡚࠸࠾እẆ㸦LẆ㸧᭱ࠊࡣ

ศᏊ㌶㐨ࡽΰᡂ㌶㐨ࡢࡽࢀࡇࠊࡾ࠶ࡀ

ࠋࡿࢀࡉࢪ࣮࣓ࡀᙧࡢࡑࡼ࠾࠾ࡢ

ࠋࡿ࠶࡛⩦᪤ࠊࡣ࡚࠸ࡘཎᏊ㌶㐨ە

LẆ㸻{ 2p, 2pxە ,2py ,2pz }

sp3ΰᡂ㌶㐨=2ss2pxs2pys2pzۻ

㸦ࣝࢺࢡ࣋ࡽṇᅄ㠃య㸧

ᒎ

㛤�

㸰�

�

�

���

ศ�

ࡁ㛤ࢆ㹎㹁ࢺ࣮ࣀͤ winmostarࢆ㉳ືࡉ

ࠋࡿࡏ

ࠋࡿࡍㄝ᫂ࢆᇶᮏ᧯సە

ͤ⏬㠃ୖỈศᏊࢆసࠋࡿࡳ࡚ࡗ

)3ḟඖᗙᶆە , ,x y z ศᏊෆᗙᶆ(

㸦Z-matrix㸧࡚࠸ࡘㄝ᫂ࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡏࡉㄆ☜ࢆస᧯࡛࣮ࣥࣜࢡࢫە

࣭2ḟඖࡢᅗࡽ࡚࠸ࢆධຊࠋࡿࡍ

ࡏࡉㄆ☜ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡢィ⟬⤖ᯝە

ࠋࡿ

ᗙᶆࡢཎᏊۼ

࢙࢘ࢺࣇࢯࢆ

ࡁධຊ࡛

ࠋࡿ

㸦▱㆑࣭⌮ゎ㸧
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ࠋࡿࡏࡉ

ͤ⤖ᯝࢆ☜ㄆࠊ࡚ࡋᴟᛶࠋࡿࡍ♧⾲ࢆ
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�ࡵ

�

���

ศ�

ࢆศᏊ㌶㐨ࡸ㸧ࣝࢹ㟁Ꮚ㞼㸦✵㛫ሸࣔە

ࠊࣝࡋ♧⾲ ☜࡚ࡵᨵࢆ㛵㐃ࡢᵓ㐀ࢫ

ㄆࠋࡿࡍ

ͤC60ࢆࣝࣇࣝࣉࣥࢧࡢ㛤ࠋࡿࡳ࡚࠸

࡛࣮ࣛࣟࣉࢫࢡ࢚ࢆࣝࣇධฟຊە

☜ㄆࠋࡿࡏࡉ

ࠋࡿࢀゐ㈹ཷ㈹Ṕ࣮ࣝ࣋ࣀە

�

➨㸰�ᮏ��

� Ꮫ⩦άື� ᣦᑟୖࡢ␃ពⅬ� ホ౯ࡢほⅬ�

ᑟ

ධ�

�

���

ศ

㸯㸬㔜⤖ྜࠊ࡞≉Ṧ࡞ሙྜࡢ⪃ᐹ�

�ᙧ㸽ࡢCO2ۑ CH4ࡌྠཎᏊ㌶㐨㸽

ͤCO2ࡢᙧࢆ㹎㹁࡛☜ࠋࡿࡵ

㸽ࡿ࡚ࡗ࡞࠺ࡣࡾ࿘ࡢCཎᏊۑ

ΰᡂ㌶㐨ࠕە ࡍㄝ᫂ࢆࠖྜ⤖Ȫ㸭ȧࠕࠖ

ㄝ࡚࠸ࡘsp2ΰᡂ㌶㐨ࠊspΰᡂࠋࡿ

᫂ࠊࡋ㔜⤖ྜ୕ࠊ 㔜⤖ྜࠋࡿࡍ⌮ᩚࢆ

ᒎ

㛤�

㸯�

�

�

���

ศ

㸰㸬ཎᏊ౯࠼⪄ࡢ᪉�

ͤO3ࠊ࡚࠸ࡘᵓ㐀ᴟᛶࢆணࠋࡿࡍ

ṇ୕ゅᙧࠕ̿ ⥺┤ࠕࠖ 㸽ࠖ⥺ࢀᢡࠕࠖ

ͤ㹎㹁࡛ᥥ⏬ࠊィ⟬ࢆᐇ⾜ࠊࡋᵓ㐀㸦ᢡࢀ

⥺㸧ࠋࡿࡵ☜ࢆ

ࠋࡿࡍゎ⌮࡚࠸ࡘඹ㬆ᵓ㐀ࠖࠕە

ሙࡿ࡞࠸㛫㐪ࡿ࠼⪄ࡽཎᏊ౯ە

ࠋࡿࡍ⤂ࢆࡇࡿ࠶ࡶྜ

ͤṇ୕ゅᙧ࡚ࡋ࣒࣐ࢽ࣑࣮ࣝ࢝ࣟࡶ

ᡂ❧್ุ᩿࡛ࡢ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠊࡵࡓࡿࡍ

ࠋࡿࡍ

ࡀࡇࡿ࡞ᩘ「ࡀ᪉ࡁ᭩ࡢᵓ㐀ᘧە

Ᏻᐃᛶࡢᵓ㐀ࠊࡀࡿࡍㄆ☜ࢆࡇࡿ࠶

ࠋ࠸࡞ࡋࡾධ῝ࡣ࡚࠸ࡘ

⩦Ꮫ௨๓ۼ

ࡢཎᏊ౯ࡓࡋ

▱㆑ࡇࡑࠊ

▱ࡓࡗࡀᗈࡽ

㆑ࠊ࡚ࡏࢃྜࢆ

㌶㐨ࡢᙧࢆ᥎

ᐃࠋࡿࡍ㸦㛵

ᚰ࣭ ពḧ࣭ ែᗘ㸧

ᒎ

㛤�

㸰�

�

���

ศ

ࢆCۑ Sኚࡓ࠼ SO2ࡢᙧࡿ࡞࠺ࡣ㸽

� � ᙧࠖ㸽⥺┤ࠕ̿

ͤSO2 ࠊɔ࡚࠸ࡘ 㐀ᴟᛶࢆணࠋࡿࡍ

ͤ㹎㹁࡛ᥥ⏬ࠊィ⟬ࢆᐇ⾜ࠊࡋᵓ㐀(ᢡࢀ

ࠋࡿࡵ☜ࢆ(⥺

➨ཎᏊ㸦࡞ࡁە 3࿘ᮇ௨㝆㸧 4㓄

௨ୖࡢᙧࡾ࠶ࡶᚓࡇࡿゐࠋࡿࢀ
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� CO2ۑ  SO2 㸽ࡣ⏤⌮࠺㐪ࡀᙧࡢ

ͤ୰ᚰཎᏊ㸦ࡧࡼ࠾࿘ᅖࡢ⤖ྜཎᏊࡽ᮶

ࠋࡃẼ࡙࠸㐪ࡢ㟁Ꮚᩘྜ⤖ࡢ㟁Ꮚ㸧ࡿ

ᑟࢆࡇࡘ❧ࡾᡂࡀ㟁ᏊᑐⓎࠖࠕە

ࠋࡿࡏ

ᒎ

㛤�

㸱�

�

���

ศ

㸱㸬Ⓨᒎㄢ㢟�

ͤPCl5ࡧࡼ࠾ SF4ࠊ࡚࠸ࡘᵓ㐀ࢆண

ࠋࡿࡍ

ͤᐇ㝿ࡢศᏊࡢᙧ㸦୕᪉୧㗹ᙧ࣮ࢯ࣮ࢩࠊ

ᙧ㸧ࢆ☜ㄆࠋࡿࡍ

ࡿ࠶ᴟᛶศᏊ࡛ࡣSF4ࠊᴟᛶ↓ࡣPCl5ە

ࠋࡿࡍࢺࣥࣄࢆࡇ

ᙧᡂࡀศᏊࡿࡂ㐣࠸㐪ࡀᮇᗙᶆึە

ึࠊࡣሙྜ࠸࡞࠸ࡃࡲ࠺ࠋ࠸࡞ࢀࡉ

ᮇᵓ㐀ࡢ᥎ᐃࠋࡿࡏࡉ┤ࡾࡸࢆ

ศ3ḟඖۻ

Ꮚෆᗙᶆࢆ

ࡋṇ࡚ࡅศ࠸

ࢆᮇᵓ㐀ึࡃ

ධຊ࡛ࠋࡿࡁ

㸦⼥ྜ㸧
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㟁ᏊᑐⓎ๎࡛ࠖࠕࡶࠊ࡚࠸ࡘྜ

ண࡛ࢆࡇࡿࡁ☜ㄆࠋࡿࡍ

ᴟᛶࠕە ࣮ࢠࣝࢿ࢚ྜ⤖ࠕࠖ 㸦࣮ࠖࢠࣝࢿ࢚

ᅛ᭷್㸧ࢆ☜ㄆࠊࡋィ⟬Ꮫࡢ⏝᪉ἲ

ࠋࡿࢀゐ

ඹ࡛ࡲࡃ࠶ࠊࡣᴫᛕ࠺࠸㟁Ꮚᑐࠖࠕە

᭷⤖ྜࣝࢹࣔࢆࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ

ᮍ▱ࡢᵓ㐀ࢆ᥎ᐃࡣࡵࡓࡿࡍ᭷ຠ

ࠋࡿࡍࡇࡿ࠶࡛

ࠋࡃ࠾࡚ࢀゐᛶ⬟ྍࡢィ⟬Ꮫە
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᥈✲ㄢ㢟ࢆඹ᭷ࠋࡿࡍ

ศᏊືຊᏛ࣭ࠖࠕ࣭ࠖ⟭ィࡢከศᏊࠕ̿

࡞ᛂᶵᵓࠖࠕ

ࠊࡏࡉࡆᣲࢆ࣐࣮ࢸࡿ࠶ࡢ⯆ಶูە

ࠋࡍ♧ࢆලయࡾ㝈࡞⬟ྍ

࣭㧗ศᏊ㸦ࢡࣃࣥࢱ㉁࡞㸧

࣭ࡢ⤖ 㸦ྜ㓄⤖ྜࠊỈ⣲⤖ྜ࡞㸧

ゎ⌮ࡢ

࣭㔠ᒓཎᏊࡴྵࢆᵓ㐀ࠊ⤖ᬗ

࣭ᑟ㟁ᛶ㧗ศᏊ� � � � � � � ࡞

ᒎ

㛤�
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���
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ͤ⯆ࡿ࠶ศ㔝࡛ࠊᏛィ⟬ࡀᛂ⏝࡛ࡿࡁ

ࠊࣞ࠼⪄ࢆ࣐࣮ࢸ ᐇࠋࡿࡵࡲࢺ࣮࣏

ࠋ࠸࡞ࢃၥࡣྰྍ⾜

ᩍᖌ⏝㹎㹁ࠊࡌᛂࢺࢫ࢚ࢡࣜࡢᚐ⏕ە

ࢆ㠃⏬ࠊ࠸⾜ࢆ⣴᳨ࢺࢵࢿ࣮ࢱ࡛ࣥ

యࠋࡿࡍ♧⾲

⟭Ꮫィۼ

ࠊࡕᣢࢆ㛵ᚰࡢ

ㄢ㢟ࢆタᐃࡍ

㸦㛵ᚰ࣭ពࠋࡿ

ḧ࣭ែᗘ㸧
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ࠋࡿࡍ⌮ᩚࢆࡇࡔࢇᅇᏛە

ࠋࡿࡍᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥͤ

�
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��㸬⌮ᩘ⼥ྜࡢほⅬᚋࡢᒎ㛤࡚࠸ࡘ�

� ᏛᩘᏛࠊ࡚࠸࠾ྜ⼥ࡢᏛ࡛ᇶᮏࡿ࡞ศᏊࠕࡀṇᅄ㠃యࠖ୕ࠕࡸゅ㗹ࠖࡓࡗ࠸ᙧࡇࡘࡶࢆ

ࡢࡽᏛᩘࠋࡓࡋウ᳨ࢆసᡂࡢᩍᮦ࡞ⓎᒎⓗࠊࡋⓎ࠸࡞ࢀࡽࡅ㛵㐃㛫ᅗᙧ✵ࡪᏛ࡛Ꮫᩘࠊࢆ

ࡣ࡛ࡅࡔ3ḟඖᗙᶆࠊ㝿ࡿ࠼⪄ࢆ⨨㛫㓄✵ࡢཎᏊࠊࡵࡓࡿ࠸࡚࠸⏝ࢆ㸦ෆ✚㸧ࣝࢺࢡ࣋ࠊࡣ࡛ࢳ࣮ࣟࣉ

⤖㛗ྜ⤖ࠊࡤࢀ࠸⏝ࢆศᏊෆᗙᶆࠋࡓ࠼⪄ࡿ࠶㔜せ࡛ࡀᶆグࡿࡼศᏊෆᗙᶆ㸦Z-matrix㸧ࠊࡃ࡞

ྜゅࢆ᫂♧ⓗᣦᐃࡋㄞᩘࠊࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿྲྀࡳᏛࡢ㛵㐃ࡾࡼࡶ᫂ࠋࡿ࠶࡛ࡽࡿ࡞ࡽ

3ḟඖⓗࠊ࡞ᬗ⤖࡞ࡲࡊࡲࡉࡸ㧗ḟᵓ㐀ࡢ㧗ศᏊࠊࡎࡽ㝈ࣥ࢜ࡸศᏊࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫࠊࡓࡲ

ᗈࢆࡾࡀᣢࡘ≧ែࡿ࠼⪄ࢆሙ㠃ࠊࡾ࠶ࡶ❧యࡢぢ᪉ࡣࡇࡿࡍ⇍⩦㔜せ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶

� 㟁Ꮚ㌶㐨ゐ୍ࠊࡵࡓࡿࢀ㐃ࡢᤵᴗඛ❧ࠊ࡚ࡗ⡆༢㔞ᏊຊᏛࡶゐࡿࢀᚲせࠋࡓࡗ࠶ࡀගࡢ྾࣭ᨺ

ฟࡽ㟁Ꮚࡀ㐃⥆࡞≧ែࢆᣢࠊࡓࡲࠊࡇࡿࢃࡀࡇࡘ㟁Ꮚ⢏ᏊᛶἼືᛶࡢ୧᪉ࡿࡏࢃྜ࠼⪄ࢆ

㧗ࠋࡿ࡞㔜ࡶ㡿ᇦࡢ⌮≀㧗ᰯࡣ࡚ࡋෆᐜࠊࡀࡓࡋㄝ᫂ࢆ࡞ࠊࡇࡿࢀࡉᥦࡀᶍᆺ࣮࣎ࡽࡇ

ᰯᏛ࡛Ⓨᒎⓗ㔞ᏊຊᏛࡢ⌮≀ࠊࡤࢀ࠶࡛ࡢ࠺ᢅࢆᢸᙜ⪅ᤵᴗࠊ࡞࠺ࡽࡶ࡚ࡋࢆᩍ⛉ෆ࡛ࡢ༠ຊࡶ

㐍ࠋࡿ࠼⪄࠸ࡼࡤࢀࡅ࠸࡚ࡵ

�

��㸬ィ⟬ᏛࢆᏛࡢᤵᴗ࡛ᐇ࡚࠸ࡘࡇࡿࡍ�

� ࠊྛࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉᐃࡣࡇࡿࡍ⏝ࢆᏛᩍᐊ࡛㹎㹁ࠊ⯡୍ Ꮫᰯࡢᐇែ࡚ࡏࢃྜ㹎㹁ᩍᐊࢆά⏝

ࡿࡏࢃ⾜ࢆ⟭ィࠊࡇࡿ࠶㠀ຊ࡛ࡣ࠺⾜ࢆ⟭ィࡀᮎ➃ࡢ㹎㹁ᩍᐊࡣᮏᰯ࡛ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸧࠸࡞ࡁ࡛⥆᥋㸦እ㒊ࣝ࢝Ꮫᩍᐊ࡛࣮ࣟࠊࡽࡇࡿ࠶ቃ࡛⎔(࠸࡞ࡁ࡛⥆᥋)࠸࡞ࡀࣂ࣮ࢧࡢࡵࡓ

↓⥺ LANࡢ⎔ቃࠋࡓ࠼ᩚࢆ⏕ᚐࡀ⏝ࠊࡣࣥࢥࢯࣃࢺ࣮ࣀࡓࡋඹྠ◊✲ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆዉⰋዪᏊᏛ⌮⣔

ዪᛶᩍ⫱㛤Ⓨඹྠᶵᵓࢆࡢࡶࡢ⏝ࡓࡋ㸦Windows10㸭64bit∧㸧ࠋ

� ࢫࣟࢡ♫ᰴᘧࡣ᪥ᮏ࡛ࠊࡣWinmostar㸦Ver.8.0㸧ࡓ࠸⏝ࢢࣥࣜࢹศᏊࣔࠊ࡚࠸ࡘ࢙࢘ࢺࣇࢯ

ࢆ⟭Ꮫィࠋࡓࡋᚓྲྀࢆࢫࣥࢭࣛ∧⏕Ꮫࡢൾ↓ࡣᅇࠊࡀࡿ࠶ᕷ㈍ရ࡛ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㈍ࡽࢸࣜࣅ

ࡸ㸦MOPAC2016࢙࢘ࢺࣇࢯࡓࡗ⾜ GAMESS-64㸪Firefly㸧ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡣ㏻࡚ࡋ↓ൾ࡛ධᡭࠋࡓࡋ

��㸬ཧ⪃㈨ᩱ�

� ࣭ᖹᑿබᙪ㸪Ṋḟᚭஓ㸪ࠗ ᪂∧ࡿࡁ࡛ࡄࡍ㔞ᏊᏛィ⟬ࣝࣗࢽ࣐ࢬ࣮ࢼࢠࣅ 㸪࠘ㅮㄯ♫ (2015) 

࣭⏣ಟྖ㸪ࠗ ศᏊ㌶㐨ἲ㹼ᐃᛶⓗMOἲ࡛Ꮫࡿ࠼⪄ࢆ 㸪࠘ᮾிᏛฟ∧ (2017) 

� ࣭బࠎᮌኵ㸪ࠗ ゎ㹼㔞ᏊᏛ⌮㏿᭱ࡢࡽࣟࢮ 㸪࠘(2017) ♫ࢼࣟࢥ 

࣭㜿㒊ṇ⣖㸪ࠗ ∧ึ)㔞ᏊᏛ࠘ࡪᏛ࡚ࡵࡌࡣ 18ๅ)㸪ᇵ㢼㤋 (2017) 

࣭⣽▮ኵ㸪ࠗ ᵓ㐀Ꮫࡢ࡚ࡵࡌࡣ 㸪࠘(2017) ♫࣒࣮࢜ 

࣭㰺⸨ᖾ୍㸪ࠗ 㧗ᰯ⌧ሙ࡛ศᏊࡢᵓ㐀࠺ࢆᩍࡿ࠼ ̿ 㧗ᰯ 3 ᖺ㛫ࡢᤵᴗࢆ㏻࡚ࡋ 㸪࠘Ꮫᩍ⫱㸪

65ᕳ 9ྕ㸪pp. 432㹼435 (2017) 

ͤᅇ⏝ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࢙࢘ࢺࣇࢯࡓࡋ௨ୗࢆࢡࣥࣜࡢཧ↷ࠋ࠸ࡓࢀࡉ

ᥥ⏬ Winmostar㸦᪥ᮏㄒ㸧 http://winmostar.com/jp/index.php 

ィ⟬ MOPAC2016 http://openmopac.net/ 

GAMESS http://www.msg.chem.iastate.edu/index.html

Firefly http://classic.chem.msu.su/gran/gamess/index.html
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ᩘ� Ꮫ� ⛉� � Ꮫ� ⩦� ᣦ� ᑟ� �

��

ᤵᴗ⪅� ᩘᏛ⛉� ᕝཱྀ� ៅ�

�

㸯㸬᪥� � � � � � ᖹᡂ 30ᖺ 2᭶ 14᪥(Ỉ)� 1㝈� 8㸸45㸫9㸸50 

�

㸰㸬Ꮫ⣭� � � � � � 5ᖺ⌮⣔Șㅮᗙ㑅ᢥ⪅� � ⏨Ꮚ 13ྡ� ዪᏊ 14ྡ� � ィ 27ྡ�

�

㸱㸬ᩍᐊ� � � � � � 5ᖺ A⤌� ᬑ㏻ᩍᐊ�

�

㸲㸬⛉┠࣭༢ඖ� � � ᩘᏛ䠞� �ࠖࣝࢺࢡ࣋㛫✵ࠕ

�

㸳㸬༢ඖ┠ᶆ�

� � � ᖹ㠃ࡢࣝࢺࢡ࣋ᴫᛕࢆ 3 ḟඖ✵㛫ᣑᙇࡵࡌࡣࠋࡿࡍᗙᶆ✵㛫㛵ࡿࡍᏛ⩦ࠊ࠸⾜ࢆ✵㛫ෆ

ᗄఱྠࠊࡘࡘࡋẚ㍑ሙྜࡢᖹ㠃ࠊࡣ࡚࠸ࡘᴫᛕࡢࣝࢺࢡ࣋㛫✵ࠋࡿࡍゎ⌮࡚ࡋ㛵Ⅼࡢ

ⓗ⫼ᬒࡽࡀ࡞ࡳࡘࢆ⌮ゎࠋࡿࡍ✵㛫ࠊࡶ࡚࠸ࡘࣝࢺࢡ࣋ᡂศ⾲♧ෆ✚࠺࠸ᇶᮏᴫᛕࢆ⋓

ᚓࠊࡋ✵㛫ᅗᙧࡢ⌮ゎᛂ⏝ࡿࡍጼໃࢆ㌟ࠊࡽࡉࠋࡿࡅࡘⓎᒎࠊ࡚ࡋ✵㛫ෆࡸ⥺┤ࡢᖹ㠃ࠊ

⌫㠃ࣝࢺࢡ࣋ࢆ࡞᪉⛬ᘧࠊࡋ⌧⾲ࡾࡼᗄఱࡢၥ㢟ᛂ⏝ࠋࡿࡍ

�

㸴㸬㢟ᮦほ�

� ᴫᛕ࡞㔜せ࡚ࡵࢃࡁ࡚࠸࠾⯡Ꮫᢏ⾡⛉ࠊ࡞ᕤᏛࡸᏛ⌮≀ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔᏛᩘࡣࣝࢺࢡ࣋

࠺࠸ࡁྥࡉࡁࡣࣝࢺࢡ࣋ࠋࡿ࠶࡛ 2 ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ᢅࡾྲྀ࡚ࡋ㇟ᑐࡢࡘ㸯ࢆሗࡢࡘ

₇⟬つ๎ࡀ⡆࡛᫂ࡵࡓࡿ࠶ᛂ⏝⠊ᅖࡀᗈࠊࡓࡲࠋ࠸ᗄఱⓗ࡞ᑐ㇟ࢆ௦ᩘⓗつ๎࡚ࡗ๎⪃ᐹࠊฎ

ࡢ᭷⏝ᛶࡢࣝࢺࢡ࣋ࡶࡇࡿࡁ࡛⌮ 1 ࡼ㑏 ࡢ௦ᩘⓗᡭἲ⪄ᗄఱⓗᛮ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ

ࡢ㢟ᮦࡿࡁ࡛ࡢࡇ࠺⾜ࢆ⪄ᛮ࡞ከᵝࠊࡋᚓ⋓ࢆどⅬ࡞ከゅⓗࡀᚐ⏕ࠊࡾ 1 ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠶࡛ࡘ

ࡢࣝࢺࢡ࣋ࠊࡃᙉࡶ㛵㐃ࡢ┦ࡣ⣲ᩘᖹ㠃「ࠊࣝࢺࢡ࣋ࠊ᪉⛬ᘧᅗᙧࠊ࡚ࡋ㢟ᮦ࡞࠺ࡼࡢࡇ

ᇶᮏⓗᴫᛕࢆ⌮ゎࠊࡋᅗᙧࡢㅖᛶ㉁ࠊ⌧⾲࡚࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ࡚࣋࠸ࡘ⌮ゎࡢࡇࡿࡍពࡣࡁ

ࠋ࠸

✵ࠋ࠸ከࡶᚐ⏕ࡿࡍⱞᡭࠊࡾ࠶ෆᐜ࡛࡞㧗ᗘࡶ୰࡛ࡢᗄఱࡣㅖᛶ㉁ࡿࡍ㛵㛫ᅗᙧ✵ࠊ≉

㛫ࠊࡣࣝࢺࢡ࣋」㞧࡞✵㛫ᅗᙧࢆ⪃ᐹࢇ࠸ࡓࠊ࡛࠼࠺ࡿࡍ᭷⏝ࡘᙉຊ࡞ᴫᛕ࡛ࠋࡿ࠶ᚑ᮶ࡢ

ᗄఱⓗᡭἲ࡛ࡣゎỴࡸ⪃ᐹࡀᅔ㞴࡛ࡓࡗ࠶ㄢ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ᪂ࡓ✵㛫ࡢࣝࢺࢡ࣋ᴫᛕࢆ⋓ᚓࡋ⪃

ᐹࡢࡑࠊࡾࡼࡇࡿࡍ᭷⏝ᛶࢆᐇឤ࡛ࠊࡽࡉࠋࡿ࠼⪄ࡢࡶࡿࡁᅇ࠺ࡼࡢᅄ㠃య㛵ࡍ

ศࡢ㇟࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࡇࡿࡍ⪄ᛮ࡚ࡋ⏝άࢆᴫᛕࡢࣝࢺࢡ࣋㛫✵ࠊ࡚࠸ࡘㅖᛶ㉁ࡿ

ᯒࡸ⪃ᐹά⏝࡛ࡿࡁຊࢆ㌟ࡀࡇࡿࡅࡘᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ�

�

㸵㸬⏕ᚐほ�

� � � ࡀ⪅ᤵᴗࠊࡣᏛᖺࡢࡇ 5ᖺ㛫ᩘᏛࢆᢸᙜࠋࡓࡁ࡚ࡋయⓗᩘࡣᏛᑐࡿࡍ⯆ࡸ㛵ᚰࡀ㧗ࠊࡃ

ពḧⓗㄢ㢟ࡴ⤌ࡾྲྀጼໃࡀぢࠋࡿࢀࡽᏛຊⓗᩘࠊࡣᏛࢆ㠀ᖖᚓពࡿࡍ⏕ᚐ୍ࡿ࠸ࡀ᪉

ࡘ୍ࡘ୍ࠊࡃ᪩ࡶゎ⌮ࡸ⪄ᛮࡢᤵᴗ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋᏑᅾࡃᖜᗈ࡛ࡲᚐ⏕ࡿ࠸࡚ࡋ᭷ࢆⱞᡭព㆑ࠊ࡛

ࢆ᪉࠼⪄ࡢ┦ࡋ㆟ㄽ࿘ᅖࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃഛࡀጼໃࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀᑀࢆㄢ㢟ࡢ

᳨ウࡽࡀ࡞ࡋㄢ㢟ࡢゎỴࡿࡓ࠶ᵝᏊࡸ㉁ၥࡾࡓࡗ࠶ࡋࢆᩍࡿࡍࡾࡓࡗྜ࠼ᵝᏊࡶぢࠋࡿࢀࡽ�
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㸶㸬ᣦᑟィ⏬� �

� � �  12ᅇ(1ᅇࡣ 65ศᤵᴗ)

(1)ᗙᶆ✵㛫࡚࠸ࡘ⌮ゎࠋ࣭ࡿࡍ ࣭࣭࣭1ᅇ

� � � (2)✵㛫ࡢࡑࣝࢺࢡ࣋ᡂศ⾲♧࡚࠸ࡘ⌮ゎࠋ࣭ࡿࡍ ࣭࣭࣭2ᅇ

(3)✵㛫ࡢࣝࢺࢡ࣋ෆ✚࡚࠸ࡘ⌮ゎࠋ࣭ࡿࡍ ࣭࣭࣭2ᅇ

� � � (4)✵㛫ࡿࡅ࠾⨨ࢆࣝࢺࢡ࣋⌮ゎࠊࡋ✵㛫ᅗᙧᛂ⏝ࠋࡿࡍ

࣭࣭࣭࣭4ᅇ(ᮏࡢࡕ࠺ࡢࡑࡣ 3ᅇ┠)

� � � (5)✵㛫ࣝࢺࢡ࣋ࡿࡅ࠾᪉⛬ᘧ✵㛫ࡸ⥺┤ࡿࡅ࠾ᖹ㠃ࡢ᪉⛬ᘧ࣭࣭࣭3ᅇ

㸷㸬ᮏࡢᏛ⩦ᣦᑟ� �

ṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡢ⨨ࢆࣝࢺࢡ࣋ồࡢࡑࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ⤖ᯝࢆά⏝ࠊ࡚ࡋᅄ㠃యࡢ㠃࡞ࡀ

ࡿࡍࡵࡌࡣࢆᅄ㠃య࡚ࡋ⏝ࢆࣝࢺࢡ࣋㛫✵ࠊࡽࡉࠋࡿࡁ࡛ࡀィ㔞ࡢ࡞ゅࡍ࡞ࡢ㎶ࡸゅࡍ

✵㛫ᅗᙧࡢᗄఱⓗ≉ᚩࢆ⪃ᐹࠋࡿࡍ�

�

��㸬ᮏࡢ┠ᶆ�

� � � ࣭ㄢ㢟ᑐ࡚ࡋ✚ᴟⓗࠊࡳ⤌ࡾྲྀ⮬ศࡢពぢࠊࡵࡲࢆ㆟ㄽཧຍࠋࡿࡍ㸦ែᗘ㸧�

� � � �ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᢕᥱࢆᚩ≉ࡢ㛫ᅗᙧ✵ࡸ⨨㛵ಀࡢⅬࡢ㛫ෆ✵ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ⟭ィࡢࣝࢺࢡ࣭࣋

㸦ᩘᏛⓗ࡞ぢ᪉࣭⪃࠼᪉㸧�

� � ࣭⮬ศࢆ࠼⪄ࡢᅗࡸᘧ࡛ㄝ᫂ࠊࡾࡓࡋ┦ᡭఏࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࡾࡓ࠼㸦ᩘᏛⓗ࡞ᢏ⬟㸧�

� � � ࣭✵㛫ࡢࣝࢺࢡ࣋ィ⟬ࢆ⌮ゎࠊࡋṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡢ⨨ࢆ࡞ࣝࢺࢡ࣋ồࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ�

㸦▱㆑࣭⌮ゎ㸧�

�

��㸬ホ౯�

� ṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡢ⨨ࡸࣝࢺࢡ࣋ 2㠃ࡍ࡞ࡢゅࢆ࡞ồࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ㸦▱㆑࣭⌮ゎ㸧�

� ✵㛫ࢆࣝࢺࢡ࣋⏝ࠊ࡚ࡋ✵㛫ᅗᙧࡢᗄఱⓗ≉ᚩࢆ⪃ᐹࠋࡿࡍ㸦ែᗘ㸧�

�

�ලయࡿࡍホ౯ἣ(a)≦ࠖࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠶༑ศ‶㊊࡛ࠕ

� ṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡢᛶ㉁ࢆ⌮ゎࠊࡋ㔜ᚰࡢ⨨ࢆࣝࢺࢡ࣋ṇ☜ࠊࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⌧⾲

ෆ✚ࢆ⏝2ࠊ࡚ࡋ㠃ࡍ࡞ࡢゅ㛵ࡿࡍ⪃ᐹࠋࡿࡁ࡛ࡀ�

� ṇከ㠃యࡸ᮲௳タᐃࢆኚࡓ࠼ᅄ㠃యࡢࡽࢀࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡞ᗄఱⓗ≉ᚩࠊࢆ✵㛫ࡢࣝࢺࢡ࣋ㅖ

ᴫᛕࢆ㐺ษᛂ⏝࡚ࡋ⪃ᐹࠋࡿࡍ�

�

� �࡚❧ᡭࡢᚐ⏕ࡿࢀࡉホ౯ἣ(c)≦ࠖࡿࢀࡉุ᩿ࡿࡍせࢆດຊࠕ

� � ᶍᆺࡸᗄఱࢆ࡞ࢺࣇࢯ⏝ࠊ࡚ࡋṇᅄ㠃యࡢ㔜ᚰࡸ 2㠃ࡍ࡞ࡢゅ㛵ࡿࡍどぬⓗ⌮ゎࠊࡋಁࢆ

⨨ࠋࡿࡆ࡞ࡘ⌧⾲ࡿࡼࣝࢺࢡ࣋�

� � ㄪࡿ≉ᚩࢆ↔Ⅼࢆࢀࡑࠊࡋㄪࡢࡵࡓࡿ᪉ἲ࡚࠸ࡘ㆟ㄽࠋࡿࡏࡉ�
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��㸬ᒎ㛤�

� � ��ほⅬࡢྜ⼥ᩘ⌮ۻࠊほⅬࡢホ౯ۼࠊάືࡢᚐ⏕ͤࠊᨭࡢᩍᖌەࠊ࡞Ⓨၥࡢᩍᖌۑ�

� Ꮫ⩦άື� ᣦᑟୖࡢ␃ពⅬ� ホ౯ࡢほⅬ�

ᑟ

ධ�

�

�

㸳

ศ�

�

�

㸯㸬ᑟධ㸦ㄢ㢟㸯ࡢᥦ♧㸧�

�ࡾ㏉ࡾࡢ࡛ࡲ๓ᅇۑ

ͤ๓ᅇࡢෆᐜࢆ⏕ᚐྠኈ࡛☜ㄆࡍ

�ࠋࡿ

�

�♧ᥦࡢㄢ㢟㸯ۑ

�

�

�

�

�

�

�

�

ṇᅄ㠃యۑ OABCࡢ㔜ᚰ Gࡢࡣ

࡚ࡗ㏉ࡾࢆࡿ࠶Ⅼ࡛࡞࠺ࡼ

ࠋ࠺ࡼࡳ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㔜ࡢṇᅄ㠃యࠊ࡚ࡋ⩦Ꮫࡢ࡛ࡲ๓ە

ᚰ G㛵ࠊ࡚ࡋᐃ⩏ࡸᛶ㉁ࠊ⨨ࢡ࣋

�ࠋࡿࡍㄆ☜ࢆ࡞⌧⾲ࡿࡼࣝࢺ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ᒎ

㛤

ձ�

�

�

��

ศ�

�

�

�

㸰㸬ᒎ㛤ձ㸦ㄢ㢟㸯ࡢゎỴ㸧�

AGB҆ۑ ࡤ࠼ࡣゅᗘ࡞࠺ࡼࡢ

ࢁࡔࡿࢀࡽࡳࢁࡇ࡞࠺ࡼࡢ

�ࠋ࠺

ࡢ㟁Ẽ㝜ᛶᗘࠊࡣᩍ⛉᭩࡛ࡢᏛۑ

ᑠࡽ࠺࠸ࡉྥ࠺࠸ࡁ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌧⾲࡛ࣝࢺࢡ࣋࠺

ィ⟬ࠊࡣࡿࡍ⨨ࡢࣝࢺࢡ࣋ᇶ

‽Ⅼ࠺ࡼࡋࡇࢆ㸽

�

�

�

�

�

�

�ࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ⾲Ⓨۑ

ͤ⏕ᚐࡀㄢ㢟㸯ࡢゎ⟅ࢆⓎ⾲ࠋࡿࡍ�

�

࠸࠶࠼ᩍࡧࡼ࠾ᚐ㛫࡛☜ㄆ⏕ࡢᩘ「ە

�ࠋ࠺⾜ࢆ

�

AGB҆ۻ ࡿࡅ࠾ࣥࢱ࣓ࡣ H㸫C㸫H

�ࠋࡿ࠸࡚ࡋពࢆゅྜ⤖ࡢ

�

ゅᗘࡢH㸫C㸫H㛫࡚࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ࣋ە

ࠋ୍ࡿࡍ⟭ィࢆ ṇᅄ㠃యࠊ⯡ O-ABC

ࢆ㔜ᚰࡢ Gࠊࡿࡍ

� �OCOBOAOG �� 
4

1

ࡋAGB㸻ǉ҆ࠊࡁࡢࡇࠋࡿࡅ
ࠊ࡚

333.0
3

1
cos �� � T Ҹ

GBGA

GBGA

ǉҸ109.5°ࠊࡾࡼ⾲ゅẚ୕ࠊ࡚ࡗࡼ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍฟ⟭

�

�

�

ࡢṇᅄ㠃యۼ

㔜ᚰࢆᗄఱⓗ

ࠊࡋゎ⌮

ࢆࣝࢺࢡ࣋⨨

ṇࡍ⌧⾲ࡃࡋ

⌮㸦▱㆑࣭ࠋࡿ

ゎ㸧�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ᛢ᫆Ძ�

ṇᅄ㠃య OABCࡢ㔜ᚰࢆ Gࠋࡿࡍ

ࠊࡁࡢࡇ

҆AGBࡢࠋ࠺ࢁࡔࡽࡃ࠸ࡣࡉࡁ

O

A

B

C
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ࡿ࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ࣋ࠊ࠺ࡼࡢࡇۑ

AGB҆ࠊ ࡞ࡿࡵồࢆࡉࡁࡢ

ࡇࡿㄪࢆᚩ≉ࡢ㛫ᅗᙧ✵ࠊ

�ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ

�

ࢆᛶ㉁ࡢ㔜ᚰࡢᅄ㠃యࡸᅄ㠃యۑ

ㄪ࠺ࡼࡢࠊࡾࡼࡇࡿ

�㸽࠺ࡻࡋ࡛ࡢࡿࡁ࡛⏝

�

�

�

ࣥࢱ࣓ۑ CH4ࡢศᏊࡢᙧὀ┠ࡋ

࡚࠼⪄ࢆᚩ≉ࡢࣥࢱ࣓ࠋ࠺ࡼࡳ࡚

�ࠋ࠺ࡼࡳ

☜࠸࡞ࡀࢳ࣮ࣟࣉࡸ᪉࠼⪄ࡢە

ㄆࠋࡿࡍ�

�

ࢆⅣ⣲ཎᏊࡿ࠶୰ᚰࡣศᏊࣥࢱ࣓ۻ

ࡢඹ᭷㟁ᏊᑐࡢỈ⣲ཎᏊࡴᅖࡾ

Ⓨࡿࡍຊ᭱ࡀᑠ࠺ࡼࡿ࡞㓄ิ

ࠋࡿ࠶ṇᅄ㠃యᵓ㐀࡛ࠊࡽࡇࡿࡍ

AGB҆ۻ ࡢࣥࢱ࣓ࡣ H㸫C㸫H ྜ⤖ࡢ

ゅࢆồࠋࡿ࡞ࡇࡓࡵ

ۻ 0GA GB GC GO� � �  
JJJG JJJG JJJG JJJG G

ࣥࢱ࣓ࠊࡽ

ࠋࡃẼ࡙ࡇ࠸࡞ࡀᴟᛶࡣ

�

�

�

�

�

�

�

�

ᵓࡢࣥࢱ࣓ۻ

㐀ࡸᴟᛶࡘ

ࢺࢡ࣋ࠊ࡚࠸

⪄࡚࠸⏝ࢆࣝ

ᐹࠋࡿࡍ㸦⼥

ྜ㸧�

ᒎ

㛤

㸰�

�

�

��

ศ�

㸱㸬ᒎ㛤ղ㸦ㄢ㢟㸰ࡢᥦ♧᥈✲㸧�

�

�

�

�

�

�

�

࠸࡚ࡋࢆᙧࡢṇᅄ㠃యࡣࣥࢱ࣓ۑ

ㄆ☜ࢆࡇ࠺࠸࠸࡞ࡀᴟᛶࠊ࡚

ࢽࣔࣥࠊࡣ࡛ࢀࡑࠋࡓࡋࡲࡋ

ศᏊࡢᙧ࡞࠺ࡼࡢࠊࡣሙྜࡢ

ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡢࡿ࡞

�

ࢱ࣓ࠊ࡚ࡋࣝࢹࣔࡢࢽࣔࣥۑ

ࣥ㸦ṇᅄ㠃య㸧ࡢ≧ែࠊࡽ

GO㸻GA㸻GB㸻GC� ࡘ

҆OGA㸻҆OGB㸻҆OGC 

3ࠊࡲࡲࡢ ࡁࡀࡉࡁࡢゅࡢࡘ

ࡼࡳ࡚࠼⪄ࢆᅄ㠃యࡓࡗࡀᗈࡃ

H㸫N㸫Hࠊࡁࡢࡇࠋ࠺ ྜ⤖ࡢ

ゅ┦ᙜ҆ࡣࡢࡿࡍAGB࡛ࠋࡍ

�

OGA҆ࠊࡁࡢAGB㸻106.7°҆ۑ

࡚ࡋ⟭㸽ィ࠺ࢁࡔࡿ࡞ఱᗘࡣ

ࠋ࠺ࡼࡳ

�

�

�

�

�

�

�

�

ࡇࡿ࡞ゅ㗹୕ࡀᵓ㐀ࡢࢽࣔࣥە

�ࠋࡿࡏࡉㄝ᫂ࡽ㆑▱ࡢᏛࢆ

�

ࠊࡣⓎࡢඹ᭷㟁Ꮚᑐ㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐە

ඹ᭷㟁ᏊᑐྠኈࡢⓎࡾࡼࡺࠋ࠸ࡁ

ṇࡣOGA㸻҆OGB㸻҆OGC҆ࠊ࠼

ᅄ㠃యࡾࡼࡁࡢࡃࡁ㛤ࠋࡃ

AGB҆ࠊ࡚ࡗࡼ AGB҆ࡣࡉࡁࡢ

ࡉᑠࡾࡼ(㸻109.5°)ࡁࡢṇᅄ㠃యࡀ

ࠋࡿ࡞ࡃ

�

�ࠋࡿࡍㄝ࡚᫂࠸ࡘ௳᮲ࡢࣝࢹࣔە

�

N㸫H㸫Nࠊࡽᐃ ࡿࡼᐇ㦂ە ⤖ࡢ

ྜゅࡑࡼ࠾ࡣ ࡽ▱ࡀࡇࡿ࠶106.7°࡛

�ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ࢺࢡ࣋⨨ۼ

࡚ࡋ⏝ࢆࣝ

ㄢ㢟ࡢゎỴࢆ

ᅗ ࢁ ࠺  ࡍ

㸦㛵ᚰ࣭ពࠋࡿ

ḧ࣭ែᗘ㸧�

�

�

�

�

�

�

ࣉ࣮ࣝࢢۼ

᥈✲άࡿࡅ࠾

ᴟⓗ✚ື

ཧຍࠋࡿࡍ㸦㛵

ᚰ࣭ពḧ࣭ែ

ᗘ㸧�

ᛢ᫆��

ࣥࢱ࣓ CH4ࡣṇᅄ㠃య OABCࡢᵓ㐀ࡢࡑࠊࡾ࡞㔜ᚰ Gࡢ⨨Ⅳ

⣲ཎᏊ Cྛࠊࡾ࠶ࡀ㡬ⅬỈ⣲ཎᏊHࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀᑐࣔࣥࠊ࡚ࡋ

ࠋ࠺ࡼࡳ࡚࠼⪄࡚࠸ࡘᵓ㐀ࡢNH3ࢽ
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㛤

㸰�

�

�

��

ศ�

�ࠋࡿࡍ✲᥈࡛ࣉ࣮ࣝࢢͤ

�

O

A

B

CG

�

�

H㸫N㸫Hۑ ࡀゅྜ⤖ࡢ 106.7r㸪

ࡓࡗ࡞AGB㸻106.7r҆ࡾࡲࡘ

OGA㸻҆OGB㸻҆OGC҆ࠊࡁ

࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࡞ఱᗘࡣࡉࡁࡢ

ࡁࡢ㸧ࣥࢱṇᅄ㠃య㸦࣓ࠋ

ẚࠋ࠺ࡻࡋࡲࡳ࡚

�

�

�ࡿ࠶࡛௳᮲ࡢࣝࢹࣔە

GA㸻GB㸻GC㸻GO 

�ࠋࡿࡍㄆ☜ࢆ

�

�

ࣥࢱ࣓ࠊࡣㄢ㢟㸰ۻ CH4㸦ㄢ㢟㸯㸧

ࢽࣔࣥࠊ࡚ẚ NH3ࡢሙྜ

ゅྜ⤖ࡢ H㸫N㸫H ࡉࡁࡢ

ࡢඹ᭷㟁Ꮚᑐ㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐࠊࡽ

Ⓨࡀඹ᭷㟁ᏊᑐྠኈࡢⓎ

ẚ࡚ᙉ್ᩘࢆࡇ࠸ⓗ☜ㄆ

�ࠋࡿ࡞ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

ᐇᩘࡣGOࠊ࡚࠸࠾ᅄ㠃యO-ABCە k

ࠊ࡚࠸⏝ࢆ � �GCGBGAGO �� k 

ࡀH㸫N㸫H㛫ࠊࡁࡢࡇࠋࡿࢀࡉ⾲

AGB㸻106.7r࡛҆ࠊࡿ࠶106.7°࡛

ࠊࡾ࠶ 287.07.106cos �ҸD ࠊࡾࡼ

)287.0(
2

�u � GAGBGA �

҆OGA㸻҆OGB㸻҆OGC㸻Tࡍ

ࠊࡿ Tcos
2

u � GAGOGA ͐ձ�

� ୍᪉࡛ࠊ � �GCGBGAGO �� k ࠊࡾࡼ

¸
¹
·¨

©
§ ���� � GCGAGBGAGAGOGA

2

k

ࠊ࠼ࡺ

)287.021(
2

u� � GAGOGA k ͐ղ

ձ㸪ղࠊࡽ

(1 2 0.287) cosk � u  T ͐ճ

ࠊࡓࡲ GO GA GB GC   
JJJG JJJG JJJG JJJG

ࠊࡽ

� �2 2 2
2 3 6 0.287GO GO GOk � u

JJJG JJJG JJJG

ࠊ࡛ࡢ࡞
23 (1 2 0.287) 1k � u  ͐մ

ࡽճ㸪մࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋ kࢆᾘཤ࡚ࡋ

142.0
3

287.021
cos2  u� T

ࠊ࠼ࡺ 377.0cos r T ࠋࡿᚓࢆ

Tࡣ㕌ゅࠊ࠼ࡺ D15.112 T ࠋࡿ࡞

ࠊࡽィ⟬⤖ᯝۻ

� �GCGBGAOG �� 88.0

ࠊࡾࢃ 0GA GB GC GO� � � z
JJJG JJJG JJJG JJJG G

ࡼ

☜ࢆࡇࡿ࠶ࡀᴟᛶࡣࢽࣔࣥࠊࡾ

ㄆࠋࡿࡍ

㥑ࢆ✚ෆۼ

ゎࢆㄢ㢟࡚ࡋ

Ỵࠋࡿࡍ㸦ᩘᏛ

ⓗ࡞ᢏ⬟㸧�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ࢽࣔࣥۻ

ᴟᛶࡸᵓ㐀ࡢ

࣋ࠊ࡚࠸ࡘ

࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ

࡚⪃ᐹࠋࡿࡍ

㸦⼥ྜ㸧�
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ࠋ࠺ࡻࡋࡲ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ⾲Ⓨۑ

⾲Ⓨࢆᯝ⤖ࡓࡋ㆟ㄽ࡛ࣉ࣮ࣝࢢͤ

�ࠋࡿࡍ

ࣥࢱ࣓ۑ CH4ࢽࣔࣥࡸ NH3

ẚࠊ࡚ỈH2Oࡢᵓ㐀࡚࠸ࡘ

ࠋ࠺ࡼࡳ࡚࠼⪄

✵ࠊ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆࣝࢺࢡ࣋㛫✵ۑ

㛫ࡿࡅ࠾Ⅼࡢ⨨㛵ಀࡸ✵㛫ᅗ

ᙧࡢᛶ㉁ࢆᤊࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼�

ࣥࢱ࣓ۻ CH4㸦ㄢ㢟㸯㸧ࢽࣔࣥࡸ

NH3㸦ㄢ㢟㸰㸧ẚࠊࡾࡼࡇࡿ

Ỉ H2O ゅྜ⤖ࡢሙྜࡢ H㸫O㸫H ࡢ

ࠊࡽࡉࡁ㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐྠኈࠊ㠀ඹ

᭷㟁Ꮚᑐඹ᭷㟁Ꮚᑐࠊඹ᭷㟁Ꮚᑐྠ

ኈࡢⓎࡢࢆࡉࡁ⪃ᐹࠋࡿࡍ�

�

ࢆࣝࢺࢡ࣋ۻ

⤖ࠊࡿ࠸⏝

ྜゅࡸᴟᛶࡢ

㆟ㄽࡿࡁ࡛ࡀ

ࡍゎ⌮ࢆࡇ

�㸦⼥ྜ㸧ࠋࡿ

�

��㸬⌮ᩘ⼥ྜࡢほⅬ�

� � Ꮫ࡚࠸࠾ศᏊࡢᵓ㐀ࢆᏛ⩦ࡿࡍ㝿ࡣࢽࣔࣥࡸࣥࢱ࣓ࠊከ㠃యᵓ㐀࡛ࠋ࠺ᢅࢆࡇࡿ࠶

ࣥࢱ࣓ࠊࡤ࠼ศᏊࡣ୰ᚰࡿ࠶Ⅳ⣲ཎᏊࡾࢆᅖࡴ㟁ᏊᑐࡢⓎࡿࡍຊ᭱ࡀᑠ࠺ࡼࡿ࡞㓄ิ

㸧㸧ࣝࢹ㸦VSEPRࣔࣝࢹ㸦ཎᏊ౯Ẇ㟁ᏊᑐⓎࣔࡿࡁ᥎ᐃ࡛ࡿ࠶ṇᅄ㠃యᵓ㐀࡛ࠊࡽࡇࡿࡍ

ࡀゅᗘࡢH㸫C㸫H㛫ࠊࡀ 109.5rࡣ࡚࠸ࡘ್ᩘ࠺࠸ࡿ࡞ࠊࡋࡋࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽ࠼ཎᏊࡢ

⨨㛵ಀࡢ⪃ᐹ୕ࠊ࡚࠸࠾ゅẚࢆࣝࢺࢡ࣋ࡸ⏝ࠊࡾࡼࡇࡿࡍཎᏊ㛫ࡢゅᗘࢆ⟬ฟࡋ☜ㄆࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⏝ᛂࡶ࡞Ỉࡸࢽࣔࣥࠊࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

ฟ㸸࣮ࣗࣅࢫ࢚ࣥࢧࠕᏛ⥲ྜ㈨ᩱ 㸦ࠖᐇᩍฟ∧㸧

� ࣥࢱ࣓ CH4ࡣṇᅄ㠃యࡢศᏊᵓ㐀࡛ࡢࡑࠊࡾ࠶H㸫C㸫H㛫ࡢゅᗘ109.5ࠊࡣr࡛ࢀࡇࠋࡿ࠶ᑐ

࡚ẚࣥࢱ࣓ࠊࡣNH3ศᏊࢽࣔࣥࠊ࡚ࡋ ࡘ1 HཎᏊࡀᑡࡢ⤌3ࠊࡃ࡞ඹ᭷㟁Ꮚᑐࡢ⤌1ࠊ

㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐࠊ࡚ࡋࡑࠋࡘࡶࢆNࡢ㟁Ꮚᑐࡣィ 㠀ඹ᭷㟁ࠊࡁࡢࡇࠋࡿࢆᅄ㠃యᵓ㐀ࡾ࡞⤌4

Ꮚᑐඹ᭷㟁ᏊᑐࡢⓎࠊࡶࡾࡼH㸫N㸫H 㛫ࡢ㟁ᏊᑐࡢⓎࡢ᪉ࡀᙅࢽࣔࣥࠊࡵࡓ࠸ศᏊࡣ

୕ゅ㗹ᙧࠊࡾ࡞H㸫N㸫H 㛫ࡢゅࡢࣥࢱ࣓ࠊࡣሙྜࡢ 109.5rࡾࡼᑠ106.7ࠊࡾ࡞ࡃࡉrࠋࡿ࡞

Ỉࠊࡓࡲ H2OศᏊࣥࢱ࣓ࡣẚ࡚ ࡢࡘ2 HཎᏊࡀᑡࡢ⤌2ࠊࡃ࡞ඹ᭷㟁Ꮚᑐࡢ⤌2ࠊ㠀ඹ᭷㟁

ᏊᑐࠋࡘࡶࢆOࡢ㟁Ꮚᑐࡶィ Ⓨࡢࡋ࠺㠀ඹ᭷㟁Ꮚᑐࠊሙྜࡢࡇࠋࡿࢆᅄ㠃యᵓ㐀ࡾ࡞⤌4

ᙧ⥺ࢀᢡࡣỈศᏊࠊᯝ⤖ࠋࡿ࡞ࡃᙅࡽࡉࡀ᪉ࡢⓎࡢ㟁ᏊᑐࡢH㸫O㸫H㛫ࠊࡵࡓ࠸ࡁ␒୍ࡀ

ࡃࡉᑠࡽࡉࡣゅࡢH㸫O㸫H㛫ࠊࡾ࡞ 104.5rࠋࡿ࡞

� ࡀゅࡢH㸫C㸫H㛫ࡢࣥࢱ࣓ࠊ࠺ࡼࡢࡇ 109.5rࢆࡇࡿ࡞⌮ゎࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋඹ᭷㟁Ꮚᑐࠊ㠀
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ඹ᭷㟁Ꮚᑐࡢ㓄⨨ࡽ H㸫N㸫H㛫ࠊH㸫O㸫H㛫ࡽࡉࢆࡍ࠺ࡼࡢྜ⤖ࡢ⌮ゎ࡞ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࡇࡿࡍゎ⌮ᗄఱᏛⓗ࡚ࡋ㛫ᅗᙧ✵ࢆᵓ㐀ࡢศᏊࠊࡾࡼࡇࡿࡍ⏝ࢆゅẚ୕ࡸࣝࢺࢡ࣋ࠊ

ࠋࡿࡀ࡞ࡘ

� ࠸ࡘᴟᛶࡢศᏊࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀᴟᛶࡢศᏊࠊ࡚ࡋ୍ࡿࡍᐹ⪄࡚ࡋయᅗᙧ❧ࢆศᏊࠊࡓࡲ

ࡀࡇࡿࡵ῝ࢆゎ⌮ࡢᴟᛶศᏊࠊᴟᛶศᏊ↓ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀධࡾྲྀࢆ᪉࠼⪄ࡢࣝࢺࢡ࣋ࡶ࡚

ཎᏊ࠸ࡁࡢ㟁Ẽ㝜ᛶᗘࡣඹ᭷㟁Ꮚᑐࡽᕪࡢ㟁Ẽ㝜ᛶᗘࠊሙྜࡿࡍྜ⤖ࡀࡋ࠺ඖ⣲␗ࠋࡿࡁ࡛

ศᏊࡢᆺ⥺┤࡞࠺ࡼࡢ㓟Ⅳ⣲ࠋࡿࡌ⏕ࡀࡾ೫ࡢ㟁Ⲵ࡞ࡎࢃࠊࢀࡽࡏᐤࡁᘬࡎࢃ࠺ࡢ

ᵓ㐀࡛ࡢࡑࠊࡶ࡚ࡗ࠶㟁Ⲵࡢ೫ࡀࡾᡴࡕᾘࠊ࠸࠶ࡋศᏊయ࡛ࡣ↓ᴟᛶ࡛ࣝࢺࢡ࣋ࡀࡇࡿ࡞⌮

ゎࡀࣥࢱ࣓ࠋࡿ࡞ࡃࡍࡸࡋ↓ᴟᛶศᏊ࡛ࠊࢽࣔࣥࠊࡸࡇࡿ࠶ỈࡀᴟᛶศᏊ࡛࣋ࠊࡶࡇࡿ࠶

ࠋࡿ࠼⪄ࡢࡶࡿ࡞ࡃࡍࡸࡋㄝ᫂ࡾࡼࡇࡿࡍ⏝ᛂࢆ᪉࠼⪄ࡢࣝࢺࢡ

� ᅇࡢᒎ㛤ࠊ࡚࠸࠾ㄢ㢟㸯ࡢṇᅄ㠃య㸦࣓ࣥࢱCH4ࣝࢹࣔࡢ㸧ࡢሙྜࡣ 0GA GB GC GO� � �  
JJJG JJJG JJJG JJJG G

ࠋ୍ࡿ࡞ࡇ࠸࡞ࡀᴟᛶࡾࡲࡘࠊ࠸࡞ࡋᏑᅾࡀࡾ೫࡞㟁Ẽⓗࠊࡵࡓࡿ࠶࡛ ᪉ࠊㄢ㢟㸰ࡢᅄ㠃య㸦

ࡣሙྜࡢ㸧ࣝࢹࣔࡢࢽࣔࣥ 0GA GB GC GO� � � z
JJJG JJJG JJJG JJJG G

ࠊࡾ೫࡞㟁Ẽⓗࡣࢽࣔࣥࠊࡵࡓࡿ࡞

ࠋࡿࡁㄆ࡛☜ࡶࡽほⅬࡢࣝࢺࢡ࣋ࡀࡇࡿ࠶ࡀᴟᛶࡾࡲࡘ
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なかよしラボ

3～6年生の一人ひとりが、自分でテーマを設定した探究活動を学校や家で一年間かけて
進め、その探究をまとめてグループまたは全体で発表する活動です。下記の11の分野のラ
ボ内でテーマごとに小グループをつくり、週2時間（火曜・木曜6時間目）のラボの時間で
話し合い、アドバイスし合います。

・ジャパニーズラボ
・つくるラボ
・マテマチカラボ
・郷土ラボ
・サイエンスラボ
・衣生活ラボ
・音と情報ラボ
・アートラボ
・スポーツラボ
・算額ラボ
・けんこうラボ
・フードラボ

今年度は、奈良女子大学理系女性教育開発共同機構と奈良
女子大学附属小学校との共同研究についての議論を行うため、
週２時間（火曜・木曜6時間目）行われているなかよしラボ（主
にサイエンスラボとつくるラボ）を何度か訪問させて頂き、
活動の見学や話し合いの機会を設けました。ラボではひとり
ひとりの興味・関心からテーマを設定しているようで、作品
をつくったり、調べ物をしたり、実験をしたり。。。と、テー
マはバラエティに富んでいます。
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11月２日に開催された平成29年度研究開発学校公開研究会や、2月15日・20日に行わ
れたラボ交流会では、これまでの各自の研究の成果を見ることができました。

今回見学した中には、実際に粘土を焼いて
作った土器や、スーツケース、身体を柔らか
くするにはどうすればよいか、上手にボース
をキャッチするにはどうすればよいかなど、
たくさんの研究結果がありました。作品や研
究結果をの実演を見ることも出来ました。

中には理系女性教育開発共同機構から貸出中の３Dプリンターを利用した作品もありま
した。お家の方の毎日のお風呂掃除が楽になるようにという想いから考えた作品で、持ち
手付きのお風呂用スポンジを作ったそうです。

写真右側の部品にホウキの持ち手部分を取り付け、さらにマジックテープで先端にスポ
ンジをセットすることで持ち手付きのスポンジになるようです。この部品が３Dプリンタ
で出力した複数の部品をネジで組み合わせたもので、２方向に曲がるという工夫がなされ
ていました。
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Ⅲ 大学理工系教育改革プロジェクト

理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓࡣ㸪事業の 4 のᰕのࡘ 1 である「大学理ᕤ系教育ᨵ㠉プロࡘ

ジ࢙クト」のලయとして㸪2015 ᖺᗘࡣ๓期に「社会に出るまでに知っておきたい科学– 物

語としての科学 –」を㸪ᚋ期に「科学の言語としての数学」の 2 科┠を学共㏻科┠とし

て開講した(ࢀࡒࢀࡑ 2 ༢)ࢀࡑࠋに⥆き㸪2016 ᖺᗘࡣ㸪๓期に「ベーシックサイエンス

Ⅰ」を㸪ᚋ期に「ベーシックサイエンスⅡ」をࢀࡒࢀࡑ 2 ༢の学共㏻科┠として開講

し㸪2017 ᖺᗘࡣᘬき⥆きࡽࢀࡑの 4 講座を開講したࠋ大学における᪂しい理数教育の創造

を┠ᣦしてヨ行したࡶのであࡾ㸪ࡑのᴫせにࡘいて報告するࠋ

♫ฟ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡗ▱࡛ࡲࡿ⛉学 㹼≀ㄒࡢ࡚ࡋ⛉学㹼 

ᒣୗ㟹㸦理学㒊࣭理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ㸧

附属୰➼教ࠊ理学㒊ࠊ理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓࠊࡾ学共㏻の教㣴科┠であࡣ┠の科ࡇ

育学校の教ဨࡀ共同してᢸᙜしたࠋ⮬↛科学にࡾࡼ⯆をᣢてる࡞࠺ࡼᤵ業をࡊࡵして開

講しているࠋ

㸯㸬シࣛバス

ᤵ業ᴫせڦ

ᩥ系࣭理系୧᪉の学生をᑐ㇟にࠊ大学で科学を学ࡪ意⩏ࡸ㌟㏆࡞科学にࡘいての講⩏を

行ࡽࡉࠋ࠺にࠊ「科学ࡣ社会を࠺ኚ࠼たか」をࢸーマにࠊ科学をయとしてᤊࠊ࠼科学に

⯆をᣢったᕷẸとして社会で生きていࡃたࡵのᤵ業を行࠺

学⩦࣭教育┠ᶆڦ

大学で「学ࡪ」意⩏を⪃࠼㸪ࡑの学ࡧのጼໃを㏻して⮬↛科学関㐃のヰ㢟にࡘいて学ࡪ

ととࡶにࠊ⮬ศの⪃࠼をまとࡵるࠋ科学を学ࡇࡪとでࠊ物事を᪂しいどⅬかࡽᤊ࠼るᴦし

୰➼教育における物理࣭学࣭ࠊーマにࢸを「たか࠼ኚ࠺社会をࡣ科学」ࠋをయឤするࡉ

生物࣭ᆅ学の⦪ࡾで࡞ࡣいࡈとのサイエンスとしての科学にゐࠊࢀᕷẸとして社会で

生きていࡃたࡵの୍ࡘのᇶ♏をᇵࠋ࠺

ࢻキー࣡ーڦ

大学での学ࠊࡧᏱᐂࠊ社会ၥ㢟理ゎの学ⓗどⅬࠊ生ែ系ࠊᑗ来ண 

⏬ᤵ業ィڦ

➨㸯ᅇ ࢜リエンࢸーション

➨㸰ᅇ 「学ࡪ」といࡇ࠺と 㧗校かࡽ大学㸪ࡑして社会ே

➨㸱ᅇ 知っておきたい生科学 㸫༸Ꮚの⪁を知っていますか㸫

➨㸲ᅇ ᫎ⏬と物理のおいしい関ಀ:ேࡀࠎឡするᩥと科学のࡾࡀ࡞ࡘ 

➨㸳ᅇ ⨾しࡣࡉ科学でసࢀࡽる㸽:女性を⨾しࠊࡃᗣにする科学 

➨㸴ᅇ ロマンࢳック࡞科学⪅:科学⪅ࡀ⣳ࠊࡄ⚾たࡕに㉗る物語
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➨㸵ᅇ ྂ௦と⌧௦のᏱᐂほ 

➨㸶ᅇ Ᏹᐂの⤌成を る 

➨㸷ᅇ ே㢮のṔྐと学 

➨ 1㸮ᅇ ே㢮の⌧ᅾおࡧࡼ未来を支࠼る学ࠊ社会ၥ㢟理ゎの学ⓗどⅬの㔜せ性 

➨ 11 ᅇ ࣄトをྵࡴ生き物同ኈのࡾࡀ࡞ࡘ 

➨ 12 ᅇ 生ែ系の୰のࣄト 

➨ 13 ᅇ ୡ⏺ேཱྀの᥎⛣とࡑの数理ⓗグ㏙ 

➨ 14 ᅇ ୡ⏺ேཱྀのᚋのண  

➨ 15 ᅇ まとࡵ 「科学ࡣ社会を࠺ኚ࠼たか」にࡘいてのࢹスカッション 

 ⪅ᢸᙜڦ

➨ 1 ᅇ   ᒣୗ㟹㸦理学㒊࣭理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ㸧 

➨ 2 ᅇ㹼➨ 3 ᅇ  ᑎෆか࠼で㸦理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ㸧 

➨ 4 ᅇ㹼➨ 6 ᅇ  ⸨㔝ᬛ⨾㸦附属୰➼教育学校㸧 

➨ 7 ᅇ㹼➨ 8 ᅇ  ኴ⏣┤⨾㸦理学㒊㸧 

➨ 9 ᅇ㹼➨ 10 ᅇ  ➉ෆᏕỤ㸦理学㒊㸧 

➨ 11 ᅇ㹼➨ 12 ᅇ 㐟బ㝧୍㸦理学㒊㸧 

➨ 13 ᅇ㹼➨ 14 ᅇ 㧗㡲ኵᝅ㸦理学㒊㸧 

➨ 15 ᅇ   ᒣୗ㟹࣭ᑎෆか࠼で 

 ๓期 ⅆ᭙᪥㸵࣭㸶㝈ڦ

 

㸰㸬ᤵ業のᴫせ 

(1) ཷ講⪅ 

 ๓ᖺᗘཷࡣ講⪅ࡀ㸳㸵ྡとࡾ࡞ணᐃしていた教ᐊ㸦ࢹープ࣭アク࣭ࣛࣈࢸーࢽング

教ᐊ㸧かࡽ教ᐊをኚ᭦したࠋᖺᗘࡇࡣのᤵ業の㊃᪨を⪃ཷࠊ࠼講ே数のୖ㝈を㸱㸳ྡと

タᐃしࢹࠊープ࣭アク࣭ࣛࣈࢸーࢽング教ᐊで開講するࡇととしたࠋ 

学㒊 学科࣭ࢥース ཷ講⪅数  

理学㒊 

数物科学科 3 

数学ࢥース 1 

物理学ࢥース 1 

数物㐃ᦠࢥース 1 

学ࢥース 4 

生物科学ࢥース 3 

⎔ቃ科学ࢥース 1 

生活 

⎔ቃ 

学㒊 

ఫ⎔ቃ学科 1 

生活報㏻ಙࢥース 13 

生活ᩥ学科 3 

ᩥ学㒊 
ேᩥ社会学科 1 

 1 

合ィ   33 
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 シࣛバスのᤵ業ᴫせḍにࡶ書いた࠺ࡼにࡇࠊのᤵ業ᩥࡣ系࣭理系୧᪉の学生をᑐ㇟に開

講しているࠊࡀᐇ際のཷ講⪅ࡣ理系の学生ࡀከ࡞ࡃっているࡇࠋのഴྥࡣᖺᗘかࡉࡽ

ఫ⎔ቃ学科を୰ᚰにあっࡀ⪅のཷ講ࡽ生活⎔ቃ学㒊かࡶᖺᗘࠊまたࠋい࡞ኚしてい

たᩥࠋ学㒊かࡽのཷ講⪅ࡣ㸰ྡのࡳであったࠋ 

 

 (2) 学生のホ౯ 

 学でྲྀࢀࡽたアンケートの⤖ᯝࡣୗの⾲のとおࡾである㸦㸳Ⅼ‶ⅬのᖹᆒⅬ㸧ࠋศ㔝ࡣ

「ே㛫と⮬↛」㸦㸴科┠㸧に属しࡇࠊのศ㔝のཷ講⪅数ࡣ 760 ྡであったࠋ 

 

 

ᤵ
業
の
┠
ⓗ 

教
科
書
➼ 

ᶵ
ჾ

⏝ 

ෆ
ᐜ
の
理
ゎ 

ヰ
し
᪉ 

⯆
 

知
㆑
の
ྲྀ
ᚓ 

ㄢ
㢟
の
㐺
ษ
性 

ス
ࣆ
䤀
 ࢻ

ཧ
ຍ 

理
ゎ
ᗘ
の
ᢕ
ᥱ 

ᅇ
数 

シ
ࣛ
バ
ス 

出
ᖍ 

意
欲 

⮬
⩦ 

‶
㊊ 

ᮏ科┠ 3.2  3.5 3.4 3.4 3.6 3.7 4.1 3.5 3.9 3.3 3.4 4.5 4.5 4.5 3.6 2.6 3.7 

ᖹᆒ 4.4  4.1  4.5  4.5  4.6  454  4.4  3.6  4.6  4.7  4.5  4.6  4.7  4.9  4.6  3.9  4.4  

 

 ᭱⤊ᅇのᤵ業にཧຍしていた学生をᑐ㇟にクリッカーを⏝いたアンケートを行ったࡇࠋ

の⤖ᯝにࡘいて⡆༢にᥖ㍕するࠋ 

 

 

あなたの学部
を教えてくださ
い    

あなたの学年を教え
てください 

文学部 理学部 生活環境学部 合 計 

１回生 4.2% 25.0% 41.7% 70.8% 

２回生 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 

３回生 0.0% 12.5% 0.0% 12.5% 

４回生 0.0% 4.2% 4.2% 8.3% 

合 計 4.2% 41.7% 54.2% 100.0% 

 

文学部 理学部 生活環境学部

１回生 4.2% 25.0% 41.7%

２回生 0.0% 0.0% 8.3%

３回生 0.0% 12.5% 0.0%

４回生 0.0% 4.2% 4.2%

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%
50.0%

社会に出るまでに知っておきたい科学・最終回

クリッカー回答者（24人）内訳

１回生

２回生

３回生

４回生
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A.  教ᐊ(Z103)に関するࡇと 

教ᐊのሙᡤにࡘいて࠺ឤࡌましたか 

① 㐲ࡃて⛣動に大ኚࡔった  ղᑡし㐲いとឤࡌた  ճ≉に౽をឤ࡞ࡌかった 

 
％ カウント 

遠くて移動に大変だった 70.83% 17 

少し遠いと感じた 20.83% 5 

特に不便を感じなかった 8.33% 2 

 

教ᐊのタഛにࡘいて࠺ᛮいましたか 

 ձタഛᩚࡀっていてࡼかった  ղあまࡾ༳㇟に࡞い ճࡶっとタഛを活⏝して欲しか

った 

 
％ カウント 

設備が整っていてよかった 12.50% 3 

あまり印象にない 33.33% 8 

もっと設備を活用して欲しかった 54.17% 13 

 

 

 

  

70.83%

20.83%
8.33% 0

12.50%
33.33%

54.17%

0.00%
10.00%
20.00%
30.00%
40.00%
50.00%
60.00%
70.00%
80.00%

教室の場所についてどう感じましたか 教室の設備についてどう思いましたか

教室(Z103)に関すること
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B.  ࡇの科┠のཷ講動ᶵにࡘいて 

 

  

52.17%

45.45%

79.17%

13.04%

40.91%

17.39%

0%

9.09%

4.17%

13.04%

13.64%

26.09%

47.83%

45.45%

16.67%

73.91%

45.45%

56.52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

開講されている曜日・時間帯がよかったから

シラバスを見て，いろいろな分野を学べると思った

から

単位がとりやすそうだと思ったから

オリエンテーション(第1回)を聞いて興味を持った

から

科学と社会の関係について興味があったから

この教室(Z103)で授業を受けてみたかったから

この科目の受講動機について

Yes No 特に受講動機とは関係ない

  
％ カウント 

開講されている曜日・時間帯がよ
かったから 

Yes 52.17% 12 

  No 0% 0 
  特に受講動機とは関係ない 47.83% 11 

    シラバスを見て，いろいろな分野
を学べると思ったから 

Yes 45.45% 10 

 
No 9.09% 2 

 
特に受講動機とは関係ない 45.45% 10 

    単位がとりやすそうだと思ったか
ら 

Yes 79.17% 19 

 
No 4.17% 1 

 
特に受講動機とは関係ない 16.67% 4 

    オリエンテーション(第 1 回)を聞い
て興味を持ったから 

Yes 13.04% 3 

 
No 13.04% 3 

 
特に受講動機とは関係ない 73.91% 17 

    科学と社会の関係について興味
があったから 

Yes 40.91% 9 

 
No 13.64% 3 

 
特に受講動機とは関係ない 45.45% 10 

    この教室(Z103)で授業を受けてみ
たかったから 

Yes 17.39% 4 

 
No 26.09% 6 

 
特に受講動機とは関係ない 56.52% 13 
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C. ᤵ業にࡘいて 

  
％ 

カウン
ト 

複数の教員で行ったことに
ついて 

もっとテーマの統一性が欲しかった 
43.48

% 
10 

  なんとなくテーマに関連性を感じた 
21.74

% 
5 

  あまり意識したことがなかった 
34.78

% 
8 

    

実験や実習などについて 積極的にもっと取り入れて欲しい 
52.17

% 
12 

  できればもう少し取り入れて欲しい 8.70% 2 

  今回の程度でよい 
39.13

% 
9 

    人類の宇宙観について 神秘的 25% 6 
 ワクワクする 4.17% 1 (ࡪのを㑅ࡶ㏆いࡶ᭱)
  哲学的 25% 6 
  数学的 0% 0 

  先端技術 
16.67

% 
4 

  あまり印象に残っていない 
29.17

% 
7 

    

殺虫剤の利用について 
今まで考えてみたことがなかったので刺激的だ
った 

12.50
% 

3 

  
この授業を受けて殺虫剤に対する考え方が変
わった 

37.50
% 

9 

  
考え方は変わらなかったが，深く知ることがで
きた 

50% 12 

  あまり印象に残っていない 0% 0 

    

人口動態について 
今まで考えてみたことがなかったので刺激的だ
った 

9.52% 2 

  
この授業を受けて地球の人口に対する考え方
が変わった 

0% 0 

  
考え方は変わらなかったが，深く知ることがで
きた 

33.33
% 

7 

  あまり印象に残っていない 
57.14

% 
12 

    

卵子の老化について 
今まで考えてみたことがなかったので刺激的だ
った 

20% 4 

  この授業を受けて考え方が変わった 5% 1 

  
考え方は変わらなかったが，深く知ることがで
きた 

45% 9 

  あまり印象に残っていない 30% 6 
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43.48%
21.74%

34.78%

52.17%
8.70%

39.13%

25%
4.17%

25%
0%

16.67%
29.17%

12.50%
37.50%

50%
0%

9.52%
0%

33.33%
57.14%

20%
5%

45%
30%

0.00% 10.00%20.00%30.00%40.00%50.00%60.00%

もっとテーマの統一性が欲しかった

なんとなくテーマに関連性を感じた

あまり意識したことがなかった

積極的にもっと取り入れて欲しい

できればもう少し取り入れて欲しい

今回の程度でよい

神秘的

ワクワクする

哲学的

数学的

先端技術

あまり印象に残っていない

今まで考えてみたことがなかったので刺激的…

この授業を受けて殺虫剤に対する考え方が変…

考え方は変わらなかったが，深く知ることがで…

あまり印象に残っていない

今まで考えてみたことがなかったので刺激的…

この授業を受けて地球の人口に対する考え方…

考え方は変わらなかったが，深く知ることがで…

あまり印象に残っていない

今まで考えてみたことがなかったので刺激的…

この授業を受けて考え方が変わった

考え方は変わらなかったが，深く知ることがで…

あまり印象に残っていない

複
数
の
教
員
で

行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て

実
験
や
実
習
な

ど
に
つ
い
て

人
類
の
宇
宙
観
に
つ
い
て

殺
虫
剤
の
利
用
に

つ
い
て

人
口
動
態
に
つ
い

て

卵
子
の
老
化
に

つ
い
て

授業について
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⛉学ࡢゝㄒᩘࡢ࡚ࡋ学 

ྜྷ⏣ಙஓ(学共㏻࣭理系女性教育開Ⓨ共同ᶵᵓ) 

1㸬ࢩラバࢫ 

 ᤵ業のᴫせڦ

数学ࡀ科学の言ⴥであるࡇとをලయⓗに♧しࡘࡘ㸪数学ࡀ⨾しいと࠺ࡣいࡇ࠺とかとい

㸪స業ࡃ࡞ࡣけでࡔ⩏できるᤵ業を㸪講ࡀとࡇ理ゎするࡃ῝ࡾࡼၥをゎᾘし㸪数学を࠺

 ࠋ࠺行ࡽࡀ࡞ࡵྵࡶᐇ㦂ࡸ

 

 学⩦࣭教育┠ᶆڦ

㸪科学のࡣるㄢ㢟をṇ☜に⾲⌧してゎỴするにࡌで生ࡇࡑ社会⌧㇟をᢕᥱし㸪ࡸ㇟⌧↛⮬

言語としての数学ࡀᚲ㡲のࡶのと࡞るࡇࠋの࡞࠺ࡼ数学のഃ㠃を㸪ලయⓗ࡞事を㏻ࡌて

学ࡧ㸪理ゎするࡑࠋの際㸪స業ࡸ数学ⓗ࡞ᐇ㦂㸪ICT(Information and Communication 

Technology)の活⏝࡞でアクࣈࢸに学⩦し㸪✚ᴟⓗに㆟ㄽして理ゎを῝ࡵるࡇとを┠ᣦ

すࡑࠋのたࡵのタ࣭タഛᩚࡀったアクࣛࣈࢸーࢽングᐊ(Z103)でᤵ業をᐇするࡇと

かࡽ㸪ᐃဨを 32 ྡとไ㝈し㸪ᑡே数で学ࡇࡪとにࡾࡼ科学の言語としての数学の᭷⏝性

と㸪数学ࡑのࡶのの⨾しࡉをឤࡌ㸪理ゎするࠋ 

 

 ࢻキー࣡ーڦ

科学の言語としての数学㸪数学の⨾㸪数学ⓗᐇ㦂࣭స業㸪ICT の活⏝ 

 

 ⏬ᤵ業ィڦ

➨ 1 ᅇ ࢜リエンࢸーション 

➨ 2 ᅇ シャ࣎ン⭷ࡣ知っている 

➨ 3 ᅇ ྂ௦かࡽのၥ㢟をゎỴ 

➨ 4 ᅇ 動物ࡣ数学を知っているか㸽 

➨ 5 ᅇ ᳜物ࡣ数学を知っているか㸽 

➨ 6 ᅇ でたࡵࡽをᐇ㦂する(☜⋡とࡂࡽࡺ) 

➨ 7 ᅇ ⌧㇟を数ᘧする(ࣔࢹルとシ࣑ࣗレーション) 

➨ 8 ᅇ ⌧㇟をศᯒする(ࢤームのᚲἲ) 

➨ 9 ᅇ ᢡࡾ⣬の数理㸸「࣑ウࣛᢡࡾ」をࡄࡵって 

➨ 10 ᅇ ᢡࡾ⣬の数理㸸「ⰼ⣠ᢡࡾ」をࡄࡵって 

➨ 11 ᅇ ⤖ࡧ┠の数理 

➨ 12 ᅇ ⢓ᗘの㧗い流యのΰ合の数理 

➨ 13 ᅇ ୍➹書き㸪グࣛࣇ㸪ᥱᡭᐃ理 

➨ 14 ᅇ ᒣ小ᒇのၥ㢟とグࣛࣇのᖹ㠃性 

➨ 15 ᅇ ᆅᅗのሬศけとࡑのᛂ⏝ 

㸦事๓学⩦㸸ࢸキスト࣭事๓㓄ᕸ㈨ᩱのㄞゎ㸪事ᚋ学⩦㸸講⩏ෆᐜのᩚ理と理ゎ㸧 

 ⪅ᢸᙜڦ

➨ 1 ᅇࠥ➨ 5 ᅇ㸸ྜྷ⏣ಙஓ㸦学共㏻㸧 

➨ 6 ᅇࠥ➨ 8 ᅇ㸸川ཱྀៅ㸦附属୰➼教育学校㸧 
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➨ 9 ᅇࠥ➨ 12 ᅇ㸸小ᯘẎ㸦理学㒊㸧 

➨ 13 ᅇࠥ➨ 15 ᅇ㸸∦᱒Ẹ㝧㸦理学㒊㸧 

 

ᚋ期 ⅆ᭙᪥ڦ 3࣭4 㝈 ࣎ࣛࢥレーションࢭンターZ103 

 

2㸬ᤵᴗࡢᴫせ 

(1) ཷ講⪅ 

➨ 1 ᅇ┠の講⩏のときのཷ講⪅ࡣ

44 ྡ(理学㒊 28 ྡ㸪生活⎔ቃ学㒊 11

ྡ㸪ᩥ 学㒊 7 ྡ)であったࠋ教ᐊ(Z103)

の関ಀにࡼるே数のไ㝈ࡀ 32 ྡであ

ண告しておいたので㸪ࡶ㸪シࣛバスでࡾ

ཷ講⪅をᢳ㑅で㑅ࡇࡪとにしたࡑࠋの

⤖ᯝ㸪᭱⤊ⓗにྑࡣの⾲にある 33 ྡ

のཷ講⪅と࡞ったࠋ 

 

(2) 学生のホ౯ 

学でᐇࢀࡉたアンケートの⤖ᯝ

ㄢした᭱⤊レࡀ⏣で㸪ᢸᙜ⪅の୍ேのྜྷࡇࡑࠋい࡞ていࢀࡉ⾲公ࡣ㸪ཎ✏ᇳ➹のẁ㝵でࡣ

ポートにおいて㸪」数の学生かࡽ意ぢࡀあったࡶの㸪ࣘࢽーク࡞意ぢの୰かࡽ㑅ࢇで⤂

するࠋ 

㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨 

1㸬ࡢࡇㅮ⩏ࡢ中࡛⯆῝ࡓࡗ㢟ᮦࡢࡑ理⏤ࢆ᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

∵ーのࢻࢹ࣭ 1 㢌ศの⓶でࡔࢀけᗈいᅵᆅをᅖࡵるかとい࠺ၥ㢟ࠊࡸ୰ୡ㒔ᕷのᇛቨ

のᙧかྂࡽ௦かࡽ➼࿘ၥ㢟とࡑのゎࡃࡼࡀ知ࢀࡽていたとい࠺㢟ᮦࡀ⯆῝ࡃឤࡌたࠋ

たࡔ数学のၥ㢟をゎࡔࡃけでࠊࡃ࡞ࡣᐇ際に生活の୰でࡑのゎࡀ⏝ࢀࡉていたとい࠺

ࡼࡀとࡇているࢀࡉ⏝生活の୰で活ࡀ数学ࠊできࡀとࡇ数学をయឤする࡞ᐇ㊶ⓗ࡞࠺ࡼ

できて㠃ⓑࡀとࡇ生活の୰でのᚲせ性をᐇឤするࠊࡶとࡃ࡞ᚓ意でࡀ数学ࠋかったࢃࡃ

かったࠋ 

࣭ಶேⓗに㯤㔠ẚࢼ࣎ࣇࡸッࢳ数ิと⮬↛⏺のࡾࡀ࡞ࡘのၥ㢟にࡘいて⯆をᣢってい

たのでᴦしかったですࠋ数┤⥺ୖにࡣ᫂☜に⾲すࡇとのでき࡞い͆↓理数͇を㏣究する

⏤理ࠊ㯤㔠ẚをぢ出しࡾࡸ理↓ࡣットୖでࢿインターࠋきましたࢃࡀて⯆ࡵとにᨵࡇ

をᚋけしているࡶのࡀたࢇࡉࡃあࡾますࡇࠋの࡞࠺ࡼグ事ࡣ᭕࡞ィ⟬ᘧ࡞をᙜて

とࡔ大ษࡀとࡇるࡵィ⟬して┿ᐇを☜かࡽ⮬ࠋですࡕࡀࡌಙࡎࡽࢃかかࡶているにࡵࡣ

③ឤしましたࠋ 

ୖࡾいてྲྀࡘーⅬにࢼシࣗタイࡸの㊥㞳▷᭱ࠊࡀ῝かったのです⯆ࡶとてࡶの㢟ᮦ࣭

ッࢿーⅬをศᒱⅬとしたときにⅬのࢼシࣗタイࠋに༳㇟にṧっています≉ࡀていたᅇࡆ

ト࣡ーク᭱ࡀ▷に࡞るࡇとのド᫂ࡶ⨾しいとឤࡌましたࡶ᭱ࠊࡀឤ動したのࡀ↛⮬」ࡣ

知っている」といࡇ࠺とですࠋシャ࣎ン⭷ࡀ⾲㠃✚を小ࡃࡉするたࡵにࠊシࣗタイࢼー

ⅬをとってⅬのࢿット࣡ークの㛗ࡉを᭱▷にしているࡇとにとてࡶ㦫きましたࠋ科学と
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数学ࡀᐦ᥋に関ࢃっているのࡔとᐇឤできましたࠋ 

࣭シャ࣎ン⭷を⏝してࠊ⮬↛にࡼって⾲㠃ᙇ力୍ࡀ␒小࡞ࡃࡉる㸦⾲㠃✚ࡶ᭱ࡀ小ࡃࡉ

かࡃ῝と↛⮬ࡣの࠺数学といࠋ῝かったです⯆ࡣの࠺るとい᪉をㄪࡾる㸧㠃のᙇ࡞

かࢃっておࠊࡾ⮬↛かࣄࡽントを࠼ࡽࡶるとい࠺のを知ったかࡽです࠼⪄࠺ࡇࠋるとࠊ

数学ࡣたࡔの学ၥࡃ࡞ࡷࡌてࠊ⮬↛⌧㇟をㄝ᫂する言語である࠺ࡼにࡶᛮ࠼ましたࠋま

たࠊᐇ㦂とい࠺ᙧでジ࢜ジࣛࣈ࢙をってゎのண をたてるとい࠺ᡭẁࡶ学ましたࠋ

数学のᐇ㦂とい࠺のࡣ᪂㩭でシ࣑ࣗレーションしࡽࡀ࡞ゎをぢࡘける数学のᴦしࡉを知

 ࠋましたࢀ

シ࣭ャ࣎ン⋢を⏝いてࠊᐇ際に┠にぢ࠼るᙧで⟅࠼を知るࡇとࡀできるたࢃࡵかࡸࡾすࠊࡃ

またྂ௦かࡽ数学ၥ㢟としてఏࢀࡽ࠼てきたࡇとࡀとてࡶ⯆῝かったࠋシࣗタイࢼー

Ⅼにࡘいてのၥ㢟でࠊࡣシࣗタイࢼーⅬの⨨をồࡵるࡇとࡣ㞴しかったࠊࡀᐇ際にシ

ࣗタイࢼーⅬの⪃࠼を⏝いて᭱▷㊥㞳をồࡵるࡇとࡀᴦしかったࠋ 

࣭㯤㔠ẚࡀᵝ࡞ࠎᡤでぢࢀࡽるとい࠺のࡃࡼࡶ⚾ࡣ⪺いたࡇとࡀあࠊࡾಙࡌていましたࠋ

しかしࠊ数学ⓗに⪃࠼るとしい物ࡀከいとࢃかってࠊ数学においてࡶ⡆༢に㦄࡞ࢀࡉ

い࠺ࡼにし࠺ࡼとᛮったしࢀࡑࠊでࡶ⯆のあった㯤㔠ẚにࡘいて学たのでⰋかった

ですࠋ 

 

2㸬ࡢࡇㅮ⩏ࡢ中࡛理ゎࡓࡗࡃࡋ㢟ᮦࡢࡑ理⏤ࢆ᭩࡚࠸ୗ࠸ࡉ 

࣭㯤㔠ẚの講⩏でⓏሙしたᑐ数⼺᪕のᴟ᪉⛬ᘧにࡘいてࠊࡣ理ゎࡀ᭕࡞まま⤊࠼てしま

いましたᩥࠋ系で数Ϫࡣ学⩦してい࡞いたࣆࢿࠊࡵア数ࡵึࡣ࡞てぢました࠺ࡑࠋい

GeoGebraࠊࡀのです࡞までࢀࡑࡤ࠼あると流してしまࡀのࡶ࠺ でᐇ㦂したときᐃ数の

ኚと⼺᪕のኚの┦関性ࡀᥗࡃࡽ࡙ࡳⱞປしましたࠋ 

࣭㯤㔠ẚࠊࡸ㯤㔠ゅの講⩏ࠊࡣཎ理࡞ࡀいのでイメージしにࠊࡃࡃ理ゎでき࡞かったですࠋ

しかしࠊ講⩏にてඛ生ࡀおっしࡷっていた࠺ࡼにࠊ⮬↛と数学ࡀいかにࡶマッࢳしてい

ると⮬ศのᛮい㎸ࡳでឤ動するのでࠊࡃ࡞ࡣ科学ⓗにࠊ数学ⓗにࠊᵝ࡞ࠎ᪉ྥかࡽ

ⓗにぢてࡳるのࡼࡀいのࡔとᛮいますࠋ 

 

3㸬ࡢࡇㅮ⩏ࡢ᪉ἲ࡚࠸ࡘ㸪工ኵࡿ࠼⪄ࡓ࠸࡚ࢀࡉⅬࡤࢀ࠶ࡀ᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

࣭1 ே 1 ே iPad をᣢってࠊGeogebra でయ㦂しࡽࡀ࡞学たࠊࡾඛ生ࡀᫎし出す⏬㠃をぢ

ベーシックサイࠋすかったですࡸ理ゎしࡾࡼࠊたのでࢀࡃの๓でᐇ㦂をして┠ࠊࡾたࢀ

エンス䊠ࠊ䊡࡞のᤵ業ࡶとっているのでࡃࡼࠊ Geogebra を⏝しますࡣ⚾ࠊࡀの理

系のᤵ業ࡶࡤ࠼いいのに࠵࡞とᛮࡽࡃ࠺いࠊとてࡶ᭷ຠ࡞ຮᙉのᡭẁࡔとᛮいますࠋ

まࡔい᪉ࡀ᭕࡞とࡀࢁࡇあったࡾするのでࡶࠊっと活⏝してしいですࠋまたࠊ

Geogebra と同ᵝに Wolfram Afpha の活⏝ࡶとてࡶⰋかったですࠋ 

とᛮいまし࡞いいࠊࡣするのࡾにၥ㢟をゎいた⥴୍ࠊࡾ࿘㎶のேとヰし合ったࠊとࢀࡑ

たࠋ知࡞ࡽいேとヰしたけࡇࠊのே࠼⪄࡞ࢇࡑࡣ᪉するࡔࢇ㸟とか᪂た࡞Ⓨぢࡀあっ

てᴦしいしࠊ知࡞ࡽいேとၥ㢟をゎࡃかࢇࡷࡕࡶ⚾ࠊࡽと࡞ࡽࡸきࡷ㸟と㞟୰力ࡀୖࡀ

 ࠋましたࡾ

i࣭Pad を࠺意ࡃࡼࡀศかるとい࠺Ⅼでᕤኵࢀࡉていたとᛮいましたࢹࠋジタルᶵჾを

ࢃ᭷ຠにࡶとてࡣの講⩏でࡇࠊある୰でࡶ⩏講࠺とᛮ࠺ࢁࡔい࡞ࡀᚲせ࠺ࡊࢃࡊࢃ
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にᡭでィ⟬するሙ㠃と≉ࠋていましたࢀ iPad を࠺ሙ㠃ࡀきࢇࡕと㓄ศࢀࡉていたと

ᛮいますࠋィ⟬ᘧをධ力するࡔけで⟅ࢃࡀ࠼かるのࡣある⛬ᗘ౽ࡔとᛮいますࠊࡀィ

⟬㏵୰にⓎぢできるࡇとࡶたࢇࡉࡃあࡾますࠋいศけにࡇࡣの࡞࠺ࡼ意ᅗࡀあったの

で࡞ࡣいかとಶேⓗにゎ㔘していますࡑࠋの࡞࠺ࡼ意ᅗࡀᮏᙜにあったのかࡣศか࡞ࡽ

いですࡇࠊࡀの講⩏の大き࡞魅力の୍ࡔࡘとᛮいますࠋ 

୍࣭ே୍ྎきࢇࡕと IT ჾලࡀ⏝意ࢀࡉていてࠊインターࢿットをいᵝ࡞ࠎシ࣑ࣗレー

ションࡀできたⅬࠊシャ࣎ン⋢⭷のᐇ㦂を┠の๓でしてࡉࡔࡃったⅬ୍ࠊேで⪃࠼るの

でࡃ࡞ࡣ」数ேで⪃࠼る㛫を࠼てࡉࡔࡃったⅬࡀᕤኵࢀࡉているとᛮいましたࠋ 

࣭Mathematica ࡸ GeoGebra ➼を⏝してᐇ際に┠にぢ࠼るᙧで⾲してࡳるとい࠺のࠊࡀ

とてࡶ理ゎしࡸすࡃてࡼかったですࠋ≉にⴥᗎの⼺᪕ࡸἜ⭷でそった┙にࠊ☢Ẽをᖏ

のを⮬ศࡶいࡃきにࢃࡀいとイメージ࡞ࡽ知ࠊ࡞るᐇ㦂ࡏࡉたᾮを➼㛫㝸でⴠୗࡧ

でࡸってࡳたࡾ๓でぢࡏたࡾプロジ࢙クタでᫎしてのேと共᭷したࡾするのࡀⰋかっ

たですࠋᇶᮏⓗに数Ϫを⩦ってい࡞いࡦとにࢃࡶかるෆᐜ(⼺᪕のヰ௨እ)でࠊⰍ࡞ࢇ学

科のேࡀとࡸࡾすい科┠ࡔとᛮいましたࠋ 

࣭シャ࣎ン⭷のᐇ㦂ࠊࡸタࣈレットを⏝いたᐇ㦂ࡣ᭷┈ࡔったとᛮいますࠋシャ࣎ン⭷の

ᐇ㦂࠺ࡇࠊࡣい࠺ሙでしか࡞か࡞かయ㦂でき࡞いとᛮ࠺しࠊタࣈレットを⏝いるとい࠺

のࡶまࡔ⌋しࡃあるとᛮいますࠋ≉にタࣈレットをいࠊ数学のᐇ㦂ࡀできたのࡣ᪂㩭

でしたしࠊ数学ᑓᨷである⚾に࠺ࡇࡣい࠺サイトࣇࢯࡸトをって⮬ศでᐇ㦂できるの

 ࠋとⓎぢできたのでⰋかったとᛮいます࡞ࡔ

 

4㸬ࡢࡇㅮ⩏ࡢ᪉ἲ࡚࠸ࡘ㸪ࡗࡶ工ኵࡀᚲせ࡛ࡿ࠼⪄ࡿ࠶Ⅼࡤࢀ࠶ࡀ᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

࣭教ᐊࠊࡃ⊂ࡀまたཷ講⪅ࡀከいたࠊࡵᖍにࡼってࡣ㟁Ꮚ㯮ᯈࡀぢ࡙ࡽかったࠋプロジ࢙

クターを⏝いて㟁Ꮚ㯮ᯈの⏬ീをቨにす࡞してࠊのᖍに座ってࡶ㯮ᯈࡀぢ࠼るࡼ

iPadࠊまたࠋしいにして࠺ にࡼってࡣఱᨾかⱥ語タᐃに࡞っているࡶのࡀあったࠋ

いにࡃいのでࠊタᐃኚ᭦を⚗Ṇする࡞のᥐ⨨をとってしいࠋ 

࣭タࣈレットで数学のᐇ㦂をしましたࡑࠊࡀのࣇࢯトのい᪉をᑡし教࠼て࠼ࡽࡶるとⰋ

かったか࡞とᛮいますࡶࠋとࡶと⏝意ࢀࡉていたとࢁࡇに⮬ศでⅬを動かしたࠊࡾ数Ꮠ

を௦ධしたࡣࡾしましたࡑࠊࡀのࡶとをసる᪉ἲを⪺きࠊ⮬ศたࡕで⡆༢ࡶ࡞のをస成

できたࡽⰋい࡞とᛮいますࠋ 

 

5㸬ࡢࡇㅮ⩏࡛ࡣ㸪⮬ศ࡛⪃࡚࠼ḧࡵࡓ࠸ࡋ㸪ᤵᴗෆᐜࢆ㒊᭩ࢫ࢟ࢸࡓ࠸トࡣᤵᴗ⤊

ᚋඹྠᶵᵓࡢ Web ࡛㓄ಙࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡋⅬ࡚࠸ࡘ㸪㈗᪉ࢆ࠼⪄ࡢ᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

࣭スࣛイࡸࢻシ࣑ࣗレーションを㓄ಙして࠼ࡽࡶるのࡣຓかࡾましたࠋᤵ業୰にࡽࡉっと

流したド᫂➼をᚋでࡌっࡾࡃㄞࡇࡴとࡀできるかࡽですࡣ⚾ࠋ㓄ಙしてࡤࢀ࠼ࡽࡶຓか

るのでࡽࡕࠊでࡼࡶいのです࠺ࠊࡀして manaba に㓄ಙで࡞ࡣいの࠺ࢁࡔとࡣᛮい

ましたࠋ 

࣭講⩏୰に書き࡞ࡏかった㏵୰ᘧࠊࡸ理ゎࡀ㐜ࢀていたⅬ࡞を☜ㄆするࡇとࡀできた

たࠊࡵ 㓄ಙࢀࡉたスࣛイࠊࡣ➼ࢻ᭷ຠに⏝できましたࠋまたࠊ講⩏ࢃ⤊ࡀったᚋࠊ

 ࠋでき大ኚⰋかったですࡶとࡇす┤࠼⪄ࡽ て୍かࡡかࡶ⩦
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6㸬ࡢࡇㅮ⩏࡚࠸ࡘ㸪ᕼᮃࡸᥦゝ等ࡤࢀ࠶ࡀ㸪᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

࣭㛫の関ಀୖ㞴しいかとᛮいますࠊࡀᤵ業でࡣ GeoGebra のࣇイルࡀ᪤にసࢀࡽおࠊࡾ

あとࡣ᪤にできている࣎タンをᢲࡤࡏシ࣑ࣗレーションできましたࠊࡀᤵ業の୰で⮬ศ

で᭱ึかࡽసる㛫ࡀあࠊࡤࢀGeoGebra の活⏝᪉ἲࡾࡼࡀศかࡾᎰしいですࠋ 

୍࣭⯡教㣴にしてࠊࡣㄢ㢟ࡀᑡしከかった࠺ࡼにࡶᛮいますࠋいࡘࡃかのㄢ㢟ࡀあࡾ㑅ࡪ

いとᛮいまࡼるのでࢀࡽ࠼⪄いてࡘに⮬ศの⯆をᣢった⪅に≉ࠊࡤࢀってい࡞に࠺ࡼ

すࠋ᥇Ⅼࡶ࡞ᑀでࠊきࢇࡕと⟅ࡀ㏉ってࡃる୍⯡教㣴のᤵ業ࠊࡣあま࡞ࡾいので

ཷ講してࡼかったとᛮいましたࠋ 

 

7㸬ࡢࡇㅮ⩏௨እࡢ大学ࡢㅮ⩏࡚࠸ࡘ㸪ᕼᮃࡿࡍෆᐜࡸᙧᘧ࣭᪉ἲ等ࢆ᭩࡚࠸ୗࠋ࠸ࡉ 

࣭ඛ生ࡀヰし⥆けるࡔけの講⩏ࡣ⬟動ⓗ࡞活動のᶵ会をࡃ࡞しࠊ学生ࡶ㣬きてしま࠺とᛮ

大ࡶ知㆑をᚓるのࠋⰋいとᛮいますࡀのࡃていࢀධࡾྲྀࡶグループ活動ࡸ⾲Ⓨࠊので࠺

ษࡇ࡞とですࢀࡑࠊࡀと୪行して⮬ศの㢌で⪃ࠊ࠼ᡭを動かすᶵ会ࡀᚲせࡔとᛮってい

ますࠋ 

࣭1 ᑡே数ᆺᤵ業㸦㸯㸮ே๓ᚋࡀ理です㸧 

 2  アする࢙で公開してクࣛスメートとシ࡞ってきたㄢ㢟を㹌㹃㹒ࡸ

 3 ≉にᑓ㛛のᤵ業にࡘいてࡣᯈ書ࡀᛁしࡃෆᐜࡀධってきにࡃいたࠊࡵ㹕㹣㹠に㯮ᯈの

┿をアップローࢀࡉࢻる࠺ࡼにするࠋ 

 4 ᤵ業の୍㐌㛫๓にḟのᤵ業のレジࣗメを㓄るࠋ 

࣭⮬ศの⪃࠼を୍ே୍ேࡀⓎ⾲するとࠊスムーࢬに㐍行しࡃ࡞てࠊ㛫ࡀかかる͐とい࠺

ᤵ業ࡶあるとᛮ࠺のでࡑࠊの࡞࠺ࡼᤵ業で(ே数のከいᤵ業でࡣ㞴しいかࡶしࢀまࢇࡏ

を࠼⪄ศのᦠᖏをって⡆༢に⮬ศの⮬ࡸレットࣈにቨ୍㠃にタ࠺ࡼ㹘Ჷの教ᐊの(ࡀ

♧すࡇとࡀできるᤵ業ࡶࡀっとあってࡼࡶいとᛮいますࡀ⚾ࠋ知࡞ࡽいࡔけでࠊ᪤にあ

るのかࡶしࢀまࠋࡀࢇࡏ 

࣭同ࡌ学㒊生同ኈࡔけでࠊࡃ࡞⮬ศとࡣ㐪った学㒊生と意ぢ交ࡀできࡽࡉࠊに୍ࡘの講

ࠊ理系のෆᐜᩥ ࠊࡀ⩏ 系のෆᐜといった࠺ࡼにศかࢀているࡶのでࡃ࡞ࡣβࠊ ศ㔝࡞ࠎ

のෆᐜを学る࡞࠺ࡼ講⩏をᕼᮃしていますࠋ 

࣭の講⩏でࡶヰし合࠺㛫୍ࡸ⥴にၥ㢟をゎࡃ㛫をసった1ࠊࡾ ᗘ㯮ᯈに書いたෆᐜ

を理ゎする㛫ࡀ欲しいですࠋ数学のᤵ業でࡣඛ生ࢀ័ࡣてるかࡽすࡄ理ゎして㯮ᯈに

ෆᐜを書けるけࠊ⚾㐩ࡑࡣのෆᐜを理ゎしࣀࡽࡀ࡞ートをと࠺ࢁとしているのでࣀࠊ

ートをとるのࡀ㏣いࡘか࡞かったࠊࡾ㏫に理ゎをࡎࡏにࣀートをとるのにᚲṚに࡞って

しまࡇ࠺とࡀከいですࠋでࡶ大学ࡔかࠊࠗࡽ 学ࡧたいேࡔけࠊ理ゎできるேࡔけࡘいてࡇ

い࠘ࡳたい࡞スタンス࡞のか࡞とᛮってあまཱྀࡾにࡣ出ࡏまࠋࢇࡏ大学でᤵ業をཷける

とࡸࠊっࡾࡥ㧗校までとࡣ㐪࡞ࡔࢇ࠺とᛮいましたࠋ 

㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨 

ᴫࡡ㸪ࡽࡕࡇの意ᅗしたࡇとを理ゎして㸪ᤵ業をཷけてࢀࡃた学生ࡀከかったࠋࡔ࠺ࡼ

同ࡌ事にࡘいて㈶ྰの୧᪉の意ぢࡀあったࡾするࡀ㸪᳨ࡃࡼウして来ᖺᗘかࡽのᤵ業に

活かしていきたいࠋ 

また㸪᭱ᚋの 7㸬の㒊ศにࡣ㸪大学のᤵ業にᑐするᕼᮃࡀたࢇࡉࡃ書かࢀていたࠋ

のアクࣛࣈࢸーࢽングの大合ၐに௦⾲ࢀࡉる࡞࠺ࡼ㸪ᤵ業のᨵ㠉のᚲせ性ࡃࡼࡀศかる
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 ࠋ㸪ᚋのᮏ学の教育のᨵ㠉にཧ⪃にしていきたいࡾのであࡶ

 

 キストࢸ (3)

共同ᶵᵓでࡣ㸪ᤵ業で⏝した⮬సࢸキスト࣭㈨ᩱ➼ࡣ㸪ྍ⬟࡞㝈ࢸࡾキスト࣭ㄞᮏ

として LADy SCIENCE BOOKLET のᙧでⓎหしているࡇࠋのᤵ業「科学の言語として

の数学」にࡘいてࡣ㸪ᅗ∧࣭┿のⴭసᶒ➼の関ಀで୍㒊ࡣ┬␎したࡀ㸪 

 LADy SCIENCE BOOKLET 8ࠗ科学の言語としての数学࠘ 

としてⓎหしたࡈࡦࡐࠋぴいたࡔきたいࠋ 
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ベーシックサイエンスＩ  

理系女性教育開発共同機構 

特任助教 船越紫 

特任講師 寺内かえで 

１．概要 

 理系女性教育開発共同機構の 4 つの柱の一つである「大学理工系教育改革プロジェクト」

として，2016 年度から開講し，今年で 2 年目となる「ベーシックサイエンスＩ」（前期）

について報告する。 

 昨年度同様，第 1 回のオリエンテーションは山下教授による全体のガイダンス，第 2 回

～第 15 回の授業は理系女性教育開発共同機構の特任教員が担当した。 

 受講者数は 12 名であった。内訳を下表に示す。 

 理学部 生活環境学部 文学部 

1 回生 0 名 3 名 0 名 

2 回生 2 名 1 名 0 名 

3 回生 4 名 1 名 0 名 

4 回生 1 名 0 名 0 名 

全学共通教養科目であるので，文学部の学生にも多く受講してもらいたかった。今後はシ

ラバスの記載を工夫するなどの改善の工夫が必要であると思われた。 

 

本科目についての詳細な報告は，別の Booklet（タイトル科目名）において報告する。

このため，本報告では以下に，WEB にて公表したシラバスのみを示す。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ベーシックサイエンスＩ シラバス 

 

担当教員 ：山下靖（理学部），寺内かえで（理系女性教育開発共同機構・特任教員）， 

船越 紫（理系女性教育開発共同機構・特任教員） 

開講時期 ： 前期， 月曜日３・４時限 

教室 ： Ｚ１０３（ディープ・アクティブ・ラーニング教室） 

単位数 ：２単位  

 

授業概要 ： 

 現代社会において科学はなくてはならないものになっているが，文系の学生が科学につ

いて学ぶ機会は少なく，理系の学生も広い視野に立って科学を考えることなしに専門に進

むことが多い。そこで，文系と理系の両方の学生を対象とし，幅広い科学の活動の一端を

講義するとともに，学問をする上で自分の考えを正確に言葉で表現するための方法を講義

する。 
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学習・教育目標：  

科学的に物事を観察し，自分の言葉で表すことを学ぶ。この学びを，エネルギーの科学の

基本知識を修得する中で実践してみる。数学は計算・公式や解法の暗記・反復訓練ばかり

ではなく「考える」学問であるということを理解する。また実際に疑問を持ち考えること

で，たくさんの数学に囲まれ生活しているということについて知る。 

 

キーワード ： 

STEM，科学的思考法，科学的表現法，エネルギーの科学，数学  

 

授業計画  

第１回 オリエンテーション 

（事前学習：これまでに学んだ自分の科学についての知識を見直す，事後

学習：授業内容の復習と理解） 

第２回 科学とは何か・科学的とはどういうことか 

（事前学習：科学と疑似科学/非科学との違いについて考えてみる，事後

学習：配布物による授業内容の復習） 

第３回 人類と科学技術とのつきあい 

（事前学習：『エネルギー読本 I』第１章を読んでおく，事後学習：授業

内容の復習と理解） 

第４回 エネルギーの科学 その１ 物理的基礎 

（事前学習：『エネルギー読本 I』第２章を読んでおく，事後学習：授業

内容の復習と理解） 

第５回 エネルギーの科学 その２ 化石燃料エネルギーとその利用 

（事前学習：『エネルギー読本 I』第３章を読んでおく，事後学習：『エ

ネルギー読本 I』第３章を読んでおく） 

第６回 エネルギーの科学 その３ 再生利用エネルギー 

（事前学習：再生可能エネルギーについて調べておく，事後学習：授業内

容の復習と理解，『エネルギー読本I』の§4.3.3を読んで考察する） 

第７回 私たちの生活とエネルギー消費を資料から読み解く 

（事前学習：『エネルギー読本 I』第４章を読んでおく，事後学習：授業

内容の復習と理解） 

第８回 トランス・サイエンスの時代を生きる 

（事前学習：社会と科学技術の間で問題となっていることについて幅広く

調べておく，事後学習：授業内容の復習と理解） 

第９回 高校までの数学について考える１ 

（事前学習：高校までの数学を思い出しておく，事後学習：授業内容の復

習と理解） 

第１０回 高校までの数学について考える２ 

（事前学習：高校までの数学を思い出しておく，事後学習：授業内容の復
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習と理解） 

第１１回 数について考える 

（事前学習：数の種類について調べておく，事後学習：授業内容の復習と

理解） 

第１２回 身の周りに隠れている数学について考える１ 

（事前学習：数学の身の回りへの応用について調べておく，事後学習：授

業内容の復習と理解） 

第１３回 身の周りに隠れている数学について考える２ 

（事前学習：数学の身の回りへの応用について調べておく，事後学習：授

業内容の復習と理解） 

第１４回 物の形を考える１ 

（事前学習：身の周りの物の形の理由について考えておく，事後学習：授

業内容の復習と理解） 

第１５回 物の形を考える２ 

（事前学習：身の周りの物の形の理由について考えておく，事後学習：授

業内容の復習と理解） 

 

担当者： 

 第 1 回：山下靖(理学部)，第 2 回～第 8 回：寺内かえで(理系女性教育開発共同機構)，第

9 回～第 15 回：船越紫(理系女性教育開発共同機構) 

 

成績評価の方法：レポートや出席等を総合的に評価する。 

  

成績評価割合： 

 宿題・授業外レポート 50%，授業態度・授業への参加度 30%，出席 20% 

 

自作テキスト・資料 

①LADy SCIENCE BOOKLET 6『エネルギー読本 I －基本編』（奈良女子大学理系女性

教育開発共同機構），寺内かえで・寺内衛著 

②LADy SCIENCE BOOKLET 3『高校生のための科学論文の書き方』（奈良女子大学理系

女性教育開発共同機構），寺内かえで著 

③船越紫作成・各授業オリジナルテキスト 
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SCORE（Science camp of CORE of stem in Japan）2017
グローバル理系女性育成国際サマーキャンプ 2017

1 シラバス
授業概要　理系女性教育開発共同機構と理学部が共同で実施するサマーキャンプ（SCORE）
のための授業科目であり、海外からの受け入れ学生と共に、ワークショップ、天文台・研究
所の見学その他の活動を行う。

学習・教育目標　海外からの受け入れ学生との学修を通じて各人の専門性を深める。英語
学習へのモチベーションを高め、異文化理解・コミュニケーション能力を向上させる。
キーワード：異文化理解　コミュニケーション能力

授業計画　日程：2017年 8月 18日ー 8月 25日の８日間（予定、移動日を除く）
8月 18日　奈良に関する講義・体験
8月 19日　アイスブレーキング（ならまち・奈良公園）
8月 20日ー 21日　・紙すき体験（皆田和紙紙すき文化伝承館）
　　　　　　　 　・西はりま天文台で研修・天体観測
　　　　　　　 　・SPring8の見学・研修
8月 22日ー 25日　ワークショップ
　”Invisible: How to make sense of the universe with Origami and a Pendulum”をテーマに
　・「折り鶴の幾何学（数学）」
　・「万有引力・重力を考える（物理）」
　などの講義・演習を受講する。
　最終日にはグループに分かれてのプレゼンテーションを行う。

対象学生　 1-4回生

単位数　 2

担当教員 研究院 自然科学系 数学領域 柳沢　卓
村井　紘子

研究院 自然科学系 物理学領域　 上江洌　達也
宮林　謙吉
山内　茂雄
下村　真弥
大木　洋
小川　英巳
石井　邦和
土射津　昌久

自然科学工房 山中　聡恵
理系女性教育開発共同機構 吉田　信也

山下　靖
雲島　知恵
船越　紫
増田　暢
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事前準備
本学学生

4/5(水) ガイダンスにてチラシ配布
4/10(月), 11(火) 説明会
4/17(月) アプリケーションフォーム締切
4/19(水) 履修者決定・通知（履修登録締切）
5/17(水) 受講者対象ガイダンス
6/7(水) 英語事前学習
7/12(水) ワークショップ事前学習１
8/4(金) ワークショップ事前学習２

留学生
3月下旬 募集開始
4/24(月) アプリケーションフォーム締切
5月後半 アプリケーションフォーム締切延長（締切は大学毎に設定）

SCORE2017　プログラム
日 活動内容

8/17(木) 留学生到着
8/18(金) 午前 インダクション（プログラム・事務手続き説明，NWUツアー）

午後 奈良に関する講義（河上先生）
夕方 ウェルカムパーティー（各国・各大学のプレゼン）

8/19(土) 午前 ならまち・奈良公園等の散策（アイスブレーキング）
午後 休息

8/20(日) 午前 紙すき研修（皆田和紙紙すき文化伝承館）
午後 西はりま天文台で研修・天体観測

ゆうあいいしい（佐用町）にて宿泊
8/21(月) 午前 SPring-8の見学・研修

午後 英賀神社での算額見学・研修（18:00 頃大学到着・解散）
8/22(火) １～３コマ （数学ワークショップ）折り鶴の幾何学

４コマ 奈良 食に関する講義・実習（高村先生）
8/23(水) （物理ワークショップ）

1・２コマ 万有引力・重力を考える（講義）
３・４コマ 万有引力・重力を考える（演習 1）

8/24(木) （物理ワークショップ）
1・２コマ 万有引力・重力を考える（前日の復習・講義・本学の加速器見学等）
３・４コマ 万有引力・重力を考える（演習 2）

8/25(金) 午前 プレゼンテーション準備
午後 プレゼンテーション 15分間× 12グループ
夕方 フェアウェルパーティー

8/26(土) 解散・移動
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数学や物理のワークショップの詳細

8月 21日 算額見学
担当：柳沢卓
あらかじめ算額に関する資料（英文）を配布しておいた。当日は，英賀神社の木村宮司による算
額の歴史全般と英賀神社に奉納されている算額の特徴に関する説明があった。その後，絵馬堂に
掲げられた算額（レプリカ）及び 拝殿奥に奉納されている算額（実物）を見学した。
8月 22日 折り鶴と幾何学
担当：村井紘
折り鶴を折ることができる四辺形にはどのような特徴があるか」という問題を取り扱った。 問題
を数学的に考察するためには「折り鶴を折ることができる」とはどういうことなのか、厳密に定
義を与える必要があるが、実はその定式化が難しい点である。どのように用語の定義を与え、問
題を簡略化するのが適切なのか、ペアでの作業を通じて自ら発見していく形で授業を進めた。最
後に「鶴の基本形を折ることができる四辺形は内接円をもつ」という結論を導いた。その証明の
一部をレポート課題とした。
8月 23日 力学の基礎と円運動：講義（午前）
講義：上江洌達也（主担当・講師）、土射津昌久、（講義ノート作成補助・監修）、大木洋（講義ノー
ト作成補助・監修）、宮林謙吉（講義ノート監修）
数学の準備としてベクトルや微分積分を復習し、速度、加速度、運動方程式について教えるとと
もにエネルギー保存則と円運動について講じることにより、午後の実験に入る前の準備をした。
8月 23日 力学の基礎と円運動：実験（午後）
実験：下村真弥（主担当）、山中聡恵（教材準備・実施補助）、石井邦和（テキスト監修・予行演習）、
宮林謙吉（テキスト監修）
ボールの自由落下を撮影した動画から複数のコマを一枚に合成したストロボスコピック画像を作
成し、差分をとって速度を時間の関数として求め、そこから速度の単位時間当たりの変化を算出
することにより、重力加速度の直接測定を行った。次に、この手法を水の入ったバケツを振り回す
動作を撮影したものに適用して円運動の法則を定量的に確認した。講義中に演習問題を 2題出題
し、実験の簡潔なレポート（2ページ）と合わせて、この日のレポート課題とした。
8月 24日 万有引力・単振動・振り子の運動・加速器
講義：上江洌達也（主担当・講師）、土射津昌久、（講義ノート作成補助・監修）、大木洋（講義ノー
ト作成補助・監修）、宮林謙吉（講義ノート監修・加速器講義）
万有引力の法則と単振動を復習し、振り子の運動の周期が重力加速度と振り子の長さで決定され
ることを示し、午後に行う実験の準備をした。さらに SPring-8見学の復習とペレトロン加速器実
験室見学の準備のため加速器についても講義した。
ペレトロン実験室見学担当者：小川英巳
イオン源と加速電圧発生の原理の説明、供給可能なビームを用いた研究紹介を含めて、ペレトロ
ン加速器と実験室の見学に対応した。
実験：石井邦和（主担当）、山中聡恵（教材準備・実施補助）、下村真弥（テキスト監修・予行演習）、
宮林謙吉（テキスト監修）
振り子を設置して、長さと振動周期を測定することにより、重力加速度の間接測定を行った。メ
ジャーによる長さの読み取り誤差と、周期測定の繰り返しによる平均値と標準偏差の算出にもと
づいて、誤差の見積もりを含めて測定結果を定量的に示すことを課した。さらに、万有引力定数と
地球半径の数値を与えて重力加速度の大きさと比較することにより地球の質量を求めることと、
地球の質量と月の公転を等速円運動であると考えてその周期（約 30日）から地球と月の間の距離
を求めることを関連する計算問題として課した。 講義中に演習問題を 2題出題し、実験と計算問
題の簡潔なレポート（2ページ）と合わせて、この日のレポート課題とした。
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説明会 ２日間で計２２名が説明会に参加，１９名の応募があった．

受講学生

本学学生１２名，留学生１２名
（留学生：レスター大学１名，リンカーン大学１名，ハノイ理工大学４名，ベトナム国家

大学ハノイ自然科学大学３名，梨花女子大学３名）

事前学習

2017年8月18日 - 8月25日
１８日　ウェルカムパーティー（各国・各大学のプレゼン）
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１９日
ならまち・奈良公園等の散策（アイスブレーキング）

２０日

紙すき研修（皆田和紙紙すき文化伝承館） 西はりま天文台で研修・天体観測

２１日

SPring-8の見学・研修 英賀神社での算額見学・研修
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２２日
（数学ワークショップ）折り鶴の幾何学

奈良 食に関する講義・実習

２３日 　２４日
（物理ワークショップ）万有引力・重力を考える
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２５日　プレゼンテーション
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フェアウェルパーティー
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アンケート
Using a scale of 1 to 5, please rate the following statements concerning SCORE 2017 programme.

(1 = Strongly disagree; 5 = Strongly agree.)

Questionnaire

1. Overall, I am satisfied with this SCORE programme.

2. The faculty/staff at NWU were helpful.

3. I am satisfied with the accommodation.

4. The information on the brochure was helpful.

5. The grading policies were clear and consistently followed.

6. The contents covered in this program were too much.

7. The assignments were consistent with the contents of the lectures, the field trips, and the

workshops.

8. The assignments were too much.

9. I am satisfied with the Nara-machi trip (Aug. 19).

10. I am satisfied with the Pape-rmaking experience (Aug. 20).

11. I am satisfied with the trip to Nishi-Harima Astronomical Observatory (Aug. 20).

12. I am satisfied with the corporate visit to SPring-8 (Aug. 21).

13. I am satisfied with the visit to a temple with Sangaku (Aug. 21).

About the workshops of Math and Physics (Aug. 22-25).

14. I can understand the contents covered in the workshop of Mathematics.

15. I can understand the contents covered in the workshop of Physics.

16. The contents were challenging to me.

17. Overall, the workshops were interesting.

18. The workshops are beneficial to me.

19. I am satisfied with the workshops (Aug. 22-25).

ONLY For Japanese Students.

20. SCOREを通して、自身の英語力が伸びた。
21. 海外に留学したいと思う。
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アンケート集計結果
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大学教育に関するアンケート 
 

理系女性教育開発共同機構 
特任教授 麻生武 

特任講師 寺内かえで 
 
 理系女性教育開発共同機構は，大学教養教育のカリキュラム改革のためのアンケート調

査を実施した。 

  実施対象：奈良女子大学学部生全て 

  実施期間：2017 年 9月 29日～10 月 13日 

  実施方法：WEBでのアンケートツール使用 

  内容：全学を対象とした質問(全 16問)と理学部だけを対象とした質問(全 6問) 

※アンケートの全質問項目については，後付の質問項目一覧を参照 

 

１．有効回答者数（人） 

学部  学科･コース 1回生 2回生 3回生 4回生 合 計 

文学部 古代文化 0 1 3 0 4 

歴史学 0 4 6 0 10 

社会情報学 0 5 1 2 8 

地域環境学 0 2 0 2 4 

文化メディア学 0 3 2 2 7 

日本アジア言語 0 6 1 2 9 

欧米言語 2 6 5 4 17 

教育・人間学  1 4 2 0 7 

心理学 1 1 4 5 11 

文学部・その他 17 4 0 0 21 

理学部 数学 3 7 5 3 18 

物理学 1 3 12 4 20 

数物連携 2 1 0 6 9 

化学 12 7 11 7 37 

生物科学 7 17 11 6 41 

環境科学 6 5 6 7 24 

理学部・その他 5 0 0 1 6 

生活環境

学部（略

称：生環

学部） 

食物栄養学科 6 7 7 6 26 

心身健康学科 10 7 12 7 36 

情報衣環境学科 6 5 6 5 22 

住環境学科 5 8 4 6 23 

生活文化学科 7 11 8 6 32 

生環学部・その他 0 1 0 2 3 

 合 計 91 115 106 83 395 
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２．全学学生を対象とした質問の回答の集計結果（問[1]～問[16]） 
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あまり思わない 25 40 50 50 57 33 29 0% 45 38 17 15 11 3% 12 13 33 31 36 14 22 41 0%

少し思う 50 30 25 50 14 22 41 86 45 29 39 50 44 54 34 42 17 46 50 50 52 31 67

そう思う 25 30 0% 0% 14 11 29 14 0% 24 39 35 44 38 46 46 50 19 14 27 26 16 33
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[2]あなたは自分の専門以外の理系の学問をもっと広く学びたいと思います
か

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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[3]あなたは自分の専門以外の文系の学問をもっと広く学びたいと思います
か
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あまり思わない 50 10 13 25 14 11 29 0% 27 19 6% 25 0% 30 39 17 17 38 42 41 35 31 33

少し思う 0% 50 38 50 43 33 35 86 55 29 22 20 11 32 32 58 50 27 22 23 26 22 0%

そう思う 0% 0% 13 0% 0% 11 6% 14 0% 10 72 45 89 24 15 13 33 8% 8% 18 22 9% 33
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[4]あなたは数学をもっと学びたいと思いますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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[5]高校時代に履修しなかった科目について大学で改めて履修したいと思い
ますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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あまり思わない 50 50 25 75 57 44 29 29 36 29 56 45 33 51 41 58 50 46 44 59 39 41 33

少し思う 0% 40 50 25 0% 11 35 43 45 48 22 15 44 22 32 21 33 35 22 14 17 28 0%

そう思う 25 10 13 0% 0% 0% 6% 14 0% 10 6% 20 11 11 10 4% 0% 8% 8% 9% 17 16 0%
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[6]卒業に必要な単位数を大幅に減らして，代わりに，毎回たっぷり文献を読む
など予習し，それをレポートにまとめて授業で発表し，その内容について深く討

議し合うような，積極的参加型の授業を増やして欲しいと思いますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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少し思う 50 50 50 50 71 44 29 29 27 19 28 50 0% 22 37 38 67 31 31 50 30 31 0%

そう思う 50 30 50 0% 14 22 24 57 55 48 28 25 56 27 32 17 33 23 22 23 30 25 33
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[7]大学在学中の学習時間を確保するために，就職活動は大学で学習している
期間は禁止して，卒業後に初めて応募が可能になるように，社会のルールを変

えて欲しいと思いますか
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まったく思わない 25 0% 0% 0% 0% 14 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

あまり思わない 0% 20 25 0% 0% 14 12 29 18 14 0% 5% 11 8% 7% 8% 17 19 11 5% 26 31 0%

そう思う 50 40 63 75 75 71 59 14 55 52 50 50 44 51 51 54 67 46 56 64 43 44 33

とてもそう思う 25 40 13 25 25 0% 29 57 27 33 50 45 44 41 39 38 17 35 33 32 30 25 67
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[8]科学技術のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか

とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない
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まったく思わない 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 4% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

あまり思わない 25 0% 0% 0% 0% 11 0% 0% 0% 0% 0% 15 0% 11 5% 17 0% 12 8% 9% 9% 13 67

そう思う 25 60 63 50 43 78 59 43 45 48 72 70 44 70 68 50 50 73 67 73 57 63 0%

とてもそう思う 50 40 38 50 57 11 41 57 55 52 28 15 56 19 24 29 50 15 25 18 35 25 33
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[9]人文科学や社会科学のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思
いますか

とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない
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そう思わない 0% 10 0% 0% 14 22 12 0% 0% 10 0% 10 0% 11 10 0% 17 12 0% 5% 4% 3% 0%

あまり思わない 25 60 38 50 29 44 35 43 27 67 28 35 33 46 24 46 17 42 47 50 39 50 0%

少し思う 75 10 50 50 43 33 41 14 73 24 44 40 44 32 51 46 67 42 53 32 43 41 100

そう思う 0% 20 13 0% 14 0% 12 43 0% 0% 28 15 22 11 15 8% 0% 4% 0% 14 13 6% 0%
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[10]あなたは，物事を客観的に捉え分析したデータから，合理的に推論し，
批判的に吟味して結論を導く力を基本的に身につけていると思いますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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そう思わない 0% 0% 0% 0% 0% 11 0% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 5% 2% 0% 17 4% 3% 0% 0% 0% 0%

あまり思わない 75 20 38 25 14 0% 6% 0% 0% 19 6% 40 22 22 10 21 17 19 19 36 17 19 33

少し思う 25 50 38 25 43 56 47 43 55 57 72 40 33 54 51 46 67 58 47 32 61 44 33

そう思う 0% 30 25 50 43 33 47 57 45 24 22 15 44 19 37 33 0% 19 31 32 22 38 33
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[11]あなたが上記で描かれているような力を身につけいくために，大学教育
は役立っていると思いますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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そう思わない 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 3% 2% 4% 0% 0% 3% 5% 0% 0% 0%

あまり思わない 25 0% 0% 0% 29 11 0% 0% 0% 0% 0% 20 0% 5% 7% 13 0% 12 3% 5% 4% 0% 0%

少し思う 50 40 75 50 14 33 35 14 0% 33 33 15 22 27 24 8% 17 27 22 36 22 28 0%

そう思う 25 60 25 50 57 56 65 86 100 62 67 65 78 65 66 75 83 62 72 55 74 72 100
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[12]あなたは社会や人々のために役に立つことをしたいと思っていますか

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない
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まったく思わない 0% 0% 13 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

あまり思わない 50 0% 13 0% 43 0% 18 14 27 14 17 25 0% 8% 5% 8% 17 12 22 14 17 6% 0%

そう思う 25 60 63 25 57 56 65 29 55 62 28 50 33 54 54 71 33 42 50 64 43 53 0%

とてもそう思う 25 40 13 75 0% 44 18 57 18 24 50 25 67 35 41 21 50 46 28 23 39 41 100
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[13]奈良女子大学において文系と理系といった壁を越えた学習がもっと可能
になればよいと思いますか
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あまり思わない 25 10 63 25 57 11 53 29 36 29 17 30 0% 24 15 8% 17 23 42 27 35 38 0%

そう思う 50 60 38 75 29 56 41 29 55 62 72 40 44 49 51 63 67 65 50 50 35 56 33
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[14]日本の社会においてもっと理系に進む女子が増えたほうがよいと思いま
すか

とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない
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[15]文系理系どちらに進む方が就職に有利だと思いますか

文系 どちらとも言えない 理系
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[16]文系理系どちらに進む方が人生の可能性が広がると思いますか

文系 どちらとも言えない 理系
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３．全学学生を対象とした質問への回答の分析（問[1]～問[16]） 

 

＜文責 麻生＞ 

  ＜分析のカテゴリー＞ 以下の分析において，「そう思う」「少しそう思う」を肯定，「あ

まり思わない」「まったく思わない」を否定として，肯定と否定の％を論じる。また，項目

間の相関も肯定と否定の二分割によるものである]。 

 

Ⅰ.学習意欲に関する項目 

『２：自分の専門以外の理系の学問をもっと広く学びたいと思いますか』  

『３：自分の専門以外の文系の学問をもっと広く学びたいと思いますか』 

『４：数学をもっと学びたいと思いますか』 

『５：高校時代に履修しなかった科目について大学で改めて履修したいと思いますか』 

  これら４つの項目について，「そう思う」と「少しそう思う」と肯定的に答えた者の割合

についてまず述べる。全学でみると，多かった順で並べると，一番が「３：専門以外の文系

をもっと学びたい」の 85％，二番が「２：専門以外の理系をもっと学びたい」の 71％，三

番が「５：高校非履修もっと学びたい」の 62％で，一番少なかったのが「４：数学もっと

学びたい」の 50％であった。 

  奈良女の学生が，専門以外の文系や理系の学問をもっと学びたいと考えていることがよ

く分かる。学部別に見ても，「３：専門以外の文系をもっと学びたい」と思っている者は，

文学部で 97％，一番少なかった理学部でも 80％の者が願っている。これは，学部によらな

い学生たちの希望といってよいだろう。「２：専門以外の理系をもっと学びたい」と思って

いる者は，最も少なかった文学部では 54％，生活環境学部では 66％であったが，理学部で

は 86％もの者が願っている。理学部の学生のほとんどの者がもっと広く理系の学問を学び

たがっているのである。「５：高校非履修もっと学びたい」と思っている者も，理学部で一

番多く 72％に達している。文学部では 63％で，一番少なかった生活環境学部では 51％であ

った。とりわけ理学部では，高校で履修しなかった物理・化学・生物・地学などを大学で学

習したいと願っている者が多いのが印象的である。サイエンスの領域が複合的に絡み合っ

ているのを学生たちはひしひしと感じているのだと言えるだろう。サイエンスの絡み合い

は文理の境界も越えているのである。理学部の学生の 80%が，すでに指摘したように「３：

専門以外の文系をもっと学びたい」と思っているのである。「４：数学もっと学びたい」と

思っている者も，生活環境学部で 36%，文学部で 47%，理学部で 65%いる。数学が嫌いで文

系に進学した者が少なくないと考えられる文学部でも，半数弱の者が「数学をもっと学びた

い」と答えている。このことは，数学が文系の学問にも浸透しつつあることを示しているの

ではないだろうか。文学部において「４：数学もっと学びたい」と答えた者を，学年別で検

討すると，一二回生（こみ）では 40%であったの対して，三四回生（こみ）では 56%であっ

た。学年が上がるにつれ数学の必要度を強く感じるようになっていることが分かる。 

 「２：理系をもっと学びたい」「３：文系をもっと学びたい」「４：数学をもっと学びたい」

「５：高校非履修をもっと学びたい」という４項目間の相関を調べると，ほぼ 0.3 以上の相

関が，「２」と「４」（0.53)，「２」と「５」（0.36)，「３」と「５」（0.29)において見られ

た。 

 「２：専門以外の理系をもっと学びたい」と「４：数学をもっと学びたい」とが強く相関

（0.53)していることは，理学（サイエンス）と数学との深い関連を考えるならばきわめて
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自然なことのように思われる。この二つの項目間の相関は，理学部で 0.47，文学部で 0.55，

生活環境学部で 0.47 とそれぞれの学部内においても 0.4以上の相関が見られた。このこと

も，この二つの項目の内的関連性の強さを示していると言える。 

 「２：専門以外の理系をもっと学びたい」と「５：高校非履修をもっと学びたい」とがか

なり相関(0.36)していることは，高校の物理・化学・生物・地学などの科目で，自分が履修

していなかった科目に関して学びたいという気持ちと，専門以外の理系の学問をもっと学

びたいという気持ちが，大きく重なっていることを示していると考えられる。この二つの項

目の相関は，理学部では 0.40，文学部で 0.37，生活環境学部で 0.24であった。生活環境学

部では「５：高校非履修をもっと学びたい」とした者が三学部で一番少なく 51％であった

ことなどを考えると，生活環境学部では「２：専門以外の理系をもっと学びたい」というこ

とが，必ずしも「５：高校非履修をもっと学びたい」という意味ではない，ことが示唆され

る。 

 「３：文系をもっと学びたい」と「５：高校非履修をもっと学びたい」とが相関（0.29)

していることは，高校の世界史・日本史・地理・現代社会などの科目で，自分が履修してい

なかった科目に関して学びたいという気持ちと，専門以外の文系の学問をもっと学びたい

という気持ちが，重なっていることを示していると考えられる。二つの項目の相関は，理学

部では 0.34，文学部で 0.42，生活環境学部で 0.25 であった。文系で相関が高かったこと

は，文学・歴史学・地理学・社会学・心理学・教育学いずれの学問も，世界史・日本史・地

理・現代社会などに関する全般的な教養を必要としていることが，文系学生に自覚されてい

ることを示唆していると考えられる。この二項目間の相関においても，少し異質であったの

が生活環境学部の学生である。理学部や文学部の学生たちと比較すると，生活環境学部の学

生たちは，「自分たちが大学で学ぶ学問」と「高校で履修できる教科」とのつながりをあま

り感じていないのかも知れない。 

 

＜大学教育のあり方に関する項目＞ 

『６：卒業に必要な単位数を大幅に減らして，代わりに，毎回たっぷり文献を読むなど予習

し，それをレポートにまとめて授業で発表し，その内容について深く討議し合うような積

極的参加型の授業を増やして欲しいと思いますか』 

『７；大学在学中の学習時間を確保するために，就職活動は大学で学習している期間は禁

止して，卒業後に初めて応募が可能になるように，社会のルールを変えて欲しいように思

いますか』 

 

 項目「６：必要単位減らしたっぷり討議のゼミを」はオックスフォード大学などで行われ

ている授業形態である。この項目に，「そう思う」と「少しそう思う」と肯定的に答えた者

の割合は全学で 36.5%，理学部で 34.8%，文学部で 41.8%，生活環境学部で 34.5%であった。

ゼミ形式の授業が一番多く行われていると思われる文学部でも賛同者は四割しかいなかっ

た。文学部一二回生では 47%（57人中 27 人）であったのに対して，三四回では 34%（41人

中 14人）であった。興味深いことには，ゼミ形式の授業をより多く体験していると思われ

る三四回生の方が，項目「６」の賛同者が少なくなっていた。学生たちは，大胆な授業改革

を必ずしも無条件に望んでいるわけではないようである。 

 項目「７：就職活動解禁は卒業後に」に関しては，賛同者は全学で 63.0%，理学部で 61.3%，

文学部では 73.5%，生活環境学部では 57.8%であった。この項目が八・九割に達しないのは，
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卒業後に就職活動を開始するとなると，非就職の期間が生じることが負担に感じられてい

るためかもしれない。項目「６」と「７」の相関は 0.19 しかなかった。 

 項目「６：必要単位を減らしたっぷり討議のゼミを」と 0.3以上相関している項目は全学

レベルではなかったが，理学部においてのみ，項目「３」との相関が 0.34，項目「１３」と

の相関が 0.32 であった。理学部の学生にとって，項目「６：必要単位を減らしたっぷり討

議のゼミを」は，理系の教科として捉えられず，文系に関する命題と捉えられ，項目「３：

専門以外の文系をもっと学びたい」と 0.34の相関で結びついたものと考えられる。この二

つの項目は，文学部ではわずか 0.13の相関しか示していない。 

 項目「１３：もっと文理越えたカリキュラムを」が理学部においてのみ，項目「６：必要

単位を減らしたっぷり討議のゼミを」と相関（0.32)していたことも，項目「６」に賛同し

た学生がこれを文系学問的なものとしてとらえたと解釈すると納得できる。ちなみに文学

部では，項目「１３」と「６」の相関は，わずか 0.01しかない。 

 

＜学問の発展と人類の未来に関する項目＞ 

『８：科学技術のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか』  

『９：人文科学や社会科学のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか』 

 

 項目「８：科学技術の発展は人類にとって重要なことか」に，「とてもそう思う」と「そ

う思う」と肯定的に答えた者の割合は全学で 85.6%，理学部で 92.3%，文学部で 80.6%，生

活環境学部で 81.7%であった。理学部では約 9割，文学部や生活環境学部では約 8 割の学生

が，科学技術の発展を肯定的に捉えていることが分かる。この項目に対して全面的に否定し

「まったく思わない」と回答した者は，全学でたった 3名(0.76%）しかいなかった。 

 項目「９：人文科学や社会科学の発展は人類にとって重要なことか」に，「そう思う」と

「少しそう思う」と肯定的に答えた者の割合は全学で 91.6%，理学部で 90.3%，文学部で 98.0%，

生活環境学部で 88.7%であった。文学部はほぼ全員（98人中 96名），理学部や生活環境学部

では約 9割の学生が，人文科学や社会科学の発展を肯定的に答えている。この項目に対して

全面的に否定し「まったく思わない」と回答した者は，全学でたった 2名(0.51%）しかいな

かった。 

 奈良女子大学の学生の大部分（ほぼ 8割以上）が，科学技術や人文科学や社会科学の発展

を，人類にとって重要なことと肯定的に捉えていることが分かる。しかし，「そう思わない」

と否定的に捉えている者も 1～2割いることは，忘れてはならないだろう。 

 項目「８：科学技術の発展は人類にとって重要なことか」と項目「９：人文科学や社会科

学の発展は人類にとって重要なことか」との相関は全学で0.41であった。理学部では0.33，

文学部では 0.47，生活環境学部では 0.55の相関であった。0.55のという高い相関は，生活

環境学部が，文理を同等に価値づける傾向を持っていること示唆しているように思われる。 

 項目「８」と項目「１４：日本で理系に進む女子が増えたほうがよいか」との相関は，全

学で相関 0.31 であった。この相関が 0.3 以上あったのは文学部の 0.33 のみで，他の二学

部はそれに達していなかった（理学部では 0.26，生活環境学部では 0.28）。学生は「科学技

術の発展が人類に重要」と考えているほど，「日本で理系進学の女子が増えた方がよい」と

考えていると言えるだろう。その傾向が，文学部に一番強く見られることは，興味深い。こ

の点については，項目「１４」の分析で改めて論じたい。 

 項目「９：人文科学や社会科学の発展は人類にとって重要なことか」と 0.3 以上相関し
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ていた項目は，全学では前述の項目「８」を除いてはなかった。ただ，生活環境学部におい

てのみ，0.3 以上相関している項目が三つあった。項目「３」とは 0.30の相関，項目「７」

とは 0.33の相関，項目「１０」とは 0.35の相関があった。 

 項目「９」と項目「３：専門以外の文系をもっと学びたい」との相関は，全学では 0.27，

理学部では 0.20，文学部では 0.13，生活環境学部で 0.30 であった。文学部の学生は，そも

そも文系の学問を学んでいる。よって，「専門以外の文系をもっと学びたい」（項目「３」）

という志向は，「人文科学や社会科学が人類にとって重要か否か」という価値判断とは，ほ

とんど無関係だったと言えよう。これに対して，理学部や生活環境学部の学生にとって，「専

門以外の文系をもっと学びたい」（項目「３」）という志向が，「人文科学や社会科学が人類

にとって重要であるとの判断」（項目「９」）と，結びついていたことは，ある意味自然なこ

とであるように思われる。「重要である」からこそ「専門外でも学びたい」と思うわけであ

る。 

 項目「９」と項目「７：就職活動解禁は卒業後に」との相関は，全学では 0.24，理学部

では 0.11，文学部では 0.23，生活環境学部で 0.33であった。この相関がなぜ生活環境学部

で高いのか，少し解釈が難しい。「人文科学や社会科学の発展は人類にとって重要である」

（項目「９」）と考え，しかも「就職活動解禁は卒業後に」（項目「７」）と考えているとす

れば，その学生は，（就職活動でつぶされない）在学中に重要であると考えている「人文科

学や社会科学を学びたい」と考えているのではないだろうか。 

 理学部の学生であれば，就職活動でつぶされないとしても，在学中に主として学ぶのは専

門の理系の学問である。よって，彼女らにとって，「人文科学や社会科学の重要さ」と「就

職活動の解禁時期」とはほとんど無関係(0.11)なのもよく分かる。 

 文学部では，両者は少し関係する。「就職活動の解禁が卒業後」になって勉学時間が増え

る方が，「重要とみなす人文科学や社会科学を学ぶ」時間も増えるからである。しかし，文

学部の学生にとって，「就職活動の解禁時期」の如何によらず，「人文科学や社会科学を学ぶ」

ことは当然のことである。項目「９」と「７」の相関が高くない(0.23)のはそのためと思わ

れる。 

 それに対して，生活環境学部の学生は，「就職活動解禁が卒業後になって」こそ，重要と

考える「人文科学や社会科学を学ぶ」機会が増えると考えているのではないだろうか。生活

環境学部の学生は，おそらくカリキュラム上，「人文科学や社会科学を学ぶ」ことは可能な

のだろう。しかし，理系的な科目や，専門に特化した科目もある。「就職活動解禁が卒業後

になって」自由になる学習時間が増えてこそ，重要と考えている「人文科学や社会科学を学

ぶ」を学ぶ機会が増えるのである。よって，「人文科学や社会科学を学ぶことが重要」と考

える学生ほど，「就職活動の解禁が卒業後」になることを望んでいるのではないだろうか。

それが高い相関 0.33 として現れたように思われる。 

 項目「９」と項目「１０:客観的に分析し合理的に推論し批判的に結論できる力を身につ

けているか」との相関は，全学では 0.19，理学部では 0.14，文学部では 0.17，生活環境学

部で 0.35であった。この相関がなぜ生活環境学部でのみ高かったのか，少し解釈が難しい。

これについては，以下の項目「１０」の結果について述べる改めて論じることにしたい。 

 

＜社会的批判精神と社会への貢献＞ 

『１０:あなたは，物事を客観的に捉え分析したデータから，合理的に推論し，批判的に吟

味して結論を導く力を基本的に身につけていると思いますか』                      
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『１１：あなたは上記で描かれているような力を身につけていくために，大学教育は役立

っていると思いますか』 

『１２：あなたは社会や人々のために役立つことをしたいと思っていますか』 

 

 項目「１０:客観的に分析し合理的に推論し批判的に結論できる力を身につけているか」

に，「とてもそう思う」と「そう思う」と肯定的に答えた者の割合は，全学で 52.7%，理学部

で 58.0%，文学部で 46.9%，生活環境学部で 50.7%であった。おおむね半数ぐらいの学生が，

自分には「客観的・合理的推論による批判的精神」があると考えていることが分かる。文学

部，生活環境学部，理学部と学問に自然科学的傾向が高まるほど，「客観的・合理的推論に

よる批判的精神」があると考える者の割合が高まるように思われる。 

 項目「１０」と項目「１１：客観的・合理的推論による批判的精神を身につけるのに大学

教育は役立った」との相関は，全学で 0.35（理学部のみ 0.33，文学部のみ 0.37，生活環境

学部のみ 0.39）であった。それ以外には，項目「１０」と 0.3 以上の相関は，全学レベル

ではなかった。ただし，生活環境学部に範囲を限定すると，項目「１０」と項目「３」や項

目「９」との相関が見られた。 

 項目「１０」と項目「３：専門以外の文系の学問をもっと学びたい」との相関は，生活環

境学部 0.30，理学部-0.00，文学部-0.02であった。「客観的・合理的推論による批判的精神

を身につけること(10)」と「文系の学問を学ぶこと(3)」とが生活環境学部で結びついてい

たのが興味深い。 

 項目「１０」と項目「２：専門以外の理系の学問をもっと学びたい」との相関でも，生活

環境学部のみ，高くはないが相関が見られる傾向があった。「項目２」と「項目１０」の相

関は，生活環境学部 0.23，理学部-0.03，文学部 0.03 であった。興味深いことには，「専門

以外の理系や文系の学問を学びたいと志向することと(2)（3)」と「自分が批判的精神を身

につけていると判断すること(10)」と関連は，生活環境学部においてのみ見られた。このよ

うな関連は，理学部や文学部においては，全くみられていない。これは，生活環境学部のき

わだった特徴である。 

 生活環境学部の学生の多くは，「専門以外の文系や理系の学問を学ぼうとする精神」が，

「客観的・合理的推論による批判的精神」と関連していると考えていると言えるだろう。こ

のことは，逆に言うと，生活環境学部の学生たちにとっては，「自分の専門の学問を学ぶこ

と」が「客観的・合理的推論による批判的精神」を必要とするとはあまりとらえていないこ

とを示唆しているのではないだろうか。生活環境学部の学生は，「客観的・合理的推論によ

る批判的精神」を身につけるには，少なくとも「自分の専門とする学問」だけでは不十分で，

「自分の専門外の文系や理系の学問」を学ぶ必要があると考えているようなのである。 

 もちろんこのことは，生活環境学部の学生が，「自分には客観的・合理的推論による批判

的精神がある」と考える割合が少ないことを意味しているわけでは決してない。その割合は，

理学部の 58.0%には及ばないものの，文学部の 46.9%より高く，50.7%に達しているのであ

る。 

 項目「１０：自分には客観的・合理的推論による批判的精神」と項目「９：人文科学や社

会科学のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか」との相関は，生活環

境学部で高く（0.35)，理学部（0.14)，文学部(0.17)であった。生活環境学部では，先に論

じたように，項目「９」と項目「３：専門以外の文系をもっと学びたい」との相関も高かっ

た（0.30) [理学部 0.21，文学部 0.13]。このことも考慮すると，生活環境学部では，「人文
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科学や社会科学の発展が大切」と考え，それを学びたいと願っている学生ほど，「自分には

客観的・合理的推論による批判的精神」があると考えているようなのである。このことも，

生活環境学部の学生たちの「人文科学や社会科学」といった学問の捉え方のユニークさを示

していると考えられる。 

 項目「１１：あなたは上記で描かれているような力を身につけていくために，大学教育は

役立っていると思いますか」に，「とてもそう思う」と「そう思う」と肯定的に答えた者の

割合は，全学で 79.0%，理学部で 78.1.0%，文学部で 83.7%，生活環境学部で 76.7%であっ

た。奈良女子大生は，「客観的・合理的推論による批判的精神」を養う上において大学教育

を総じて高く評価していると言いえるだろう。 

 しかし項目「１０：自分に客観的・合理的推論による批判的精神がある」と考えている学

生は，全学で 52.7%，理学部で 58.0%，文学部で 46.9%，生活環境学部で 50.7%であった。八

割ほどの学生が，本学の教育は「客観的・合理的推論による批判的精神」を養う上で役立っ

ていると評価しつつも，五割程度の学生しか自分自身はその力を身につけていないと認識

していることになる。学生たちが「客観的・合理的推論による批判的精神」を身につけてい

ると自覚できるようになるためには，何が必要なのか，今後の大学教育の課題であると言え

るだろう。また，項目「１１」と相関している項目は，すでに述べた項目「１０」(0.35)を

のぞけば全学レベルではなかった。 

 項目「１２：あなたは社会や人々のために役立つことをしたいと思っていますか」に，「と

てもそう思う」と「そう思う」と肯定的に答えた者の割合は，全学で 92.9%，理学部で 90.3%，

文学部 94.9%，生活環境学部で 94.4%であった。九割ほどの学生たちが，「社会や人に役立つ

ことをしたい」と考えていることは予想通りと言える。 

 この項目と 0.30 以上の相関している項目は，はなかった。項目「２」から項目「１４」

までの間で，項目「１２」と最も高く相関していた項目は「１３：奈良女子大学において文

系と理系といった壁を越えた学習がもっと可能になればよいと思う」であったが，その相関

はわずか 0.13であった。項目「４」と 0.15，項目「９」と 0.11，項目「１１」と 0.13，そ

れ以外は 0.10に満たなかった。 

 項目「１２」が「学習意欲に関する項目２・３・４・５」，「大学教育のあり方に関する項

目６・７」，「学問の発展と人類の未来に関する項目８・９」，「社会的批判精神に関する項目

１０・１１」などとほとんど相関していなかったことが，かえって興味深い。 

 

＜文理交流に関して＞ 

『１３：奈良女子大学において文系と理系といった壁を越えた学習がもっと可能になれば

よいと思いますか』 

 

 項目「１３：もっと文理の壁を越えたカリキュラムを」に関しては，この項目に賛同する

割合は全学では 86.0%，理学部で 88.4%，文学部で 82.6%，生活環境学部で 85.9%であった。

どの学部でも，八割以上の学生が文理を越えた学習を希望していることが分かる。 

 項目「１３」と全学レベルで 0.3以上の相関があった項目は，項目「３：専門以外の文系

もっと学びたい」（0.32）と項目「２：専門以外の理系もっと学びたい」(0.30)であった。 

項目「１３」と項目「３」との相関は，理学部では 0.43，文学部では 0.12，生活環境学部

では 0.40であった。この結果は，理学部と生活環境学部の学生にとって，文理の壁を越え

た学習ということは，文系の学問を学びたいという志向性と深く関連していることがわか
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る。 項目「１３」と項目「２：専門以外の理系もっと学びたい」の相関は，理学部では 0.24，

文学部で 0.40，生活環境学部で 0,26であった。文学部における高い相関は，文学部の学生

にとって，文理の壁を越えた学習ということは，理系の学問を学びたいという志向性と深く

関連していると言えるだろう。この結果は，項目「１３」と項目「３」との関係からもある

程度予想されることである。とは言え，理学部や生活環境学部の学生において，この相関が

決して低いわけではない。彼女らにとって，「自分の専門以外の理系の学問をもっと学びた

い（項目２）」という志向性は，「もっと文理の壁を越えたカリキュラムを求める（項目１３）」

志向性と少なからず結びついていた点（相関 0.24～0.26)も興味深いことである。理学部や

生活環境学部の学生においては，同じ理系でも専門以外の学問を学びたいという開かれた

気持ちが，もっと文理の壁を越えたカリキュラムを求めることと少しはつながっているよ

うなのである。 

 全学では 0.3 の相関にわずかに届かなかったものの，興味深いのが項目「１３」と項目

「５：高校で非履修の科目について学びたい」との相関である。全学では 0.29，理学部で

は 0.34，文学部では 0.30，生活環境学部では 0.24である。生活環境学部では少し相関が低

くなっているが，項目「５」についての分析の際にも検討したように，この項目について，

生活環境学部の学生は，この項目対する肯定者が相対的に一番低く（生活環境学部 51%，文

学部 63%，理学部 72%），また項目「５」と項目「２」との相関も生活環境学部が一番低く（生

活環境学部 0.24，文学部 0.37，理学部 0.40），項目「５」と項目「３」との相関でも，生活

環境学部が一番低かった（生活環境学部 0.25，理学部 0.34，文学部 0.42）。生活環境学部

の学生にとって，項目「５：高校で非履修の科目について学びたい」の意味合いが，理学部

や文学部の学生とはひと味ニュアンスが異なるようなのである。理学部や文学部の学生た

ちにとっては，「もっと文理の壁を越えたカリキュラムを求める（項目１３）」ことと，「高

校で非履修の科目について学びたい（項目５）」とは深く関連し合っていると言ってよいだ

ろう。 

 

＜女子の理系進学＞ 

『１４：日本の社会においてもっと理系に進む女子が増えたほうがよいように思いますか

『１５：文系理系がどちらに進む方が就職に有利だと思いますか』 

『１６：文系理系どちらに進む方が人生の可能性が広がると思いますか』 

 

 『１４：日本女子の理系進学の増加を願う』に，「とてもそう思う」と「そう思う」と肯

定的に答えた者の割合は，全学で 70.1%，理学部で 80.7%，文学部で 59.2%，生活環境学部

で 66.2であった。項目「１４」と全学レベルで 0.3以上の相関があった項目は，項目「８」

のみであった。 

 項目「１４」と項目「８：科学技術の発展は人類にとって重要」の相関は，全学で 0.31，

理学部で 0.26，文学部で 0.33，生活環境学部で 0.28 であった。学生は「科学技術の発展が

人類に重要」と考えているほど，「日本で理系進学の女子が増えた方がよい」と考えている

と言えるだろう。その傾向が，「理系進学の女子が増えた方がよい」と考える学生の割合が

相対的に最も少ない（59.2%）文学部に一番強く見られることは，興味深い。文学部の学生

は，「科学技術の発展は人類にとって重要と考える」（項目８）場合には，その思考の流れか

ら「日本女子の理系進学の増加を願う」（項目１４）ことになってしまうが，そのように考

えなければ，「日本女子の理系進学の増加を願う」理由を見いだせなくなってしまうようで
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ある。これに対して，理学部の学生たちの立場からは，自分たちと興味関心を共有し合える

者の増加を望む意味においても「日本女子の理系進学の増を願う」（項目１４）といったこ

とが，自然と考えうるように思われる。 

 『１５：文理どちらが就職に有利』に，「文系」と「どちらとも言えない（中間）」と答え

た者（理系否定）の割合[文系＋中間]は，全学で 63.5%（4.8＋58.7），理学部で 63.2%（7.7

＋55.5），文学部で 62.2%（3.1＋59.2），生活環境学部で 64.8%（2.8＋62.0）であった。「理

系」と答えた者は，全学で 36.5%，理学部で 36.8%，文学部で 37.82%，生活環境学部で 35.2.8%

であった。「どちらとも言えない」が六割弱いるものの，いずれの学部も「就職には有利な

のは理系」と考えている者が四割弱いることが分かる。 

 『１６：文理どちらに進む方が人生の可能性は大きい』に，「文系」と「どちらとも言え

ない（中間）」と答えた者（理系否定）の割合[肯定＋中間]は，全学で 77.0%（8.9＋68.1），

理学部で 76.1%（9.0＋67.1），文学部で 78.6%（6.1＋72.5），生活環境学部で 76.8%（10.6

＋66.2）であった。「理系」と答えた者は，全学で 23.0%，理学部で 23.9%，文学部で 21.4%，

生活環境学部で 23.2%であった。この問いにも「どちらとも言えない」が七割程いる。「文

系」と「理系」とでは，どの学部でも「理系」と答えた者が二割強いる。その割合は「文系」

と答えた者の約二倍強に相当する。 

 項目「１５」や項目「１６」は他の項目と違って，回答が三択になっている。項目「１５：

文理どちらが就職に有利」に「文系」と「どちらとも言えない（中間）」と答えた者の合計

は，言い換えれば「理系」と答えなかった者，つまり「理系が就職に有利とは思わない」と

考えた者の割合になる。この人数で相関を調べた結果，項目「１５」と 0.30以上で相関し

ていたのは，全学では項目「１６」（「理系に進む方が人生の可能性が大きいとは思わない」

と考えた者）のみであった。 

 項目「１５」と項目「１６」の相関は，全学で 0.34，理学部で 0.36，文学部で 0.18，生

活環境学部で 0.43であった。文学部でのみ，この相関が目立って低いことは，三学部の中

で文学部が「理系の方が就職が有利」と考える者が一番多い（37.82%）のにもかかわらず，

「理系に進む方が人生の可能性可能性が大きい」と考える者が三学部の中で一番少なかっ

た（21.4%）という捻れがみられたことと整合的であると言えるだろう。 

 項目「１５：理系が就職に有利とは思わない」」と項目「１１：客観的・合理的推論によ

る批判的精神を養う上で大学教育は役立っている」との相関は，全学では 0.06，理学部で

は-0.05，文学部では 0.30，生活環境学部で 0.05であった。文学部の学生だけが，「客観的・

合理的推論による批判的精神を養う上で大学教育は役立っている」（項目１１）か否かの判

断に，「就職に理系が有利か否か」（項目１５）の判断を，関連させていると言えよう。「理

系が就職に有利って言い切れないよね」と考える学生が，「批判的精神を養う上で大学教育

は役立っているよね」と考える傾向があるようなのである。これは文学部の学生にのみに見

られる傾向である。 

 項目「１６」と 0.30以上相関していた項目は，すでに述べた項目「１５」を除けば，全

学レベルではなかった。文学部に限ると，項目「１４」との高い相関が見られた。 

 項目「１６:理系に進む方が人生の可能性が大きいとは思わない」と項目「１４:理系進学

の女子が増えた方がよい」との相関は，全学で-0.20，理学部で-0.17，文学部で-0.35，生

活環境学部で-0.14であった。すべてマイナスの相関であるが，理系に対するどちらかと言

えばネガティヴ判断と，ポジティヴ判断であるからマイナス相関になっていることには不

思議はないと言えるだろう。文学部の学生は，「理系に進む方が人生の可能性が大きい」と
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思うほど，「理系進学の女子が増えた方がよい」と考えていると言える。この二つがリンク

していることは，項目「１４」と項目「８：科学技術の発展は人類にとって重要」とが文学

部で高く相関していた(0.33)ことと符合していると言えるだろう。いずれにせよ，文学部の

学生にとって，「理系進学の女子が増えた方がよい」という思想は，理系進学が人生の可能

性を大きくする」とか「科学技術の発展は人類にとって重要」とか，理系のご利益を考える

思想と深く関連していると言えるだろう。少なくともそのような傾向が，理学部や生活環境

学部の学生より強いようなのである。 

 

  【大学教育に関するアンケート調査のまとめ】 

 奈良女の学生は，専門以外の文系や理系の学問をもっと学びたいと考えている。「３：専門

以外の文系をもっと学びたい」と思っている者は，文学部で 97％，一番少なかった理学部

でも 80％の者が願っている。「２：専門以外の理系をもっと学びたい」と思っている者も，

最も少なかった文学部では 54％，生活環境学部では 66％であったが，理学部では 86％もの

者が願っている。理学部の学生のほとんどの者がもっと広く理系の学問を学びたがってい

るのである。「５：高校非履修もっと学びたい」と思っている者も，理学部では 72％に達し

ている。文学部では 63％で，一番少なかった生活環境学部では 51％であった。とりわけ理

学部では，高校で履修しなかった科目を学びたいと希望している者が多い。「４：数学もっ

と学びたい」と思っている者も，生活環境学部で 36%，文学部で 47%，理学部で 65%いる。

文学部でも，半数弱の者が「数学をもっと学びたい」と答えている。 

 項目「６：必要単位減らしたっぷり討議のゼミを」希望する学生は全学で 36.5%しかいな

かった。また，項目「７：就職活動解禁は卒業後に」に関しては，賛同者は全学で 63.0%，

しかいなかった。学生の多くは根本的な制度改革に対しては少し保守的なのかもしれない。 

項目「８：科学技術の発展は人類にとって重要なことか」に，肯定的に答えた者の割合は全

学で 85.6%であった。項目「９：人文科学や社会科学の発展は人類にとって重要なことか」

に，肯定的に答えた者の割合は全学で 91.6%であった。項目「１０:客観的に分析し合理的

に推論し批判的に結論できる力を身につけているか」に肯定的に答えた者は全学で 52.7%で

あった。項目「１１：そのような批判的力を身につけていくために，大学教育は役立ってい

るか」に肯定的に答えた者は全学で 79.0%であった。奈良女子大生の約八割が，「客観的・

合理的推論による批判的精神」を養う上において大学教育の意義を認めているものの，実際

に自分にその「客観的・合理的推論による批判的精神」があると考えているものは五割しか

いないことになる。このギャップを解消することは本学の課題の一つのように思われる。

『１３：文系と理系の壁を越えた学習がもっと可能になればよい』に賛同する者は全学で

は 86.0%であり，どの学部でも，八割以上の学生が文理を越えたカリキュラムの増加を希望

していた。項目「１３」と全学レベルで 0.3以上の相関があった項目は，項目「３：専門以

外の文系もっと学びたい」（0.32）と項目「２：専門以外の理系もっと学びたい」(0.30)で

あった。興味深いのが項目「５：高校で非履修の科目について学びたい」との相関である。

全学では相関 0.29 であったが，理学部では 0.34，文学部では 0.30 と相関は高くなってい

る（生活環境学部では 0.24）。「高校で非履修の科目を学ぶことのできる」カリキュラム，

「文系と理系の壁を越えた学習が可能な」カリキュラムを充実させることが，学生たちの

ニーズだと言ってよいように思われる。 

 『１５：文理どちらが就職に有利』に関しては，「どちらとも言えない」が六割弱いるも

のの，いずれの学部も「就職には有利なのは理系」と考えている者が四割弱いることが『１
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６：文理どちらに進む方が人生の可能性は大きい』に関して，「どちらとも言えない」が七

割程いる。「文系」と「理系」とでは，どの学部でも「理系」と答えた者が二割強いる。そ

の割合は「文系」と答えた者の約二倍強に相当する。文学部で「文系」の方が就職有利と答

えた者が 3.1%しかおらず，「文系」の方が人生の可能性が高いと答え者が 6.1%しかいなかっ

たのは，少し残念なようにも思われる。自分が選択した道には自信をもってもらいたいから

である。文学部学生の 59.2%が『１４：理系進学の女子が増えた方がよい』と答えているこ

となども，文学部学生の自信のなさを示しているように思われる。文学部進学者の中には，

受験における理系の科目を苦手にしたため，苦手を避けて消去法で文系に進学した者があ

る程度存在しているように思われる。そのような学生にどのように，自分で学問を選択し，

自ら学ぶ意欲と自信を持ってもらえるようなチャンスを提供できるかが，本学の大学教育

の課題の一つであるように思われる。 
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４．理学部だけを対象とした質問の回答の集計結果（問[17]～問[22]） 

 

問[17]大学での理数科目で高校との違いを感じましたか? 

 

 数学，物理，化学，生物の４教科について，４択で回答してもらった。なお，「該当しな

い」の選択肢には，高校または大学で，その科目を履修していない者を含む。 

 

 

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

該当しない 0% 0% 0% 0% 0% 37% 0%

感じたことはない 6% 10% 0% 8% 0% 10% 33%

少し感じたことがある 6% 40% 33% 59% 63% 41% 50%

すごく感じた 89% 50% 67% 32% 38% 12% 17%
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数学科目_[17]大学での理数科目で高校との違いを感じましたか

すごく感じた 少し感じたことがある 感じたことはない 該当しない

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

該当しない 56% 0% 22% 3% 17% 59% 33%

感じたことはない 6% 5% 11% 24% 8% 12% 0%

少し感じたことがある 22% 10% 22% 41% 38% 20% 50%

すごく感じた 17% 85% 44% 32% 38% 10% 17%
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物理科目_[17]大学での理数科目で高校との違いを感じましたか

すごく感じた 少し感じたことがある 感じたことはない 該当しない
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数学については，ほとんどの者が高校との差を感じていた。また，生物科学コースでは「該

当しない」(履修していない者を含む)との回答者が四割近くいた。物理科目については，数

学コースと，生物科学コースでは約六割の者が「該当しない」と回答し，該当者の七割程度

が高校との差を感じたと回答した。化学については，数物学科では「該当しない」と回答し

た者が多く，化学・環境・生物のコースではほとんどの者が高校との差を感じていた。生物

については，生物化学コース以外では「該当しない」と回答した者が多く，該当者のほとん

どの者が高校との差を感じていた。  

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

該当しない 83% 80% 33% 0% 4% 10% 67%

感じたことはない 11% 0% 11% 3% 0% 5% 0%

少し感じたことがある 6% 15% 33% 27% 25% 34% 17%

すごく感じた 0% 5% 22% 70% 71% 51% 17%
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化学科目_[17]大学での理数科目で高校との違いを感じましたか

すごく感じた 少し感じたことがある 感じたことはない 該当しない

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

該当しない 100% 80% 67% 51% 50% 0% 50%

感じたことはない 0% 5% 11% 14% 4% 7% 0%

少し感じたことがある 0% 5% 22% 30% 38% 44% 50%

すごく感じた 0% 10% 0% 5% 8% 49% 0%
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生物科目_[17]大学での理数科目で高校との違いを感じましたか

すごく感じた 少し感じたことがある 感じたことはない 該当しない
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問[18] 大学に入学したとき（1回生のとき，または 3年次入学の方は 3回生のとき）の印

象についてお答え下さい。  履修した科目についてのみお答え下さい。 

 

 数学，物理，化学，生物の４教科について，3択で回答してもらった。 

 

 

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・そ

の他

難しすぎる 56% 33% 11% 31% 13% 17% 50%

ちょうどよい 39% 56% 78% 67% 87% 78% 50%

易しすぎる 6% 11% 11% 3% 0% 6% 0%
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数学_[18]入学したときの(この科目の)印象についてお答え下さい

易しすぎる ちょうどよい 難しすぎる

数学コース
物理学

コース

数物連携

コース
化学コース

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・そ

の他

難しすぎる 80% 50% 33% 35% 24% 38% 33%

ちょうどよい 20% 44% 50% 62% 76% 63% 67%

易しすぎる 0% 6% 17% 3% 0% 0% 0%
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物理_[18]入学したときの(この科目の)印象についてお答え下さい

易しすぎる ちょうどよい 難しすぎる
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数学については数学コースの半数以上，物理については物理コースの半数以上，化学につ

いては化学コースの約四割，生物については生物科学コースの約五割の者が大学に入学し

たときのその科目の印象が「難しすぎる」と回答した。問[17]の「該当しない」回答を考慮

すると，大学での専攻で，履修しないという選択肢がない場合には，どのコースでも半数程

度の者が「難しすぎる」と感じていると思われる。一方，専門コースの専門科目以外の場合，

一例を挙げると，数学コースでは化学科目について「該当しない(履修していないを含む)」

が八割以上であることから履修者は二割以下と考えられるが，それらの履修者の半数が「易

しすぎる」と回答している。このようなことから，専門科目以外では難しそうな場合は履修

せず，自信のある者が履修をしているのではないかと推測される。  

数学コース
物理学

コース

数物連携

コース
化学コース

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・そ

の他

難しすぎる 0% 33% 75% 41% 57% 71% 100%

ちょうどよい 50% 67% 25% 59% 43% 26% 0%

易しすぎる 50% 0% 0% 0% 0% 3% 0%
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化学_[18]入学したときの(この科目の)印象についてお答え下さい

易しすぎる ちょうどよい 難しすぎる

数学コース
物理学

コース

数物連携

コース
化学コース

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・そ

の他

難しすぎる 0% 33% 33% 40% 33% 46% 100%

ちょうどよい 0% 67% 33% 60% 67% 49% 0%

易しすぎる 0% 0% 33% 0% 0% 5% 0%
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生物科目_[18]入学したときの(この科目の)印象についてお答え下さい

易しすぎる ちょうどよい 難しすぎる
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問[19] 高校と大学とではどのようなところに違いを感じましたか。当てはまるもの全てを

選んで下さい。  履修した科目についてのみお答え下さい。 

 

 数学，物理，化学，生物の４教科について，①分量が多い，②内容が高度で複雑，③自習

が不可欠，④本質・根拠の重視，⑤演習・実習が多い，の 5項目について「Yes」「No」の 2

択で答えてもらった。 

 

 

数学コー

ス

物理コー

ス

数物連携

コース

化学コー

ス

生物学

コース

環境科学

コース
その他

[分量が多い] 6% 25% 11% 19% 7% 21% 17%

[内容が高度で複雑] 78% 65% 78% 57% 37% 83% 50%

[自習が不可欠] 28% 15% 11% 22% 12% 21% 17%

[本質・根拠の重視] 89% 50% 78% 49% 22% 50% 33%

[演習・実習が多い] 17% 0% 22% 19% 10% 13% 33%
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[分量が多い] [内容が高度で複雑] [自習が不可欠]

[本質・根拠の重視] [演習・実習が多い]

数学コー

ス

物理コー

ス

数物連携

コース

化学コー

ス

生物学

コース

環境科学

コース
その他

[分量が多い] 6% 50% 11% 27% 5% 21% 0%

[内容が高度で複雑] 22% 90% 67% 38% 17% 75% 17%

[自習が不可欠] 6% 45% 44% 30% 7% 25% 0%

[本質・根拠の重視] 6% 70% 44% 62% 17% 46% 33%

[演習・実習が多い] 6% 35% 44% 11% 2% 4% 17%
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物理_[19]_高校と大学との違いを感じたところ

[分量が多い] [内容が高度で複雑] [自習が不可欠]

[本質・根拠の重視] [演習・実習が多い]
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このグラフは，「Yes」の回答者の割合であるので，棒グラフの棒が長いほど「Yes」と回

答した者が多かったことを意味する。履修した科目についてのみ回答してもらっているの

数学コー

ス

物理コー

ス

数物連携

コース

化学コー

ス

生物学

コース

環境科学

コース
その他

[分量が多い] 0% 0% 22% 70% 34% 63% 0%

[内容が高度で複雑] 0% 15% 44% 68% 68% 83% 17%

[自習が不可欠] 6% 0% 11% 49% 24% 63% 0%

[本質・根拠の重視] 0% 0% 33% 49% 39% 54% 0%

[演習・実習が多い] 0% 0% 11% 19% 2% 17% 0%
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化学_[19]_高校と大学との違いを感じたところ

[分量が多い] [内容が高度で複雑] [自習が不可欠]

[本質・根拠の重視] [演習・実習が多い]

数学コー

ス

物理コー

ス

数物連携

コース

化学コー

ス

生物学

コース

環境科学

コース
その他

[分量が多い] 0% 0% 22% 22% 71% 29% 0%

[内容が高度で複雑] 0% 10% 0% 16% 63% 25% 0%

[自習が不可欠] 0% 0% 11% 0% 39% 17% 0%

[本質・根拠の重視] 0% 0% 11% 11% 56% 25% 0%

[演習・実習が多い] 0% 0% 0% 3% 41% 17% 0%
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生物_[19]_高校と大学との違いを感じたところ

[分量が多い] [内容が高度で複雑] [自習が不可欠]

[本質・根拠の重視] [演習・実習が多い]
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で，履修していない者が多い場合には「Yes」は少なくなる。一例を挙げれば，数学科目に

ついては，生物科学コースの者は問[17]で「該当しない(履修していない者を含む)」が四割

近くいたので，問[19]でも，生物コースの者の YES回答者は少ないことと矛盾なく対応して

いる。どの科目についても，②内容が高度で複雑，④本質・根拠の重視，を挙げた者が多か

った点は共通していた。また，回答者自身の専攻科目ほど，①分量が多い，と感じている者

が多かった（物理科目について，物理コースで 50%，化学科目について，化学コースで 70%，

環境科学コースで 63%，生物科目について生物科学コースで 71%）。③自習が不可欠，につい

ても同様の傾向が見られた。 

 

 

 

 

問[20] 数学，物理について，高校と大学の違いを大きく感じた分野をお答え下さい。  

履修した科目についてのみお答え下さい。 

  

自由記述方式で具体的に記載してもらった。 

 数学については，線形代数，微分積分を挙げた者が多く，それぞれ 30人程度いた。 

物理については，力学，電磁気学，量子力学，統計力学などをあげたものが多かった。ま

た，具体的な記述として，「物理実験のレポートでの有効数字の書き方がすごく細かくなっ

たこと」，「高校までは単元ごとのつながりが見えにくかったが，大学ではいろいろな単元が

１つのテーマとして学べるので，点が繋がる感覚が得られた」などの記述もあった。 
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問[21] 大学入学後の理数系科目の学修を支援するためにどのようなことを希望しますか。

当てはまるもの全てを選んで下さい。 

 

 数学，物理，化学，生物の４教科について，①授業時間外に，分からないところなどを気

楽に質問できる常設の学修相談室，②高校レベルの内容を扱う補習授業，③気楽に尋ねられ

る TA，④図書館の図書の充実，の 4 項目について「Yes」「No」の 2 択で答えてもらった。

加えて，⑤その他には希望することを自由記述による回答を求めた（結果として自由記述は

無かった）。 

 

 

数学

コース

物理

コース

数物連

携コー

ス

化学

コース

生物学

コース

環境科

学コー

ス

その他

[授業時間外に，分からないところな
どを気楽に質問できる常設の学修相

談室]
67% 55% 56% 62% 37% 54% 33%

[高校レベルの内容を扱う補習授業] 17% 30% 33% 38% 29% 33% 50%

[気楽に尋ねられるTA] 28% 55% 56% 41% 27% 50% 17%

[図書館の図書の充実] 17% 35% 56% 16% 5% 8% 17%
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数学_[21]_大学入学後に希望する学修支援

[授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室]

[高校レベルの内容を扱う補習授業]

[気楽に尋ねられるTA]

[図書館の図書の充実]
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数学

コース

物理

コース

数物連

携コー

ス

化学

コース

生物学

コース

環境科

学コー

ス

その他

[授業時間外に，分からないところな
どを気楽に質問できる常設の学修相

談室]
11% 70% 33% 62% 24% 63% 33%

[高校レベルの内容を扱う補習授業] 6% 35% 56% 35% 51% 58% 50%

[気楽に尋ねられるTA] 0% 65% 33% 43% 17% 50% 17%

[図書館の図書の充実] 6% 40% 44% 35% 5% 8% 17%
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物理_[21]_大学入学後に希望する学修支援

[授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室]

[高校レベルの内容を扱う補習授業]

[気楽に尋ねられるTA]

[図書館の図書の充実]

数学

コース

物理

コース

数物連

携コー

ス

化学

コース

生物学

コース

環境科

学コー

ス

その他

[授業時間外に，分からないところな
どを気楽に質問できる常設の学修相

談室]
0% 5% 22% 68% 39% 67% 0%

[高校レベルの内容を扱う補習授業] 6% 10% 56% 16% 46% 38% 17%

[気楽に尋ねられるTA] 0% 0% 22% 54% 32% 58% 17%

[図書館の図書の充実] 0% 0% 11% 49% 17% 17% 0%
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化学_[21]_大学入学後に希望する学修支援

[授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室]

[高校レベルの内容を扱う補習授業]

[気楽に尋ねられるTA]

[図書館の図書の充実]
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数学科目については，どのコースの学生も「授業時間外に，分からないところなどを気楽

に質問できる常設の学修相談室」による支援を希望していた者が多かった（生物科学コース

を除く他のコースで五割以上が希望）。物理科目については，物理・生物・生命科学コース

で六割以上の者が「授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相

談室」による支援を希望していた。また，数物連携・生物科学・環境科学コースで五割以上

の者が「高校レベルの内容を扱う補習授業」を希望していた。これは，高校で物理を履修し

なかった者が多いことと対応している。化学科目については，化学・環境科学コースで「授

業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室」を希望する者が

七割近く，また，「気楽に尋ねられる TA」を希望する者が五割以上いた。数物連携・生物科

学コースでは「高校レベルの内容を扱う補習授業」を希望する者が半数程度いた。 

また，生物科目について，生物コースの者は「高校レベルの内容を扱う補習授業」を除く，

学習支援を希望している者が多かった。全体的に，この例と同様，どの科目も対応する専門

コースの者が「高校レベルの内容を扱う補習授業」以外の学修支援体制を広く望んでいる傾

向がよく現われていた。 

 

 

  

数学

コース

物理

コース

数物連

携コー

ス

化学

コース

生物学

コース

環境科

学コー

ス

その他

[授業時間外に，分からないところな
どを気楽に質問できる常設の学修相

談室]
0% 5% 22% 24% 56% 38% 0%

[高校レベルの内容を扱う補習授業] 6% 10% 44% 24% 22% 29% 0%

[気楽に尋ねられるTA] 0% 0% 22% 22% 46% 38% 33%

[図書館の図書の充実] 0% 0% 22% 19% 46% 29% 0%
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生物_[21]_大学入学後に希望する学修支援

[授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室]

[高校レベルの内容を扱う補習授業]

[気楽に尋ねられるTA]

[図書館の図書の充実]

164



問[22] モノづくりを行うためのスキルとなる実習講座を希望しますか。 

 

 「電気・電子工作」，「機械工作・金属工作（旋盤・ボール盤など）」，「ガラス細工」，「3D

プリンター」，「プログラミング」の 5つのスキルについて，3択から回答してもらった。 

 

 

 

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

特に希望しない 71% 20% 22% 42% 33% 63% 40%

できれば希望する 24% 35% 44% 39% 42% 32% 40%

大いに希望する 6% 45% 33% 19% 25% 5% 20%
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電気・電子工作_[22] 希望する実習講座

大いに希望する できれば希望する 特に希望しない

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

特に希望しない 65% 20% 22% 44% 38% 66% 80%

できれば希望する 29% 45% 44% 39% 38% 24% 0%

大いに希望する 6% 35% 33% 17% 25% 10% 20%
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機械工作_[22] 希望する実習講座

大いに希望する できれば希望する 特に希望しない
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数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

特に希望しない 47% 50% 22% 31% 38% 39% 60%

できれば希望する 29% 40% 44% 39% 25% 41% 20%

大いに希望する 24% 10% 33% 31% 38% 20% 20%
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ガラス細工[22] 希望する実習講座

大いに希望する できれば希望する 特に希望しない

数学コー

ス

物理学

コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

特に希望しない 29% 35% 11% 39% 21% 29% 0%

できれば希望する 35% 45% 33% 36% 42% 41% 100%

大いに希望する 35% 20% 56% 25% 38% 29% 0%
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大いに希望する できれば希望する 特に希望しない
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「電気・電子工作」と「機械工作・金属工作」については，数学・生物科学コース以外では

半数以上が実習講座を希望していた。「ガラス細工」については，数学・物理学コース以外

では半数以上が実習講座を希望していた。「3Dプリンター」については，全コースにおいて，

六割以上の者が実習講座を希望していた。「プログラミング」については，全コースにおい

て，六割以上の者が実習講座を希望しており，特に環境科学コースの者は 100%が希望して

いた。 
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コース

数物連携

コース

化学コー

ス

環境科学

コース

生物科学

コース

理学部・

その他

特に希望しない 17% 15% 11% 31% 0% 34% 20%

できれば希望する 56% 20% 11% 33% 33% 37% 40%

大いに希望する 28% 65% 78% 36% 67% 29% 40%
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プログラミング_[22] 希望する実習講座

大いに希望する できれば希望する 特に希望しない
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質問項目一覧 

 

A 学年を選んでください。 

  1回生  2回生  3回生  4回生 

 

B 学部・学科・コース（専攻）を下記のコードから選んで下さい。 

コード（半角 2桁の数字） 

その他（コース名等入力） 

文学部 

11 文学部－古代文化コース  

12 文学部－歴史学コース  

13 文学部－社会情報学コース  

14 文学部－地域環境学コース  

15 文学部－文化メディア学コース  

16 文学部－日本アジア言語文化学コース  

17 文学部－ヨーロッパ・アメリカ言語文化学コース  

18 文学部－教育・人間学コース  

19 文学部－心理学コース  

20 文学部－こども臨床学コース （※2014年 4月以前入学者） 

21文学部－スポーツ科学コース （※2014年 4月以前入学者） 

22文学部－総合心理学コース （※2014年 4月以前入学者） 

23 文学部・その他のコース（ コース名 ） 

理学部 

31 理学部－数物学科－数学コース 

32 理学部－数物学科－物理学コース 

33 理学部－数物学科－数物連携コース 

34 理学部－化学生命環境学科－化学コース  

35 理学部－化学生命環境学科－生物科学コース  

36 理学部－化学生命環境学科－環境科学コース  

37 理学部・その他（ 学科・コース名 ） 

生活環境学部 

41 生活環境学部－食物栄養学科  

42 生活環境学部－心身健康学科  

43 生活環境学部－情報衣環境学科  

44 生活環境学部－住環境学科  

45 生活環境学部－生活文化学科 

46生活環境学部・その他（ 学科名 ） 
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★対象：奈良女子大学全学部 １～４回生 

 

＜理系文系の判断＞ 

 

1)あなた自分のことを自身の意識では理系文系のどちらと思っていますか。 

①理系 ②文系 ③どちらとも言えない 

 

＜学習意欲＞ 

 

2)あなたは自分の専門以外の理系の学問をもっと広く学びたいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

3)あなたは自分の専門以外の文系の学問をもっと広く学びたいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

4)あなたは数学をもっと学びたいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

5）高校時代に履修しなかった科目について大学で改めて履修したいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

6）卒業に必要な単位数を大幅に減らして，代わりに，毎回たっぷり文献を読むなど予習し，

それをレポートにまとめて授業で発表し，その内容について深く討議し合うような，積極的

参加型の授業を増やして欲しいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

7）大学在学中の学習時間を確保するために，就職活動は大学で学習している期間は禁止し

て，卒業後に初めて応募が可能になるように，社会のルールを変えて欲しいと思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

 

＜人類の発展＞ 

 

8)科学技術のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか。 

①とてもそう思う ②そう思う ③そう思わない ④まったく思わない 

9)人文科学や社会科学のいっそうの発展は，人類にとって重要なことだと思いますか。 

①とてもそう思う ②そう思う ③そう思わない ④まったく思わない 

 

＜科学リテラシーに関する問い＞ 

 

10)あなたは，物事を客観的に捉え分析したデータから，合理的に推論し，批判的に吟味し

て結論を導く力を基本的に身につけていると思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

11) あなたが上記(8))で描かれているような力を身につけいくために，大学教育は役立っ

ていると思いますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

 

  

169



＜社会に対する意識＞ 

 

12) あなたは社会や人々のために役に立つことをしたいと思っていますか。 

①そう思う ②すこし思う ③あまり思わない ④そう思わない 

 

＜奈良女における文理交流＞ 

 

13) 奈良女子大学において文系と理系といった壁を越えた学習がもっと可能になればよい

と思いますか。 

①とてもそう思う ②そう思う ③そう思わない ④まったく思わない 

 

＜女子の理系進学＞ 

 

14)日本の社会においてもっと理系に進む女子が増えたほうがよいと思いますか。 

①とてもそう思う ②そう思う ③そう思わない ④まったく思わない 

15)文系理系どちらに進む方が就職に有利だと思いますか。 

①文系   ②どちらとも言えない  ③理系 

16）文系理系どちらに進む方が人生の可能性が広がると思いますか。 

①文系   ②どちらとも言えない  ③理系 

 

 

文学部・生活環境学部の方は以上です。 

理学部の方は引き続きご協力下さい。 
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★対象：奈良女子大学理学部 １～４回生 

 

＜高校と大学の違い＞ 

 

17) 大学での理数科目で高校との違いを感じましたか。 

17-1数学： 

①すごく感じた ②少し感じたことがある ③感じたことはない ④該当しない(履

修していない場合など) 

17-2物理： 

①すごく感じた ②少し感じたことがある ③感じたことはない ④該当しない(履

修していない場合など) 

17-3化学： 

①すごく感じた ②少し感じたことがある ③感じたことはない ④該当しない(履

修していない場合など) 

17-4生物： 

①すごく感じた ②少し感じたことがある ③感じたことはない ④該当しない(履

修していない場合など) 

 

18) 大学に入学したとき（1回生のとき，または 3年次入学の方は 3回生のとき）の印象に

ついてお答え下さい。 

履修した科目についてのみお答え下さい。 

 18-1数学： 

  ①易しすぎる ②ちょうどよい ③難しすぎる 

 18-2物理： 

  ①易しすぎる ②ちょうどよい ③難しすぎる 

 18-3化学： 

  ①易しすぎる ②ちょうどよい ③難しすぎる 

 18-4生物： 

①易しすぎる ②ちょうどよい ③難しすぎる 

 

19) 高校と大学とではどのようなところに違いを感じましたか。当てはまるもの全てを選

んで下さい。 

履修した科目についてのみお答え下さい。 

 19-1数学： 

①分量が多い  

②内容が高度で複雑 

③自習が不可欠 

④本質・根拠の重視 

⑤演習・実習が多い 
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 19-2物理： 

①分量が多い  

②内容が高度で複雑 

③自習が不可欠 

④本質・根拠の重視 

⑤演習・実験・実習が多い 

 19-3化学： 

①分量が多い  

②内容が高度で複雑 

③自習が不可欠 

④本質・根拠の重視 

⑤演習・実験・実習が多い 

 19-4生物： 

①分量が多い  

②内容が高度で複雑 

③自習が不可欠 

④本質・根拠の重視 

⑤演習・実験・実習が多い 

 

20) 数学，物理について，高校と大学の違いを大きく感じた分野をお答え下さい。 

履修した科目についてのみお答え下さい。 

20-1数学：(例：微分積分，幾何学，線形代数 など) 

（ 違いを大きく感じた数学の分野を記述 ） 

20-2物理：(例：力学，電磁気学 など) 

（ 違いを大きく感じた物理の分野を記述 ） 

 

＜理数系科目についての学修支援体制＞ 

 

21) 大学入学後の理数系科目の学修を支援するためにどのようなことを希望しますか。 

当てはまるもの全てを選んで下さい(※Yes回答)。 

21-1数学： 

 ①授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室 

 ②高校レベルの内容を扱う補習授業 

 ③気楽に尋ねられる TA 

 ④図書館の図書の充実 

 ⑤その他（ 希望することを記述 ） 

21-2物理： 

 ①授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室 

 ②高校レベルの内容を扱う補習授業 

 ③気楽に尋ねられる TA 

 ④図書館の図書の充実 

 ⑤その他（ 希望することを記述 ） 
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21-3化学： 

 ①授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室 

 ②高校レベルの内容を扱う補習授業 

 ③気楽に尋ねられる TA 

 ④図書館の図書の充実 

 ⑤その他（ 希望することを記述 ） 

21-4生物： 

 ①授業時間外に，分からないところなどを気楽に質問できる常設の学修相談室 

 ②高校レベルの内容を扱う補習授業 

 ③気楽に尋ねられる TA 

 ④図書館の図書の充実 

 ⑤その他（ 希望することを記述 ） 

 

22) モノづくりを行うためのスキルとなる実習講座を希望しますか。 

22-1  電気・電子工作 

  ①大いに希望する ②できれば希望する ③特に希望しない 

22-2  機械工作・金属工作（旋盤・ボール盤など） 

  ①大いに希望する ②できれば希望する ③特に希望しない 

22-3  ガラス細工 

  ①大いに希望する ②できれば希望する ③特に希望しない 

22-4  3Dプリンター 

  ①大いに希望する ②できれば希望する ③特に希望しない 

22-5  プログラミング 

  ①大いに希望する ②できれば希望する ③特に希望しない 

 

以上で全て終了です。 

ご協力ありがとうございました。 
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2017年度 アメリカ学生研修旅行 SEASoN 
Study Excursion to America for Students of Nara women’s university 
 
【趣旨】 

アメリカ合衆国カリフォルニア州にて、シリコンバレーを中心に、最先端 ICT企業や

起業家支援センター、世界難関大学を訪問し、企業家精神に溢れ革新性を希求する土

地で、学生に世界を活躍の舞台とする自己のキャリア形成を考える契機を与えること

を目的とするプログラムである。昨年と同様、現地グローバル企業で活躍する日本人

女性エンジニアや企業家、現地大学生との交流、21世紀を生き抜く上で不可欠となる

創造性、批判的思考、協働力を培うワークショップを受講することで、グローバルな

視野、主体性、コミュニケーション能力、思考力を身につけ、自ら創造することの重

要性と面白さを学ぶ。本研修で実施 3年目となる本プログラムは、今年度より奈良女
子大学の全学共通教養科目としても登録され、正規カリキュラムの一環として、日本

という文脈を離れ世界的視座を導入し、学生の理系分野での進路・職業選択を支援す

る。 
 

【概要】 
研修期間： 2018年 3月 4日（日）～3月 13日（火）（10日間） 
研修先： スタンフォード大学、カリフォルニア大学バークレー校、シリコンバ

レー（Google、Autodesk、Plug&Play、Intel、Apple、コンピュータ博物
館）、ヨセミテ国立公園、他 

対象： 奈良女子大学学部正規在学生のうち 1回生から 3回生まで 
研修費用： 20万円 
研修内容： 

 SUN MON TUE WED THU FRI SAT 
 1 2 3 4 5 6 7 

DATE 4 March 5 March 6 March 7 March 8 March 9 March 10 March 

 

サンフラン

シスコ到着 
 
サンフラン

シスコ見学 
 
オリエンテ

ーション 

シリコンバ

レー見学： 
Apple、
Google（エ
ンジニアに

よる講義、社

員食堂でラ

ンチ、キャン

パス見学）、

Intel本社（博
物館見学）、

Yahoo 

デザインシ

ンキング・ワ

ークショッ

プ 

午前 
スタンフォ

ード大学： 
キャンパ

ス・d-school
見学、学生交

流 
 
午後 
グローバル

キャリアセ

ミナー： 
現地起業家、

ベンチャー

キャピタリ

ストによる

講演、グルー

プ討議 

午前 
Autodesk：
Gallery見学、 
3Dデザイン
ツール・ワー

クショッ

プ）、 
 
午後 
カリフォル

ニア大学バ

ークレー校： 
キャンパス

見学、理系大

学院生によ

る講演 

シリコンバレ

ー見学： 
Plug&Play
（起業家セン

ター）、

Oracle、
Facebook、コ
ンピュータ博

物館 

ヨセミテ国

立公園： 
ヨセミテ滝

ハイキング、

パークレン

ジャーによ

る説明、ブラ

イダルフォ

ール、トンネ

ルビュー見

学 
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 SUN MON TUE WED THU FRI SAT 
 8 9 10     

DATE 11 March 12 March 13 March     

 

ヨセミテ国

立公園： 

ミラーレイ

クハイキン

グ 

アメリカ出

国 
日本帰国     

 

【SEASoN 2017渡航前スケジュール】 

10月 3日（火） 募集説明会 
10月 3日（火）～10月 16日（月） 募集期間 
10月 27日（金） 募集結果を応募者に通知 
10月 27日（金）～12月 14日（水） パスポート取得期間 
12月 13日（水） 渡航説明会① 
12月 20日（火） 「お伺い書」及びパスポートコピー提出 
1月 15日（月） 申込金入金締め切り 
1月 18日（木） 「同意書」及び必要書類の提出締め切り 

渡航説明会② 保険説明 

2月 13日（火） 事前学習① 
2月 16日（金） 渡航説明会③＋事前学習② 
3月 4日（日） 研修へ出発 
3月 4日（日）～3月 13日（火） 研修期間 
3月 13日（火） 帰国 
3月下旬 事後学習（予定） 
3月 30日（金） 研修レポート提出期限 
4月中旬 帰国報告会（予定） 
 

募集説明会及び参加学生募集 

定員 10名の募集であったが、募集説明会には、昨年より 20
名近く増え、60名余りの学生の参加があった。科目として単
位が出るようになったこと、実施 3年目ということもあり本
研修が学内で認知されてきていることなどが、その要因とし

て挙げられるかもしれない。質疑応答の時間には、審査基準、

参加費用、履修登録等について質問が出た。最終的に 32名の
学生からの応募があった。 
 選考の結果選ばれた参加者 10名の所属と学年は、以下の表
の通りである。昨年と同様、文学部の学生からの応募が無か
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ったことは残念である。文理間の強固な壁を無くし、理系分野に関心を示す女子学生の裾

野を広げ、所謂「理系」分野で活躍する女性の絶対数を増やすことを活動目的としている

本機構主催のプログラムであることを鑑みると、如何にして文系女子学生にも自分達に関

連するプログラムとして関心を示してもらえるようにするか、プログラム内容、広報手段

を含め、今後の課題である。

所属 学年 人数 合計

理学部 数物科学科 2 1 2 7 
1 1 

化学生命環境学科 3 2 5 
2 2 
1 1 

生活環境学部 食物栄養学科 1 1 1 3 
情報衣環境学科 3 1 2 

1 1 

渡航説明会

渡航説明会①では、航空券と ESTA申請に関する案内を行うとともに、「同意書」「緊急連
絡先」「健康状態確認」に関する書類を配布した。また参加者による自己紹介も行い、プロ

グラムに対する抱負をそれぞれが語った。教養科目化に伴い受講対象学生が大学学部の 1
回生から 3回生に限定されたこともあってか、昨年と比較してキャリア設計に具体性は欠
けるものの、その分未知の可能性と感受性を感じさせる内容であった。本プログラムで、

最新のテクノロジー、夢を現実に変える信念を持って行動し続ける人々の姿を目の当たり

にする事で、より大きな夢を描いてくれたらと期待している。

渡航説明会②では、海外旅行保険加入に関する案内を行った。

 最終説明会では、出発当日の集合場所や、荷造り、危機管理体制等に関する確認を行っ

た。また、プログラム内容に関する最終確認、質疑応答も行った。服装や、携帯電話、金

銭面についての質問が出た。

事前学習

全学教養科目化に伴って、今年度から研修前後に課す学習活動時間を増やした。具体的に

は、事前学習会を 2回、事後学習会を 1回実施することとし、学習会参加準備のための時
間外学習活動も課されることとなった。第 1回事前学習会では、研修訪問先について担当
を決め、それぞれの担当先について、iPad等を使用して情報を集めた。英語でしか手に入
らない情報、慣れないビジネス用語、IT用語等に苦労する場面も見られたが、お互いに助
け合い取り組んでいた。最後に、途中経過について発表を行い、調査から分かった事実の

みではなく、疑問、関心についても分かち合った。調査内容を 5分から 10分程度の発表形
式にまとめて来る事を、時間外活動として課した。第 2回事前学習会は、前半を発表の場
とし、後半を、事後学習活動の日程、内容を話し合う時間とした。研修で学んだことを全

学に周知する効果的な方法について、全員で議論した。
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 本プログラム全体を通して、学生が自分達で計画し、主体的に実行する力、協働する姿

勢を涵養したいと考えている。

第 1回事前学習会の様子 

第 2回事前学習会の様子（Autodeskについての発表） 

第 2回事前学習会の様子（ヨセミテについての発表） 
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§3 レスター大学との交流 

レスター大学との学生の研修交流について、今年度も理学部と理系女性教育開発共同機

構からの支援を受け、大学院生の短期派遣研修・PhD学生の招聘などを行った。詳しい活動

内容については、生物科学専攻が編集・発行する予定の活動報告書に記載したので、そち

らをご覧頂きたい。ここでは、概要を報告する。 

 

１．本学大学院生のレスター大学における研修 

今年度は、昨年同様 10月上旬に研修を行った。参加人数に関して、実習の人数制限はあ

るのだが、希望者が多かったため、レスター大の担当者にかなり無理なお願いをして、昨

年度の 8名から 2名増員して 10名を受け入れてもらった。また、本年度の参加学生の内訳

は、2名が博士後期課程に、8名が博士前期課程に所属し、専攻も理学系、生活環境系が混

在し、学内での本事業の広がりを示した。 

 

日程 

9月 30日（土）関空発 

9月 30日（土）レスター着 

10月 1日（日）レスター市内見学 

10月 2日（月）大学施設見学・登録・昼食会・研究室訪問 

10月 3日（火）〜6日（金）実習参加（第一週） 

10月７日（土）オクスフォード研修 

10月 9日（月）研究発表会（ポスター発表） 

10月 10日（火）〜13日（金）実習参加（第二週） 

10月 14日（土）〜15日（日）エジンバラ研修 

10月 16日（月）エジンバラ発 

10月 17日（火）関空着  

 

参加者 

大学院生 

博士前期課程１年（生物科学専攻） ７名 

博士前期課程１年（心身健康学専攻） １名 
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博士後期課程１年（共生自然科学専攻） １名 

博士後期課程３年（共生自然科学専攻） １名 

引率教員 

佐藤宏明 生物科学専攻・准教授（9月 30日〜10月 9日） 

井田 崇 生物科学専攻・准教授（10月 8日〜10月 17日） 

 

報告会 

研修参加学生による報告会を 11月 14日（火）16時 30分より理学部 A棟 204教室

において行った。 

 

研修の様子 
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2. レスター大学関係の他のプログラム 

（1）PhD学生の招聘 

3月 2日から 3月 12日まで、レスター大学 Department of Genetics and Genome Biology

の PhDコースに所属の大学院生 Charlotte Davison さんと Liam Crawfordさんが本学を訪

れ、ミニシンポジウムでの研究発表・研究に関する討論・研究室訪問・大学院生との懇談

などを行った。 

（２）英語教育部門（ELTU）教員による理系のためのプレゼン英語力養成講座 

3月 19日から 22日まで、理系学生・大学院生・若手教員を対象にレスター大学の英語教

育部門（ELTU）教員による「理系のためのプレゼン英語力養成講座」を開講した。 

 

次頁以下、参考資料 
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報告会 2 0 1 7  

第９ 回 奈良女子大学 - レスター大学 国際交流プログラム 
人間文化研究科共生自然科学専攻・ 生物科学専攻・ 心身健康学専攻 

理系女性教育開発共同機構（ CORE of STEM ）  

1 1 月 1 4 日（ 火） 1 6 :3 0 ~  A2 0 4  

A20 2 にて  本年度も 9 月 3 0 日から 1 0 月 1 7 日まで共生自然科学専攻、 生物科学専攻、 心身健康学専攻の 

大学院生 1 0 名が英国レスター大学の医学生物系学部において、 実習参加、 研究室訪問、  

研究発表会を行いました。 そこで、 参加者に研修の模様を報告してもらう 機会を設けました。  

 

大学院進学後にこのプログラムに参加したい・ 興味がある、 将来留学を考えている、  

英語ができるよう になり たい、 と考えている人は是非聞きに来てく ださい。  

来聴歓迎 

問い合わせ： 西井（ 生物科学）  ich iron@ cc.na ra-w u .ac. jp  

報告会ポスター 
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7th  NW U-UOL 

M in isym posium  on Biosciences 
M ar 5 (M on ) 10:00- 場所： A202 
 

国際交流協定締結校である英国レスター⼤学と本学⼤学院⼈間⽂化研究科⽣物科学専攻の⼤学院

⽣による⽣物科学に関するミ ニシンポジウムを⾏います。  

 

⼝頭発表とそれに続いて⾏われるポスター発表および懇親会の 2 部構成です。 ⽣物科学全般に興

味のある学⽣、 留学を考えている学⽣、 レスター⼤学学⽣と交流してみたい学⽣は是⾮参加して

く ださい。  

使⽤⾔語： 英語 

 プログラム 
10:00 ‒ 11:45 ⼝頭発表Ⅰ 

13:00 ‒ 14:45 ⼝頭発表Ⅱ 

15:00 ‒  ポスター発表・ 懇親会 

 

⼝頭発表者 

 Un iversity of Leicester, UK  

  Liam  Craw ford  Genetics and  Genom e Biology 

   Charlotte Davison  Genetics and  Genom e Biology 

 

 Un iversity of Ch ittagong , Bang ladesh  

Zannatun Nayem a  Genetic Eng ineering  and  Biotechnology 

 

  奈良⼥⼦⼤学 

  ⻄村 友⾥   共⽣⾃然科学専攻 

  清⽔ ⾹織   共⽣⾃然科学専攻 

 井坂 友紀   ⽣物科学専攻 

 岡崎 多希⼦   ⽣物科学専攻 

N W U -U OL 交流ワーキンググループ   問い合わせ先： 西井 ｜ ich iron@ cc.n ara-w u .ac. jp  

ミニシンポジウムポスター 
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理系のためのプレゼン英語力養成講座ポスター（２頁） 
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